日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ(3) : 朴正煕軍事政権の成立から「大平・金メモ」まで by 李 鍾元 et al.
日
韓
の
新
公
開
外
交
文
書
に
見
る
日
韓
会
談
と
ア
メ
リ
カ
︵
三
︶
︱
︱
朴
正
熙
軍
事
政
権
の
成
立
か
ら
﹁
大
平
・
金
メ
モ
﹂
ま
で
︱
︱
李
鍾
元
一
は
じ
め
に
︱
︱
日
韓
会
談
関
連
外
交
文
書
の
公
開
二
朴
正
熙
軍
事
政
権
の
成
立
と
日
米
の
対
応
︱
︱
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
︵
一
九
六
一
年
六
月
︶
三
ソ
ウ
ル
か
ら
の
期
待
四
政
治
決
着
の
前
史
︱
︱
張
勉
政
権
期
の
日
韓
折
衝
と
請
求
権
問
題
︵
以
上
、
第
七
六
号
︶
五
政
治
決
着
を
急
ぐ
韓
国
軍
事
政
権
六
日
韓
会
談
の
再
開
交
渉
七
金
裕
澤
特
使
の
訪
日
と
請
求
権
金
額
︵
以
上
、
前
号
︶
八
二
人
の
大
使
の
﹁
側
面
支
援
﹂
︱
︱
バ
ー
ガ
ー
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
九
第
六
次
日
韓
会
談
の
開
催
と
首
席
代
表
人
選
問
題
一
〇
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
と
池
田
・
朴
正
熙
会
談
八
二
人
の
大
使
の
﹁
側
面
支
援
﹂
︱
︱
バ
ー
ガ
ー
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
朴
正
熙
軍
事
政
権
に
よ
る
初
の
日
韓
の
政
治
折
衝
で
あ
っ
た
金
裕
澤
特
使
の
訪
日
に
は
、
ソ
ウ
ル
と
東
京
の
米
国
大
使
館
が
深
く
関
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わ
っ
て
い
た
。
政
治
妥
結
を
急
ぐ
韓
国
政
府
を
後
押
し
す
べ
く
、
バ
ー
ガ
ー
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
両
大
使
は
、
ソ
ウ
ル
と
東
京
を
舞
台
に
﹁
側
面
支
援
﹂
を
展
開
し
た
。
と
り
わ
け
、
ソ
ウ
ル
の
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
米
国
政
府
に
よ
る
直
接
の
介
入
を
唱
え
、
自
ら
も
精
力
的
に
動
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
六
一
年
六
月
末
の
赴
任
早
々
か
ら
韓
国
軍
事
政
権
の
指
導
者
を
対
象
に
、
日
韓
妥
結
を
促
す
説
得
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
親
書
な
ど
、
首
脳
レ
ベ
ル
の
外
交
的
関
与
を
上
申
し
た
。
八
月
三
日
付
の
本
省
宛
て
の
電
文
で
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
、
日
韓
会
談
の
再
開
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、﹁
も
し
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
も
こ
れ
に
同
意
す
る
の
で
あ
れ
ば
﹂、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
日
韓
両
国
の
首
脳
に
親
書
を
送
り
、﹁
最
も
強
い
言
葉
で
、
建
設
的
か
つ
持
続
的
な
基
礎
の
上
に
韓
日
関
係
を
築
く
作
業
に
取
り
掛
か
る
こ
と
を
促
す
﹂
よ
う
求
(
)
め
た
。
131
バ
ー
ガ
ー
大
使
が
強
調
し
た
の
は
、
韓
国
に
軍
事
政
権
が
誕
生
し
、
日
韓
交
渉
が
再
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
重
要
性
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ガ
ー
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
親
書
が
﹁
時
宜
適
切
﹂
で
あ
る
と
考
え
る
理
由
と
し
て
、
①
再
開
さ
れ
る
日
韓
会
談
が
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
就
任
後
、
初
め
て
の
日
韓
交
渉
に
な
る
こ
と
、
②
韓
国
の
軍
事
政
権
が
日
韓
会
談
に
取
り
組
む
最
初
の
試
み
で
あ
り
、﹁
軍
事
政
権
は
議
会
や
メ
デ
ィ
ア
の
反
対
に
制
約
さ
れ
ず
、
迅
速
か
つ
決
断
力
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
﹂
こ
と
、
③
﹁
池
田
首
相
は
、
訪
米
以
後
、
国
内
で
威
信
が
高
ま
り
、
譲
歩
し
や
す
い
強
い
立
場
に
あ
る
﹂
こ
と
な
ど
を
列
挙
し
た
。
要
す
る
に
、
韓
国
で
日
韓
関
係
に
積
極
的
で
実
行
力
の
あ
る
軍
事
政
権
が
誕
生
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
日
米
首
脳
会
談
で
池
田
首
相
か
ら
直
接
﹁
言
質
﹂
を
取
っ
た
余
勢
を
駆
っ
て
、
一
気
に
日
韓
会
談
を
妥
結
に
持
ち
込
む
べ
き
と
い
う
提
言
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ガ
ー
の
情
勢
認
識
に
よ
る
と
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
日
韓
会
談
が
再
開
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
膠
着
状
態
に
陥
り
、
そ
の
展
望
は
﹁
不
吉
﹂︵
inauspi-
cious︶
で
あ
っ
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
会
談
妥
結
の
可
能
性
は
よ
り
難
し
く
な
る
。
日
本
国
内
で
社
会
党
な
ど
の
反
対
運
動
が
高
ま
り
、﹁
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
日
本
政
府
は
、
国
交
の
完
全
な
正
常
化
を
進
め
る
意
欲
が
現
在
よ
り
後
退
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
﹂
か
ら
で
あ
っ
た
。﹁
こ
ち
ら
サ
イ
ド
の
見
解
﹂
で
は
、
会
談
妥
結
の
カ
ギ
は
日
本
側
に
あ
り
、
と
り
わ
け
池
田
首
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相
が
積
極
姿
勢
を
取
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
親
書
も
日
韓
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
内
容
の
も
の
が
望
ま
し
く
、
池
田
宛
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、﹁
彼
の
訪
米
と
、
彼
が
個
人
的
に
大
統
領
に
表
明
し
た
妥
結
へ
の
意
欲
の
示
唆
﹂
に
言
及
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
の
建
議
は
、
国
務
省
に
よ
っ
て
即
座
に
却
下
さ
れ
た
。
翌
日
の
八
月
四
日
付
で
ソ
ウ
ル
に
宛
て
ら
れ
た
電
文
で
、
国
務
省
は
、
日
韓
の
首
脳
へ
の
大
統
領
親
書
案
に
つ
い
て
、﹁
現
時
点
で
は
必
要
な
い
﹂
と
の
判
断
を
示
(
)
し
た
。
そ
の
理
由
と
132
し
て
、
国
務
省
は
、﹁
三
国
︵
米
日
韓
：
引
用
者
註
︶
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
に
な
る
何
か
確
実
か
つ
具
体
的
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
兆
候
が
、
今
よ
り
良
い
形
で
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
大
統
領
の
威
信
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
﹂
と
い
う
点
を
挙
げ
た
。
大
統
領
の
親
書
と
い
う
切
り
札
が
空
振
り
に
終
わ
る
外
交
的
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、﹁
引
き
続
き
ソ
ウ
ル
お
よ
び
東
京
の
大
使
館
に
よ
る
確
固
た
る
、
し
か
し
、
忍
耐
強
い
説
得
が
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
会
談
の
再
開
の
た
め
に
有
効
で
あ
る
﹂
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。
日
本
政
府
へ
の
直
接
の
外
交
的
圧
力
に
慎
重
な
国
務
省
本
省
の
姿
勢
の
表
れ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
の
提
案
に
対
す
る
国
務
省
の
指
示
電
文
は
、
東
京
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
の
見
解
を
待
た
ず
に
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
駐
日
大
使
館
か
ら
電
文
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
国
務
省
の
指
示
電
文
の
翌
日
の
八
月
五
日
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
、
バ
ー
ガ
ー
と
は
違
っ
て
、
む
し
ろ
韓
国
情
勢
の
不
安
定
さ
や
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
な
ど
、
韓
国
側
の
事
情
が
障
害
と
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
日
本
政
府
へ
の
直
接
の
圧
力
に
は
反
対
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。﹁
ソ
ウ
ル
か
ら
の
見
解
﹂
に
基
づ
く
バ
ー
ガ
ー
大
使
の
積
極
論
に
対
し
て
、﹁
東
京
か
ら
の
視
点
﹂
で
の
慎
重
論
と
で
も
い
う
べ
き
構
図
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
、﹁
岸
、
佐
藤
、
吉
田
ら
が
率
い
る
保
守
派
の
影
響
力
の
あ
る
勢
力
の
間
で
は
、
過
去
数
か
月
の
間
に
、
韓
国
の
混
乱
や
共
産
化
が
日
本
に
及
ぼ
す
危
険
、
ま
た
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
日
本
の
対
韓
支
援
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
﹂
お
り
、﹁
池
田
や
小
坂
も
こ
う
し
た
見
解
を
共
有
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
。
し
か
し
、﹁
日
本
政
府
の
速
や
か
な
交
渉
妥
結
を
妨
げ
る
要
因
﹂
は
、﹁︵
韓
国
の
︶
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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最
高
会
議
の
安
定
性
、
民
主
主
義
と
経
済
安
定
へ
の
復
帰
能
力
、
米
国
の
支
持
度
へ
の
疑
問
﹂、﹁
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
日
本
の
世
論
の
悪
化
﹂
な
ど
、
主
と
し
て
韓
国
情
勢
の
不
安
定
性
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、﹁
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
提
案
さ
れ
た
よ
う
な
三
国
間
の
外
交
的
申
し
入
れ
︵
diplom
atic
dém
arche︶
や
直
接
的
な
大
統
領
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
失
敗
す
る
か
、
時
期
尚
早
に
な
る
で
あ
ろ
う
﹂
と
指
摘
し
、﹁
大
統
領
親
書
と
い
う
重
火
器
︵
heavy
artilery
︶
を
決
定
的
︵
decisive︶
に
な
ら
な
い
可
能
性
の
高
い
時
に
使
用
す
る
こ
と
は
遺
憾
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
﹂
と
主
張
(
)
し
た
。
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ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
が
強
調
し
た
の
は
、
国
務
省
の
指
示
と
同
様
に
、
基
本
的
に
慎
重
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。﹁
バ
ー
ガ
ー
大
使
と
本
職
は
、
公
式
の
調
停
者
︵
form
alm
ediator︶
で
は
な
く
、
日
韓
双
方
の
正
直
な
友
人
︵
honest
friends︶
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割
に
常
に
細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
日
韓
の
和
解
を
促
進
す
る
た
め
、
両
サ
イ
ド
か
ら
持
続
的
な
圧
力
︵
steady
pressure︶
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
﹂
と
い
う
見
解
を
述
べ
つ
つ
、﹁
戦
略
的
な
時
期
︵
strategic
tim
e︶
に
、
両
国
の
最
高
レ
ベ
ル
で
使
え
る
、
日
韓
の
和
解
に
関
す
る
憂
慮
を
含
ん
だ
大
統
領
の
個
人
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
と
本
職
に
と
っ
て
助
け
と
な
ろ
う
﹂
と
付
け
加
え
、
大
統
領
親
書
の
将
来
的
な
可
能
性
に
つ
い
て
は
余
韻
を
残
(
)
し
た
。
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ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
自
身
は
、
再
開
さ
れ
る
日
韓
会
談
に
つ
い
て
、
バ
ー
ガ
ー
よ
り
は
楽
観
的
な
展
望
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
﹁
韓
国
で
、
現
在
の
よ
う
な
望
ま
し
い
傾
向
や
状
況
が
続
け
ば
、
日
韓
妥
結
は
こ
の
秋
か
冬
に
で
も
現
実
の
可
能
性
︵
realprospects︶
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
﹂
と
述
べ
、
韓
国
の
情
勢
さ
え
安
定
す
れ
ば
、
日
本
側
は
妥
結
に
踏
み
込
む
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
こ
れ
は
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
へ
の
池
田
首
相
の
説
明
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
日
韓
会
談
の
状
況
に
対
す
る
当
時
の
日
本
側
の
認
識
と
説
明
論
理
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
ま
た
、
再
開
さ
れ
る
日
韓
会
談
に
臨
む
日
本
側
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
の
情
報
も
寄
せ
た
。
争
点
の
請
求
権
金
額
に
つ
い
て
は
、﹁
従
来
の
比
較
的
少
額
の
請
求
権
計
画
の
︵
お
そ
ら
く
も
う
少
し
増
額
さ
れ
た
︶
変
化
形
、
五
か
年
で
二
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
無
償
経
済
支
援
、
よ
り
大
き
な
借
款
、
信
用
、
投
資
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
が
提
案
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
立教法学 第 78号（2010)
158
た
。
同
電
文
は
、
前
述
の
七
月
三
〇
日
付
の
バ
ー
ガ
ー
大
使
の
電
文
に
関
す
る
東
京
の
コ
メ
ン
ト
で
も
あ
り
、
こ
の
部
分
は
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
が
伝
え
た
﹁
伊
関
情
報
﹂︵﹁
日
本
は
今
年
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
﹃
返
済
不
要
の
借
款
﹄
と
、
今
後
五
年
間
に
合
計
二
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
提
供
す
る
用
意
が
あ
る
﹂︶
を
確
認
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、﹁
よ
り
大
き
な
借
款
、
信
用
、
投
資
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
用
の
米
国
側
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
︵
一
九
六
一
年
六
月
一
六
日
︶
が
明
記
し
た
﹁
日
本
側
の
暫
定
的
な
考
え
方
﹂︵﹁
請
求
権
と
し
て
最
大
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
、
無
償
援
助
と
し
て
今
後
五
年
間
に
二
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
、
さ
ら
に
未
確
定
額
の
長
期
借
款
﹂︶
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
。﹁
信
用
﹂
や
﹁
投
資
﹂
の
要
素
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
は
、
一
九
六
五
年
の
請
求
権
に
関
す
る
最
終
的
な
決
着
の
枠
組
み
︵
無
償
供
与
三
億
ド
ル
、
有
償
借
款
二
億
ド
ル
、
民
間
借
款
三
億
ド
ル
以
上
︶
に
最
も
類
似
し
て
お
り
、
そ
の
関
連
性
は
注
目
に
値
す
る
。
日
韓
会
談
を
促
進
す
る
た
め
の
外
交
的
な
﹁
圧
力
﹂
を
め
ぐ
っ
て
、
米
国
政
府
内
に
も
様
々
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
見
解
の
違
い
が
存
在
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
世
界
的
な
冷
戦
戦
略
上
の
観
点
か
ら
、
日
韓
会
談
へ
の
積
極
的
な
介
入
を
唱
え
る
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
、
伝
統
的
な
外
交
上
の
考
慮
を
重
視
し
、
直
接
の
圧
力
に
は
慎
重
な
国
務
省
と
の
間
の
軋
轢
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
外
交
の
現
場
と
も
い
え
る
ソ
ウ
ル
と
東
京
の
二
人
の
米
国
大
使
の
間
に
も
、
米
国
政
府
の
関
与
の
手
法
や
程
度
を
め
ぐ
っ
て
、
意
見
の
相
違
が
繰
り
返
し
見
ら
れ
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
、
自
伝
の
中
で
、﹁
新
し
く
駐
韓
大
使
に
な
っ
た
サ
ム
・
バ
ー
ガ
ー
と
夫
人
の
マ
ー
ジ
は
ハ
ル
の
古
い
友
人
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
の
往
復
の
途
中
何
度
も
東
京
に
立
ち
寄
り
、
日
韓
関
係
に
つ
い
て
長
い
議
論
を
交
わ
し
た
﹂
が
、
﹁
バ
ー
ガ
ー
は
わ
れ
わ
れ
が
日
本
に
強
い
圧
力
を
か
け
韓
国
側
要
求
を
呑
ま
せ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
だ
っ
た
が
、
私
に
は
日
本
政
府
は
圧
力
に
屈
し
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
﹂
と
述
べ
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
と
の
間
で
、
見
解
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
率
直
に
語
っ
て
(
)
い
る
。
135外
交
的
圧
力
に
対
す
る
バ
ー
ガ
ー
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
対
照
的
な
考
え
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
任
地
︵
韓
・
日
︶
の
利
害
や
状
況
の
反
映
と
い
う
構
造
的
な
要
因
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
ス
タ
イ
ル
、
外
交
上
の
経
験
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
複
合
的
に
作
用
し
た
結
果
と
い
え
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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よ
う
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
周
知
の
通
り
、
日
本
生
ま
れ
の
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
者
と
し
て
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
、
社
会
に
対
す
る
尊
重
の
精
神
を
体
現
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
視
点
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
対
日
政
策
を
批
判
し
た
論
文
﹁
日
本
と
の
断
た
れ
た
対
話
﹂
が
注
目
さ
れ
、
日
米
安
保
改
定
で
揺
ら
い
だ
日
米
関
係
を
立
て
直
す
べ
く
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
新
し
い
駐
日
大
使
に
抜
擢
さ
(
)
れ
た
。
大
使
に
任
命
さ
れ
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
日
米
間
の
﹁
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
﹂
を
掲
げ
、
と
り
わ
け
、
米
国
側
の
136
﹁
占
領
者
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
﹂
の
払
拭
に
力
を
注
い
だ
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
の
補
佐
官
を
務
め
た
パ
ッ
カ
ー
ド
は
、﹁
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
日
本
に
い
る
ア
メ
リ
カ
人
︱
︱
た
ん
に
軍
人
と
外
交
官
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
い
る
人
た
ち
︱
︱
の
あ
い
だ
に
も
み
ら
れ
た
﹃
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
﹄
を
取
り
除
き
た
い
と
思
っ
た
。
一
九
六
一
年
、
占
領
が
終
了
し
て
九
年
が
経
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
人
は
依
然
と
し
て
征
服
者
の
ご
と
く
、
日
本
人
は
被
征
服
者
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
習
慣
が
残
っ
て
い
た
﹂
と
記
録
し
て
い
る
。
実
際
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
在
日
米
軍
基
地
の
費
用
負
担
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、﹁
日
本
政
府
に
対
す
る
露
骨
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
逆
効
果
で
あ
る
﹂
と
批
判
し
、
強
引
な
国
防
省
の
要
求
を
抑
え
た
こ
と
も
あ
(
)
っ
た
。
ま
た
、
韓
国
の
軍
事
137
政
権
に
対
し
て
、
民
政
移
管
を
促
す
た
め
、
強
引
な
圧
力
を
行
使
す
る
バ
ー
ガ
ー
大
使
の
手
法
に
も
苦
言
を
呈
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
(
)
い
う
。
138
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
い
う
﹁
占
領
者
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
﹂
の
一
面
を
持
つ
外
交
官
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
と
イ
ギ
リ
ス
の
Ｌ
Ｓ
Ｅ
で
経
済
学
を
専
攻
し
た
バ
ー
ガ
ー
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
労
働
問
題
の
専
門
家
と
し
て
政
府
入
り
し
、
一
九
四
二
年
、
対
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ン
ド
リ
ー
ス
︵
武
器
貸
与
法
︶
援
助
責
任
者
の
エ
イ
ヴ
ェ
ラ
ル
・
ハ
リ
マ
ン
︵
W
iliam
A
verel
H
arrim
an
︶
に
抜
擢
さ
れ
、
外
交
の
世
界
に
入
(
)
っ
た
。
戦
後
、
新
設
さ
れ
た
駐
英
大
使
館
付
き
労
働
官
︵
Labor
139
A
ttachè︶
に
任
命
さ
れ
た
バ
ー
ガ
ー
は
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
留
学
時
代
に
培
っ
た
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
指
導
者
た
ち
と
の
人
脈
を
土
台
に
、﹁
大
物
労
働
官
﹂
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
反
共
的
な
米
国
労
働
総
同
盟
︵
A
F
L
︶
の
ジ
ェ
イ
・
ラ
ヴ
ス
ト
ー
ン
︵
Jay
Lovestone︶
や
ア
ー
ヴ
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ィ
ン
グ
・
ブ
ラ
ウ
ン
︵
Irving
B
row
n
︶
と
連
携
し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
な
ど
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
運
動
に
お
い
て
、
共
産
主
義
の
影
響
力
を
阻
止
・
排
除
す
る
活
動
で
手
腕
を
発
揮
(
)
し
た
。
140
そ
の
実
績
を
買
わ
れ
て
、
バ
ー
ガ
ー
は
、
一
九
五
三
年
、
駐
日
大
使
館
の
労
働
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
総
評
の
再
編
な
ど
、
日
本
の
労
働
運
動
に
も
関
与
(
)
し
た
。
日
本
で
は
、
参
事
官
と
し
て
、
労
働
問
題
だ
け
で
な
く
、
保
守
合
同
な
ど
、
政
界
全
般
の
再
編
に
も
深
く
141
関
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
断
片
的
な
が
ら
、
当
時
の
岸
信
介
と
頻
繁
に
接
触
し
、
政
治
状
況
や
展
望
に
つ
い
て
協
議
し
た
こ
と
が
確
認
で
(
)
き
る
。
142
バ
ー
ガ
ー
が
伊
関
佑
二
郎
と
密
接
な
関
係
を
築
い
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ガ
ー
は
、
伊
関
ら
外
務
省
の
官
僚
た
ち
を
自
宅
に
呼
び
、
夜
遅
く
ま
で
、
日
本
の
政
治
や
外
交
に
つ
い
て
、﹁
忌
憚
な
く
﹂﹁
率
直
か
つ
非
公
式
の
意
見
交
換
﹂
を
行
っ
(
)
た
り
、
伊
関
143
と
と
も
に
、
米
国
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
資
金
援
助
に
よ
り
、
緒
方
竹
虎
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た
中
国
か
ら
の
復
員
者
尋
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
連
絡
調
整
を
担
当
す
る
な
ど
の
協
力
関
係
に
あ
(
)
っ
た
。
144
バ
ー
ガ
ー
の
日
本
勤
務
は
短
期
に
終
わ
っ
た
。
一
九
五
三
年
一
一
月
の
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
の
訪
日
時
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
が
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
大
使
館
に
﹁
左
遷
﹂
さ
れ
た
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
民
主
党
政
権
の
誕
生
で
﹁
復
権
﹂
し
、
韓
国
大
使
に
任
命
さ
(
)
れ
た
。
145
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
に
お
け
る
労
働
運
動
と
政
界
に
対
す
る
活
動
の
過
程
で
、
バ
ー
ガ
ー
は
、
公
式
の
場
で
の
発
言
や
行
動
を
避
け
た
こ
と
か
ら
、﹁
静
か
な
サ
ム
﹂︵
Silent
Sam
︶
の
あ
だ
名
が
つ
い
た
が
、
む
し
ろ
舞
台
裏
や
水
面
下
の
調
停
と
工
作
を
得
意
と
し
、
圧
力
的
な
手
段
の
行
使
も
厭
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
左
派
労
働
指
導
者
か
ら
﹁
マ
キ
ャ
ベ
リ
的
な
人
物
﹂
と
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
(
)
っ
た
。
韓
国
赴
任
後
、
朴
正
熙
軍
事
政
権
と
の
関
係
で
も
、
そ
の
剛
腕
ぶ
り
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
146
た
。
一
九
六
三
年
四
月
、
朴
正
熙
ら
の
軍
部
が
民
政
移
管
の
延
期
を
発
表
す
る
と
、
米
国
の
援
助
の
凍
結
な
ど
の
強
硬
手
段
を
総
動
員
し
た
外
交
的
圧
力
で
、
方
針
を
撤
回
さ
せ
た
。
こ
の
出
来
事
を
報
じ
た
﹃
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
﹄
誌
は
、
バ
ー
ガ
ー
に
対
し
て
、﹁
圧
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力
マ
ン
﹂︵
Pressure
M
an
︶
の
称
号
を
与
(
)
え
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
親
書
案
な
ど
、
日
韓
会
談
に
対
す
る
バ
ー
ガ
ー
の
積
極
介
入
147
論
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
あ
る
種
の
﹁
占
領
者
﹂
と
し
て
各
国
の
内
政
に
介
入
し
た
経
験
や
ス
タ
イ
ル
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
い
え
よ
う
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と
バ
ー
ガ
ー
の
対
照
的
な
立
場
と
見
解
は
、
日
韓
会
談
に
対
す
る
米
国
政
府
の
関
与
を
め
ぐ
っ
て
、
以
後
も
繰
り
返
し
表
面
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
親
書
案
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
日
韓
政
府
へ
の
﹁
持
続
的
な
圧
力
﹂
の
外
交
は
早
速
実
行
に
移
さ
れ
た
。
六
一
年
八
月
八
日
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
小
坂
外
相
と
の
会
談
で
、
日
韓
会
談
問
題
を
持
ち
出
し
た
。
公
開
さ
れ
た
日
本
外
交
文
書
で
見
る
限
り
、
こ
の
会
談
が
、
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
以
後
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
が
日
韓
関
係
に
つ
い
て
行
っ
た
初
め
て
の
外
交
的
働
き
か
け
と
な
る
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、﹁
日
韓
関
係
の
早
急
な
正
常
化
を
熱
望
﹂
し
て
い
る
本
国
政
府
の
強
い
関
心
を
伝
え
な
が
ら
も
、﹁
他
方
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
、
日
本
の
国
内
世
論
が
必
ず
し
も
積
極
的
で
は
な
い
事
情
は
よ
く
理
解
し
て
い
る
が
、
さ
り
と
て
あ
ま
り
い
つ
ま
で
も
こ
と
を
長
延
か
せ
れ
ば
韓
国
側
の
世
論
を
一
層
こ
じ
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
、
慎
重
な
言
い
方
に
終
始
し
た
。
ま
た
、﹁
日
本
側
と
し
て
も
対
韓
問
題
に
つ
き
日
本
国
民
を
啓
発
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
促
し
た
が
、
小
坂
外
相
か
ら
は
、﹁
日
本
人
は
本
質
的
に
軍
人
政
権
を
嫌
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
﹂
と
い
う
冷
淡
な
反
応
し
か
得
ら
れ
な
か
(
)
っ
た
。
148
一
方
、
韓
国
政
府
に
対
し
て
は
、
八
月
九
日
、
国
務
省
の
マ
ン
ハ
ー
ド
︵
Philip
W
.M
anhard
︶
韓
国
課
長
(
)
代
理
と
ス
ウ
ェ
イ
ン
149
︵
K
ingdon
W
.Sw
ayne︶
日
本
(
)
課
長
が
駐
米
大
使
館
の
林
参
事
官
に
対
し
て
、
日
韓
間
の
非
公
式
折
衝
に
よ
る
妥
結
を
促
し
た
。
マ
ン
150
ハ
ー
ド
は
、﹁
韓
日
会
談
の
早
急
な
再
開
の
た
め
に
は
正
式
外
交
チ
ャ
ン
ネ
ル
よ
り
、
非
公
式
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
接
触
で
懸
案
の
難
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
双
方
が
ど
の
よ
う
な
腹
案
を
持
っ
て
い
る
か
を
互
い
に
示
唆
し
て
お
く
こ
と
が
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
﹂
と
述
べ
、
﹁
会
談
が
再
開
さ
れ
て
も
主
要
な
問
題
は
非
公
式
会
談
で
解
決
し
、
会
議
席
上
で
は
非
公
式
会
談
で
合
意
し
た
こ
と
を
形
式
化
す
る
方
法
を
取
る
の
が
望
ま
し
い
旨
﹂
を
﹁
数
回
繰
り
返
し
(
)
た
﹂
。
151
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ま
た
、
米
国
の
調
停
を
期
待
す
る
韓
国
側
に
対
し
て
は
、﹁
韓
日
問
題
は
全
体
的
に
見
て
両
国
の
主
張
に
あ
ま
り
に
も
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
こ
の
相
違
が
顕
著
に
縮
小
し
、
双
方
の
主
張
に
妥
協
の
可
能
性
が
見
え
る
ま
で
は
、
国
務
省
と
し
て
は
積
極
的
に
調
停
に
乗
り
出
し
に
く
い
立
場
に
あ
る
。
…
…
︵
中
略
︶
問
題
解
決
の
カ
ギ
は
請
求
権
と
平
和
線
︵﹁
李
承
晩
ラ
イ
ン
﹂
の
韓
国
側
名
称
：
引
用
者
註
︶
問
題
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
問
題
に
対
す
る
両
国
の
最
終
案
を
具
体
的
に
知
る
ま
で
は
調
停
の
役
割
を
試
み
る
の
は
困
難
な
立
場
﹂
で
あ
る
と
応
じ
、
暗
に
韓
国
側
の
柔
軟
姿
勢
と
、
妥
協
の
た
め
の
﹁
最
終
案
﹂
づ
く
り
を
促
(
)
し
た
。
152
公
式
会
談
の
再
開
を
控
え
て
、
請
求
権
金
額
に
つ
い
て
の
﹁
腹
案
﹂
を
携
え
て
、
非
公
式
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
折
衝
を
試
み
た
金
裕
澤
特
使
の
訪
日
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
米
国
側
の
﹁
助
言
﹂
に
従
っ
た
も
の
と
も
い
え
る
。
八
月
三
〇
日
に
来
日
し
た
金
裕
澤
の
後
を
追
う
か
の
よ
う
に
、
九
月
一
日
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
自
ら
が
東
京
に
乗
り
込
ん
だ
。
表
向
き
に
は
﹁
休
暇
﹂
の
た
め
の
来
日
と
さ
(
)
れ
た
。
金
裕
153
澤
と
池
田
首
相
や
小
坂
外
相
と
の
会
談
が
不
調
に
終
わ
る
と
、
九
月
五
日
、
バ
ー
ガ
ー
は
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
を
伴
っ
て
、
武
内
外
務
次
官
と
面
談
し
、
日
本
側
に
積
極
的
な
対
応
を
迫
(
)
っ
た
。
こ
こ
で
も
バ
ー
ガ
ー
大
使
が
強
調
し
た
の
は
タ
イ
ミ
ン
グ
の
重
要
性
で
あ
っ
154
た
。
バ
ー
ガ
ー
は
、
韓
国
の
軍
事
政
権
が
安
定
に
向
か
い
、
そ
の
政
策
も
穏
健
な
方
向
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
、﹁
五
か
年
経
済
再
建
計
画
﹂
が
一
一
月
ご
ろ
に
は
確
定
し
、
来
年
か
ら
動
き
始
め
る
こ
と
、﹁
同
計
画
と
の
関
連
に
お
い
て
、
軍
事
政
権
と
し
て
は
、
日
本
と
の
関
係
の
調
整
を
急
い
で
い
る
こ
と
﹂、
な
ど
の
状
況
要
因
を
挙
げ
、﹁
日
米
と
も
に
明
後
年
の
民
政
移
管
ま
で
に
は
韓
国
を
建
て
直
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
事
柄
に
は
﹃
時
の
要
素
﹄
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
﹂
と
力
説
し
た
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
、
金
裕
澤
特
使
の
訪
日
の
背
景
に
は
、
韓
国
政
府
に
対
す
る
自
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
も
示
唆
し
た
。
﹁
し
ば
し
ば
﹃
韓
国
側
は
日
韓
関
係
に
熱
意
を
持
っ
て
い
る
が
、
日
本
側
は
果
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
﹄
と
疑
問
を
呈
﹂
す
る
朴
正
熙
に
対
し
て
、﹁
自
分
は
、
池
田
、
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
の
内
容
を
伝
え
、
十
分
日
本
の
方
も
熱
意
を
持
っ
て
い
る
と
保
証
し
て
お
い
た
。
こ
れ
が
今
度
の
金
裕
澤
経
済
企
画
院
長
の
来
日
に
発
展
し
た
わ
け
で
あ
る
﹂
と
説
明
し
た
。
金
裕
澤
特
使
が
﹁
八
億
ド
ル
﹂
と
い
う
具
体
的
な
金
額
を
切
り
出
し
、
日
韓
間
の
隔
た
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
請
求
権
総
額
に
つ
い
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て
も
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
自
ら
﹁
解
説
﹂
を
加
え
つ
つ
、
あ
る
種
の
﹁
調
停
者
﹂
と
し
て
、
妥
結
の
糸
口
を
探
ろ
う
と
し
た
。﹁
金
裕
澤
院
長
が
八
億
ド
ル
と
い
う
数
字
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
韓
国
軍
事
政
権
は
、
い
か
な
る
根
拠
か
ら
か
は
し
ら
な
い
が
、
日
本
が
こ
の
問
題
で
三
億
ド
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
い
た
節
が
あ
り
、
そ
こ
で
五
～
六
億
ド
ル
の
辺
に
最
後
に
は
落
ち
着
か
せ
た
い
と
い
う
狙
い
で
八
億
を
ま
ず
持
ち
出
す
作
戦
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
﹂
と
い
う
の
が
バ
ー
ガ
ー
大
使
の
説
明
で
あ
っ
た
。
第
三
者
的
な
解
説
で
あ
る
が
、
韓
国
の
朴
正
熙
政
権
が
﹁
三
億
ド
ル
﹂
と
い
う
具
体
的
な
金
額
を
日
本
側
の
腹
案
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
﹁
根
拠
﹂
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
が
電
文
で
言
及
し
た
﹁
伊
関
情
報
﹂
が
韓
国
側
に
も
伝
え
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
張
勉
政
権
期
の
自
民
党
訪
韓
団
︵
六
一
年
五
月
︶
に
随
行
し
た
伊
関
局
長
に
よ
る
日
韓
折
衝
の
経
緯
を
引
き
継
い
だ
か
の
ど
ち
ら
か
に
な
る
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
が
、﹁
伊
関
情
報
﹂
の
当
事
者
で
あ
る
伊
関
局
長
が
同
席
し
た
中
で
、
韓
国
側
の
﹁
八
億
ド
ル
﹂
と
日
本
側
の
﹁
三
億
ド
ル
﹂
を
そ
れ
ぞ
れ
﹁
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
﹂
と
し
て
位
置
づ
け
、
韓
国
側
の
期
待
す
る
﹁
落
と
し
所
﹂
と
し
て
、﹁
五
～
六
億
ド
ル
﹂
と
い
う
具
体
的
な
金
額
に
言
及
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
朴
正
熙
軍
事
政
権
は
、
請
求
権
交
渉
妥
結
の
た
め
の
﹁
最
低
ラ
イ
ン
﹂
と
し
て
﹁
五
億
ド
ル
﹂
の
案
を
す
で
に
確
定
し
て
お
り
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
そ
れ
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
日
本
側
に
伝
え
た
こ
と
に
な
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
指
示
ど
お
り
、﹁
触
媒
﹂
や
﹁
調
停
者
﹂
の
役
割
を
忠
実
に
実
行
し
た
と
も
い
え
よ
う
。﹁
韓
国
側
の
希
望
﹂
と
い
う
表
現
で
は
あ
る
が
、﹁
調
停
者
﹂
と
し
て
の
米
国
政
府
の
意
向
を
添
え
て
、
日
本
側
に
﹁
最
終
的
な
落
と
し
所
﹂
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
図
も
感
じ
ら
れ
る
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
が
言
及
し
た
﹁
五
～
六
億
ド
ル
﹂
は
、﹁
大
平
・
金
メ
モ
﹂
の
合
意
︵
無
償
三
億
ド
ル
、
有
償
二
億
ド
ル
、
民
間
借
款
一
億
ド
ル
︶
と
総
額
の
面
で
一
致
す
る
金
額
で
あ
る
。
同
席
し
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
か
ら
も
、
韓
国
側
要
求
の
﹁
解
説
﹂
と
調
停
の
試
み
が
続
い
た
。
同
日
︵
九
月
五
日
︶
の
朝
に
金
裕
澤
院
長
と
直
接
面
談
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、﹁
八
億
ド
ル
と
い
う
数
字
は
、
韓
国
と
し
て
は
to
start
w
ith
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
話
合
い
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
相
当
下
り
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
得
た
﹂、﹁
韓
国
と
し
て
は
日
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か
ら
金
︵
カ
ネ
︶
を
貰
う
に
あ
た
り
、
請
求
権
に
対
す
る
支
払
い
と
い
う
名
目
に
は
拘
ら
な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
述
べ
て
い
た
。
請
求
権
と
経
済
協
力
と
い
う
こ
と
で
結
構
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
﹂
な
ど
と
述
べ
、
総
額
や
名
目
の
両
面
に
お
け
る
韓
国
側
の
柔
軟
姿
勢
を
強
調
し
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
、
金
裕
澤
特
使
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
注
文
を
つ
け
た
。﹁
率
直
に
い
っ
て
、
金
院
長
は
、
小
坂
大
臣
と
の
会
談
で
は
非
常
に
失
望
し
た
よ
う
﹂
で
あ
り
、﹁
こ
の
ま
ま
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
折
角
盛
り
上
が
っ
て
い
る
気
分
が
壊
れ
、
ま
ず
い
結
果
に
な
る
の
で
は
と
心
配
﹂
し
て
い
る
と
述
べ
、
小
坂
大
臣
と
金
裕
澤
特
使
と
の
再
会
談
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
そ
の
会
談
で
、﹁
た
と
え
ば
、
請
求
権
に
つ
き
、
事
務
的
な
付
き
合
わ
せ
と
総
額
の
政
治
的
決
定
と
を
同
時
に
平
行
し
て
進
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
約
束
し
て
頂
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
﹂
と
付
け
加
え
た
。
日
本
側
会
談
記
録
に
は
、
こ
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
の
発
言
に
対
し
て
、﹁
こ
の
点
バ
ー
ガ
ー
大
使
も
全
く
同
感
の
意
を
表
明
し
て
い
た
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
、
米
国
側
が
事
前
に
考
え
た
方
針
の
要
請
で
あ
っ
た
可
能
性
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
事
務
的
折
衝
と
並
行
し
て
、﹁
総
額
の
政
治
的
決
定
﹂
を
進
め
る
こ
と
は
早
期
決
着
を
め
ざ
す
朴
正
熙
政
権
の
交
渉
戦
略
で
も
あ
り
、
米
国
政
府
が
そ
れ
を
後
押
し
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
翌
九
月
六
日
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
池
田
首
相
と
直
接
面
談
し
、
日
韓
会
談
の
早
期
妥
結
を
強
く
求
め
た
。
同
会
談
の
記
録
に
は
、﹁
同
日
、
小
坂
外
相
を
来
訪
し
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
の
要
請
に
基
づ
き
、
実
施
さ
れ
た
も
の
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
の
求
め
に
応
じ
て
、
急
遽
設
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
(
)
れ
る
。
会
談
の
冒
頭
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
が
、﹁︵
日
韓
関
係
は
︶
155
米
国
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
問
題
の
一
つ
﹂
で
あ
り
、﹁
韓
国
が
存
続
し
得
る
か
否
か
の
可
能
性
は
一
に
か
か
っ
て
日
韓
関
係
が
改
善
さ
れ
る
か
否
か
に
よ
る
と
考
え
る
﹂
と
切
り
出
す
と
、
池
田
首
相
か
ら
、
日
本
の
立
場
の
弁
護
と
と
も
に
、
最
終
的
に
は
、
自
ら
の
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
積
極
的
な
対
応
を
取
る
意
向
を
示
唆
す
る
﹁
長
広
舌
﹂
が
続
い
た
。
会
談
記
録
に
は
、
分
量
の
面
で
も
池
田
の
発
言
が
圧
倒
的
に
長
く
、
学
者
的
で
慎
重
な
言
い
回
し
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と
は
対
照
的
に
、
数
字
や
デ
ィ
テ
ー
ル
に
強
く
、
多
弁
で
直
截
的
な
池
田
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
た
。
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池
田
は
、
ま
ず
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
と
武
内
次
官
の
会
談
の
報
告
を
受
け
て
い
る
と
前
置
き
し
た
後
、﹁
日
韓
問
題
に
対
す
る
自
分
の
考
え
は
従
来
と
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
﹂、﹁
日
米
両
国
と
も
韓
国
の
こ
と
を
ひ
と
事
と
考
え
ず
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
﹂
と
述
べ
つ
つ
も
、﹁
何
と
い
っ
て
も
ま
ず
米
国
が
第
一
次
的
な
役
割
を
果
し
、
日
本
は
そ
の
う
し
ろ
に
隠
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
二
次
的
の
︵
マ
マ
︶
役
割
を
果
す
と
い
う
形
が
よ
い
と
思
う
﹂
と
語
り
、
予
防
線
を
張
っ
た
。
争
点
の
請
求
権
に
つ
い
て
は
、﹁
何
が
請
求
権
に
該
当
す
る
か
が
問
題
﹂
で
あ
り
、﹁
自
分
も
一
〇
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
船
の
問
題
、
郵
便
貯
金
の
問
題
、
あ
る
い
は
朝
鮮
銀
行
、
東
拓
の
財
産
の
問
題
等
が
か
ら
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
、
細
部
へ
の
知
識
と
関
心
を
披
歴
し
つ
つ
、﹁
し
か
し
、
朝
鮮
に
あ
っ
た
日
本
人
財
産
は
現
在
の
時
価
に
す
れ
ば
何
千
億
に
も
上
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
米
占
領
軍
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
全
部
韓
国
に
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
日
本
人
は
か
な
り
の
不
満
を
も
っ
て
い
る
﹂
と
指
摘
し
、
い
わ
ゆ
る
﹁
逆
請
求
権
﹂
の
論
理
を
展
開
(
)
し
た
。
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こ
う
し
た
予
防
線
と
強
硬
論
で
日
本
に
対
す
る
期
待
や
負
担
を
牽
制
し
た
上
で
、
池
田
は
自
ら
が
政
治
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
意
思
を
覗
か
せ
た
。
す
で
に
金
裕
澤
特
使
と
訪
日
直
後
に
面
談
し
た
際
に
、﹁
も
し
外
務
大
臣
と
話
が
固
く
な
っ
て
や
り
に
く
い
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
官
房
長
官
の
と
こ
ろ
に
来
れ
ば
、
自
分
も
斡
旋
に
乗
り
出
す
用
意
が
あ
る
と
伝
え
た
﹂
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、﹁
自
分
も
同
氏
に
あ
っ
た
が
、
最
初
か
ら
日
本
語
を
使
っ
た
韓
国
の
政
治
家
は
こ
れ
ま
で
金
氏
だ
け
で
、
そ
の
意
味
で
自
分
も
同
氏
に
対
し
い
い
感
じ
を
も
っ
て
い
る
﹂、﹁
助
け
船
が
必
要
な
場
合
に
は
求
め
て
来
れ
ば
よ
い
、
彼
を
怒
っ
て
帰
ら
す
こ
と
は
不
得
策
と
考
え
る
﹂
な
ど
と
、
威
勢
の
良
い
発
言
が
続
き
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
金
裕
澤
特
使
に
よ
る
日
韓
接
触
に
対
し
て
、
自
ら
局
面
打
開
に
乗
り
出
す
意
向
を
も
示
唆
し
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
、
こ
う
し
た
発
言
を
池
田
首
相
の
前
向
き
の
姿
勢
と
受
け
取
っ
た
の
だ
ろ
う
。
念
を
押
す
か
の
よ
う
に
、
早
期
妥
結
の
必
要
性
を
力
説
し
た
。﹁
日
韓
関
係
改
善
の
た
め
に
は
現
在
が
最
も
よ
い
機
会
で
あ
り
、
こ
こ
一
～
二
か
月
が
一
番
大
事
な
時
期
と
思
う
﹂、﹁
も
し
こ
の
機
を
逃
し
た
場
合
に
は
再
び
戻
っ
て
く
る
か
否
か
疑
わ
し
い
﹂
と
述
べ
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
の
﹁
時
の
要
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素
﹂
の
論
理
を
駆
使
し
つ
つ
、﹁
説
得
﹂
に
努
め
た
。
そ
の
上
で
、﹁
ま
ず
、
日
本
が
ど
の
ぐ
ら
い
出
す
か
腹
を
き
め
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
交
渉
し
た
上
妥
結
し
た
結
果
は
、
こ
れ
を
請
求
権
と
言
う
か
贈
与
と
い
う
か
、
あ
る
い
は
援
助
と
言
う
か
、
適
当
な
名
前
を
付
け
れ
ば
よ
い
﹂
と
、
外
交
的
に
は
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
言
葉
で
、
政
治
主
導
に
よ
る
請
求
権
総
額
の
早
期
決
着
を
再
三
促
し
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、﹁
韓
国
側
は
こ
の
問
題
を
現
実
的
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
妥
結
の
可
能
性
は
十
分
あ
る
﹂
と
も
付
け
加
え
た
。
早
期
の
政
治
決
着
を
急
ぐ
韓
国
へ
の
後
押
し
で
あ
る
と
同
時
に
、
米
国
自
身
の
要
請
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
池
田
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
態
度
を
示
さ
ず
、
曖
昧
な
言
い
方
に
終
始
し
た
。﹁
韓
国
側
は
必
ず
し
も
現
実
的
と
は
い
え
な
い
﹂
の
で
、﹁
ど
う
し
て
も
米
国
の
斡
旋
が
必
要
﹂
で
あ
る
と
述
べ
、﹁
八
億
ド
ル
﹂
な
ど
、
韓
国
側
の
巨
額
の
要
求
へ
の
警
戒
感
と
と
も
に
、
米
国
の
影
響
力
へ
の
期
待
感
を
示
し
た
。
そ
の
一
方
で
、﹁
韓
国
に
対
し
て
は
戦
争
に
関
連
し
て
い
ろ
い
ろ
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
適
当
な
措
置
は
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
を
コ
ン
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
と
か
何
と
か
い
う
こ
と
で
済
ま
せ
な
い
か
と
考
え
て
(
)
い
る
﹂、﹁
も
し
朝
鮮
が
変
な
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
こ
れ
は
八
億
ド
ル
や
一
〇
億
ド
ル
で
片
付
157
く
問
題
で
は
な
い
。
従
っ
て
日
本
と
し
て
も
真
剣
に
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
る
﹂
な
ど
と
、
一
般
論
な
が
ら
、
対
韓
妥
結
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
強
調
し
た
。
ま
た
、﹁
金
氏
は
石
井
氏
や
大
野
氏
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
会
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
両
氏
と
も
具
体
的
な
話
に
は
入
り
に
く
い
立
場
に
あ
る
と
思
う
﹂
と
も
語
っ
た
。
親
韓
派
へ
の
韓
国
政
府
の
接
近
の
動
き
に
対
し
て
不
快
感
や
警
戒
感
を
表
し
た
発
言
だ
が
、
裏
返
し
て
い
え
ば
、
自
ら
の
政
治
的
決
断
の
重
要
性
を
強
調
し
た
意
味
と
も
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
義
性
を
持
っ
た
池
田
の
発
言
に
つ
い
て
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
を
は
じ
め
、
米
国
側
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
判
断
し
た
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。
日
韓
交
渉
に
対
す
る
池
田
の
両
義
的
な
態
度
は
、
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
六
一
年
六
月
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
の
会
談
の
時
以
来
、
基
本
的
に
一
貫
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、﹁
日
韓
問
題
に
対
す
る
自
分
の
考
え
は
従
来
と
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
﹂
と
い
う
池
田
の
発
言
は
誇
張
と
は
い
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
般
論
と
し
て
の
積
極
姿
勢
と
は
裏
腹
に
、
池
田
が
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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六
一
年
後
半
の
時
点
で
、
朴
正
熙
政
権
と
の
間
で
、
日
韓
妥
結
へ
の
政
治
的
決
断
を
現
実
的
に
考
え
た
形
跡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
資
料
的
に
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
米
国
政
府
は
、
朴
正
熙
政
権
の
積
極
姿
勢
を
背
景
に
、
池
田
政
権
が
早
期
妥
結
に
踏
み
込
む
可
能
性
に
現
実
的
な
期
待
を
か
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
米
国
側
資
料
に
は
、
悲
観
的
な
言
及
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
た
池
田
首
相
の
指
示
で
、
翌
七
日
、
小
坂
外
相
と
金
裕
澤
特
使
と
の
第
二
回
目
の
会
談
が
持
た
れ
た
。
会
談
に
先
立
ち
、
七
日
の
朝
、
日
本
側
の
対
応
を
検
討
す
る
た
め
の
緊
急
会
合
が
池
田
首
相
、
小
坂
外
相
、
大
平
官
房
長
官
が
出
席
し
た
中
で
開
か
(
)
れ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
会
合
で
、
池
田
は
、
ビ
ル
マ
賠
償
の
際
に
、
自
ら
の
政
治
判
断
で
事
務
158
方
の
原
案
を
ほ
ぼ
倍
増
さ
せ
た
例
を
引
き
合
い
に
出
し
、
政
治
的
考
慮
を
加
え
る
意
向
を
示
し
つ
つ
も
、
総
額
に
ま
で
は
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
小
坂
外
相
は
金
裕
澤
に
対
し
て
、﹁
請
求
権
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
＋
五
か
年
計
画
へ
の
無
償
援
助
﹂
と
い
う
方
式
を
打
診
し
た
の
で
あ
る
。
前
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
、﹁
請
求
権
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
﹂
と
い
う
具
体
的
な
数
字
の
言
及
は
日
本
側
議
事
録
に
は
な
く
、
金
裕
澤
の
報
告
に
よ
る
韓
国
側
資
料
に
の
み
記
さ
れ
お
り
、
日
本
側
に
お
け
る
公
式
の
位
置
づ
け
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
金
額
お
よ
び
方
式
は
、
前
述
し
た
六
一
年
五
月
の
﹁
伊
関
試
案
﹂
と
酷
似
し
て
お
り
、
池
田
首
相
の
発
言
も
そ
れ
を
土
台
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
請
求
権
に
追
加
さ
れ
る
べ
き
無
償
経
済
協
力
の
規
模
を
含
め
た
総
額
に
関
す
る
政
治
的
決
断
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
積
極
姿
勢
を
強
調
す
る
言
動
と
は
裏
腹
に
、
国
内
政
治
上
の
考
慮
、
財
政
的
な
負
担
へ
の
憂
慮
な
ど
か
ら
、
池
田
首
相
は
日
韓
会
談
の
政
治
決
着
に
は
依
然
慎
重
で
あ
っ
た
。
︵
︶
Seoul︵
B
erger︶
to
SecState,E
m
btel223,A
ugust
3,1961,D
D
R
S.
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︵
︶
D
O
S
to
Seoul,A
ugust
4,1961,D
D
R
S.
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T
okyo︵
R
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to
SecState,E
m
btel423,A
ugust
5,1961,D
D
R
S.
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︵
︶
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
、
米
国
が
日
韓
の
和
解
に
向
け
て
進
め
る
べ
き
外
交
的
努
力
の
具
体
的
な
﹁
戦
術
﹂
の
一
つ
と
し
て
、﹁
文
化
財
の
返
還
﹂、﹁
日
本
側
の
善
134
意
と
尊
重
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
可
能
な
ら
ば
、
植
民
地
時
代
の
不
正
義
︵
injustices︶
に
対
す
る
韓
国
人
へ
の
謝
罪
︵
apology
︶﹂
な
ど
、﹁
現
在
で
も
実
行
可
能
な
小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
﹂
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
こ
の
﹁
謝
罪
﹂
に
つ
い
て
は
、﹁
こ
う
し
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
は
心
理
的
に
は
重
要
だ
が
、
日
本
の
大
衆
が
…
…
︵
四
行
ほ
ど
削
除
︶
を
認
識
し
て
い
な
い
た
め
、
日
本
政
府
が
そ
れ
を
実
行
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
﹂
と
付
け
加
え
た
。﹁
現
在
で
も
実
行
可
能
な
小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
﹂
と
い
う
捉
え
方
も
興
味
深
い
が
、
過
去
の
歴
史
問
題
お
よ
び
そ
の
﹁
謝
罪
﹂
の
﹁
心
理
的
﹂
な
重
要
性
と
必
要
性
と
い
う
問
題
認
識
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
に
よ
る
他
の
外
交
文
書
に
も
繰
り
返
し
表
れ
て
い
る
。
︵
︶
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
﹃
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
自
伝
﹄︵
文
藝
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
︶、
三
二
六
～
三
二
七
頁
。
ハ
ル
夫
人
が
バ
ー
ガ
ー
大
使
夫
妻
と
﹁
古
135
い
友
人
﹂
に
な
っ
た
の
は
、
バ
ー
ガ
ー
の
駐
日
大
使
館
勤
務
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
バ
ー
ガ
ー
が
東
京
で
勤
務
し
た
一
九
五
三
年
～
五
四
年
の
時
期
に
、
ハ
ル
夫
人
は
﹁
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
ー
﹂
紙
特
派
員
助
手
と
し
て
働
き
、
外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ
に
も
所
属
し
て
い
た
。
︵
︶
E
dw
in
O
.R
eischauer,“T
he
B
roken
D
ialogue
w
ith
Japan,”
Foreign
A
fairs,V
ol.39.N
o.1︵
O
ctober
1960).
136
︵
︶
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
ッ
カ
ー
ド
﹃
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
昭
和
史
﹄︵
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
︶、
二
八
二
～
二
八
九
頁
M
ichaelSchaler,A
ltered
States:T
he
U
nited
137
；
States
and
Japan
since
the
O
ccupation
︵
N
ew
Y
ork:O
xford
U
niversity
Press,1997︶,p.168.
︵
︶
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
﹃
自
伝
﹄、
三
七
七
～
三
七
八
頁
。
138
︵
︶
バ
ー
ガ
ー
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
実
兄
の
グ
レ
イ
ナ
ム
・
バ
ー
ガ
ー
に
よ
る
伝
記
、
G
raenum
B
erger,A
N
ot
So
Silent
E
nvoy:
A
B
iography
of
139
A
m
bassador
Sam
uelD
avid
B
erger︵
N
ew
R
ochele,N
Y
:John
W
ashburn
B
leeker
H
am
pton
Publishing
C
om
pany,1992︶
お
よ
び
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
図
書
館
の
﹁
バ
ー
ガ
ー
文
書
﹂
の
紹
介
︵
http://w
w
w
.library.georgetow
n.edu/dept/speccol/berger.htm
︶
を
参
照
。
ハ
リ
マ
ン
は
、
ハ
リ
マ
ン
鉄
道
財
閥
の
御
曹
司
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
商
務
長
官
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
な
ど
を
経
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
期
に
は
、
極
東
担
当
国
務
次
官
補
︵
一
九
六
一
年
一
二
月
～
六
三
年
四
月
︶
と
し
て
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
と
と
も
に
、
米
国
の
東
ア
ジ
ア
政
策
に
携
わ
っ
た
。
ハ
リ
マ
ン
は
バ
ー
ガ
ー
大
使
の
政
治
的
パ
ト
ロ
ン
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
︵
︶
大
使
館
付
き
労
働
官
制
度
は
、
戦
後
、
冷
戦
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
労
働
問
題
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
新
設
さ
れ
た
も
の
で
、
バ
ー
ガ
ー
の
任
命
が
最
初
の
ケ
ー
ス
140
で
あ
っ
た
。
労
働
官
と
し
て
の
バ
ー
ガ
ー
の
﹁
活
躍
﹂
に
つ
い
て
は
、
H
ugh
W
ilford,T
he
C
IA
,
the
B
ritish
L
eft
and
the
C
old
W
ar:
C
aling
the
T
une?
︵
F
rank
C
ass:London,2003︶,pp.164～
167;Philip
M
.K
aiser,Journeying
Far
and
W
ide:A
P
oliticaland
D
iplom
atic
M
em
oir︵
N
ew
Y
ork:C
harles
Scribner’s
Sons,1992),p.120
な
ど
を
参
照
。
労
働
官
と
し
て
の
バ
ー
ガ
ー
に
関
す
る
事
実
や
関
連
文
献
に
つ
い
て
は
、
中
北
浩
爾
氏
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
と
資
料
の
提
供
を
頂
い
た
。
︵
︶
バ
ー
ガ
ー
の
日
本
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
中
北
浩
爾
﹃
日
本
労
働
政
治
の
国
際
関
係
史
、
一
九
五
四
～
一
九
六
四
︱
︱
社
会
民
主
主
義
と
い
う
選
択
肢
﹄
141︵
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
︶
を
参
照
。
︵
︶
T
okyo︵
B
erger︶
to
SecState,E
m
btel1537,“C
onversation
w
ith
Shinsuke
K
ishi:M
erger
Prospects,”
M
ay
14,1954,R
G
59,C
entralD
ecim
al
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日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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F
ile,794.00/5-1454,N
ationalA
rchives;T
okyo︵
B
erger︶
to
SecState,E
m
btel1151,“Shinsuke
K
ishi’s
C
om
m
ents
on
C
onservative
M
erger
and
Japan’s
Long-term
Politicaland
E
conom
ic
Prospects,”A
pril22,1954,R
G
59,C
entralD
ecim
alF
ile,794.00/4-225,N
ationalA
rchives
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
中
北
浩
爾
氏
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
。
︵
︶
M
em
con
by
Leonhart,O
ctober
15,1953,FR
U
S,1952-1954,V
ol.14,pp.1532～
1533.バ
ー
ガ
ー
自
身
、
一
九
五
四
年
五
月
の
書
簡
の
中
で
、
短
い
日
本
143
在
任
中
に
親
密
な
関
係
を
築
い
た
︵
cultivate︶
各
界
の
日
本
側
人
物
を
七
名
ほ
ど
列
挙
し
て
い
る
が
、
政
治
家
と
し
て
は
﹁
岸
﹂
の
み
を
、
外
交
官
と
し
て
は
﹁
伊
関
﹂
と
﹁
関
﹂
の
二
人
の
名
前
を
と
く
に
挙
げ
た
。
G
.B
erger,A
N
otSo
SilentE
nvoy,p.59.
︵
︶
“R
epatriation
ofPO
W
’s,”R
G
263,R
ecords
ofthe
C
IA
,O
gata
T
aketora
F
ile,vol.3,Second
R
elease
ofN
am
e
F
iles
under
the
N
aziand
Japanese
144
Im
perialG
overnm
ent
D
isclosure
A
ct,1936-2000,N
ationalA
rchives.こ
の
文
書
は
井
上
正
也
氏
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
バ
ー
ガ
ー
は
、
労
働
官
時
代
以
来
、
日
本
在
任
期
間
中
を
含
め
て
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
活
動
に
も
深
く
関
与
し
た
よ
う
で
あ
る
。
実
兄
の
グ
レ
イ
ナ
ム
・
バ
ー
ガ
ー
に
よ
る
伝
記
も
、
バ
ー
ガ
ー
が
残
し
た
文
書
の
中
に
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
活
動
関
連
の
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
国
際
労
働
運
動
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
の
関
連
を
実
証
的
に
分
析
し
た
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
、
バ
ー
ガ
ー
に
つ
い
て
、﹁
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
連
絡
者
︵
liaison
︶﹂
と
表
現
し
た
。
H
ugh
W
ilford,T
he
M
ighty
W
urlitzer:H
ow
the
C
IA
P
layed
A
m
erica︵
C
am
bridge,
M
A
:H
arvard
U
niversity
Press,2008︶,p.57.Ｃ
Ｉ
Ａ
の
活
動
の
歴
史
を
機
密
解
除
資
料
に
基
づ
い
て
解
明
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ワ
イ
ナ
ー
は
、
岸
信
介
に
対
す
る
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
政
治
工
作
を
記
述
す
る
中
で
、
駐
日
大
使
館
の
バ
ー
ガ
ー
参
事
官
の
仲
介
的
な
役
割
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
T
im
W
einer,L
egacy
of
A
shes:
T
he
H
istory
ofthe
C
IA
︵
N
ew
Y
ork:A
nchor
B
ooks,2007︶,p.136.
︵
︶
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
訪
日
時
の
﹁
事
件
﹂
や
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
G
.B
erger,A
N
otSo
SilentE
nvoy,pp.90～
101
を
参
照
。
145
︵
︶
H
.W
ilford,T
he
C
IA
,p.166.
146
︵
︶
“South
K
orea:Silent
Sam
,the
Pressure
M
an,”
N
ew
sw
eek,A
pril19,1963.
147
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
小
坂
大
臣
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
会
談
中
、
沖
縄
お
よ
び
韓
国
問
題
に
関
す
る
部
分
要
旨
﹂、
一
九
六
一
年
八
月
八
日
、
日
本
外
交
文
書
、
148
6
−
。
1154
−
1792
︵
︶
マ
ン
ハ
ー
ド
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
コ
ロ
ラ
ド
大
学
に
移
転
、
開
設
さ
れ
た
米
海
軍
日
本
語
学
校
︵
U
S
N
avy
Japanese
Language
School︶
で
日
本
語
要
149
員
と
し
て
訓
練
を
受
け
た
後
、
一
九
四
八
年
に
国
務
省
に
入
り
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
で
の
勤
務
を
経
て
、
六
一
年
当
時
は
国
務
省
極
東
局
韓
国
課
を
担
当
し
て
い
た
。
マ
ン
ハ
ー
ド
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｌ
Ｓ
関
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵
http://hom
epages.rootsw
eb.abcestry.com
/~
uscnrotc/JLS/bios/b44M
anhard.htm
︶
を
参
照
。
︵
︶
同
文
書
で
は
、
ス
ウ
ェ
イ
ン
の
肩
書
が
﹁
日
本
課
長
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
秦
邦
彦
編
﹃
世
界
諸
国
の
制
度
・
組
織
・
人
事
﹄
が
ま
と
め
た
歴
代
の
日
本
課
長
リ
ス
150
ト
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ス
ナ
イ
ダ
ー
︵
R
ichard
L.Sneider、
一
九
五
八
年
一
月
～
六
一
年
八
月
︶
課
長
か
ら
フ
ィ
ア
リ
ー
︵
R
obert
A
.F
eary
、
六
一
年
一
〇
月
～
六
三
年
七
月
︶
課
長
へ
の
交
代
期
︵
六
一
年
八
月
～
一
〇
月
︶
の
暫
定
的
な
役
職
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
︵
︶
駐
米
大
使
か
ら
外
務
部
長
官
﹁
韓
日
会
談
に
関
す
る
件
﹂︵
W
D
-814︶、
一
九
六
一
年
八
月
一
〇
日
、﹁
第
六
次
韓
日
会
談
予
備
交
渉
﹂、
1961、
全
二
巻
︵
V
.1
151
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170
月
︶、
韓
国
外
交
文
書
、
723.1JA
予
1961
v.1、
720、
C
1-0005-03、
0117～
0124。
7-8
︵
︶
マ
ン
ハ
ー
ド
は
、
請
求
権
問
題
と
関
連
し
て
、﹁
韓
国
側
が
希
望
す
る
請
求
権
総
額
︵
非
公
式
に
表
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
強
調
︶
が
二
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
線
152
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
林
参
事
官
と
の
間
で
や
り
と
り
は
な
く
、
こ
の
金
額
の
位
置
づ
け
や
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
︵
︶
﹃
朝
日
新
聞
﹄、
一
九
六
一
年
九
月
六
日
。
153
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
武
内
次
官
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
会
談
記
録
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
五
日
、
日
本
外
交
文
書
、
。
こ
の
会
談
に
は
伊
関
佑
二
郎
ア
ジ
ア
局
154
6-1154-1792
長
が
陪
席
し
た
。
︵
︶
﹁
池
田
総
理
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
米
大
使
会
談
記
録
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
六
日
、
日
本
外
交
文
書
、
。
同
会
談
に
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
同
席
し
な
か
っ
た
155
6-1154-1792
よ
う
で
あ
る
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
、
池
田
首
相
と
の
面
談
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
家
族
へ
の
手
紙
︵
一
九
六
一
年
九
月
一
一
日
付
︶
の
中
で
、﹁
バ
ー
ガ
ー
と
私
は
外
務
次
官
を
訪
問
し
、
韓
国
に
つ
い
て
長
い
会
談
を
し
た
。
い
ま
、
日
韓
国
交
正
常
化
ほ
ど
重
要
な
問
題
は
全
極
東
地
域
に
な
い
だ
ろ
う
が
、
Ｊ
︵
日
本
︶
と
Ｋ
︵
韓
国
︶
は
意
見
を
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
バ
ー
ガ
ー
と
私
は
両
側
か
ら
ど
ん
ど
ん
進
め
さ
せ
よ
う
と
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
翌
日
、
外
相
と
長
い
協
議
を
し
、
彼
の
提
案
で
総
理
[池
田
]と
も
協
議
を
し
た
﹂
と
記
し
た
。
パ
ッ
カ
ー
ド
﹃
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
昭
和
史
﹄、
三
四
五
頁
。
︵
︶
韓
国
で
﹁
逆
請
求
権
﹂
と
呼
ば
れ
た
﹁
在
韓
日
本
財
産
﹂
に
つ
い
て
の
日
本
側
の
推
計
な
ど
は
、
外
務
省
が
内
部
用
に
編
纂
し
た
日
韓
会
談
の
歴
史
記
録
﹁
日
韓
国
156
交
正
常
化
交
渉
の
記
録
総
説
八
﹂、
日
本
外
交
文
書
、
、
二
四
七
～
二
五
〇
頁
に
要
約
、
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
局
第
一
課
﹁
日
6-1100-506
本
の
在
外
財
産
状
況
﹂︵
一
九
五
五
年
七
月
︶
で
は
、
在
朝
鮮
日
本
財
産
の
推
定
額
は
、
一
九
四
五
年
価
格
で
、﹁
国
有
財
産
一
九
二
億
六
五
〇
〇
万
円
、
法
人
財
産
五
二
一
億
八
二
五
万
四
〇
〇
〇
円
、
個
人
財
産
一
九
二
億
四
七
四
万
円
、
計
九
〇
五
億
七
七
九
九
万
四
〇
〇
〇
円
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
外
務
省
は
、
一
九
六
一
年
三
月
、
米
国
政
府
が
﹁
平
和
条
約
第
四
条
に
つ
い
て
の
米
国
政
府
の
見
解
﹂
を
公
表
し
た
の
を
受
け
、
米
国
政
府
に
対
し
、﹁
一
九
四
五
年
八
月
現
在
の
在
韓
日
本
財
産
目
録
﹂
と
﹁
一
九
四
八
年
九
月
一
一
日
に
米
韓
財
産
協
定
に
よ
り
在
韓
米
軍
か
ら
韓
国
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
た
財
産
目
録
﹂
な
ど
を
要
請
し
、
こ
の
二
つ
の
資
料
を
入
手
し
た
。
そ
の
う
ち
、
連
合
国
総
司
令
部
民
間
財
産
管
理
局
在
外
財
産
課
の
﹁
一
九
四
五
年
現
在
日
本
財
産
の
推
計
﹂
の
中
で
、
K
orea
部
分
の
集
計
は
、
国
有
、
法
人
、
個
人
財
産
を
合
わ
せ
て
、﹁
総
額
五
二
億
四
六
四
九
万
五
〇
三
六
︵
南
朝
鮮
二
二
億
七
五
五
三
万
五
四
二
二
、
北
朝
鮮
二
九
億
七
〇
九
五
万
九
六
一
四
︶﹂
と
な
っ
て
い
る
。
原
文
に
は
貨
幣
単
位
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ド
ル
表
示
で
あ
ろ
う
。
朴
正
熙
議
長
の
訪
米
に
備
え
て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
米
国
側
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
も
、﹁
当
時
米
占
領
軍
司
令
部
は
、
南
朝
鮮
内
の
財
産
を
二
三
億
ド
ル
、
北
朝
鮮
内
の
財
産
を
二
九
億
ド
ル
と
推
計
し
た
﹂
と
、
ほ
ぼ
同
じ
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
︵﹁
米
国
務
省
韓
国
関
係
報
告
書
﹂
一
九
六
一
年
一
一
月
、
李
度
晟
編
＊
﹃
実
録
・
朴
正
熙
と
韓
日
会
談
︱
︱
五
・
一
六
か
ら
調
印
ま
で
﹄
図
書
出
版
寒
松
、
一
九
九
五
、
三
九
頁
︶。
一
九
四
五
年
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
は
﹁
一
ド
ル
＝
一
五
円
﹂
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
日
本
側
は
一
九
五
二
年
二
月
に
始
ま
っ
た
第
一
次
日
韓
会
談
で
、
在
韓
日
本
財
産
の
総
額
と
し
て
七
〇
二
億
ド
ル
を
提
示
し
た
︵
山
本
剛
士
﹁
日
韓
国
交
正
常
化
﹂
石
丸
和
人
他
編
﹃
戦
後
日
本
外
交
史
・
Ⅱ
・
動
き
出
し
た
日
本
外
交
﹄
三
省
堂
、
一
九
八
三
年
、
三
一
一
～
三
一
二
頁
︶。
資
料
の
出
典
は
外
務
省
記
録
と
同
じ
く
﹁
在
外
財
産
調
査
会
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
上
記
外
務
省
推
計
額
の
う
ち
、﹁
韓
国
︵
南
朝
鮮
︶﹂
の
部
分
の
金
額
と
思
わ
れ
る
。
在
外
日
本
財
産
に
関
す
る
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
推
算
は
、
大
蔵
省
財
政
室
﹃
昭
和
財
政
史
︱
︱
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
﹄
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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第
二
〇
巻
︵
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
二
年
︶、
四
三
一
～
四
三
三
頁
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
本
側
の
﹁
逆
請
求
権
﹂
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
李
元
徳
＊
﹃
韓
日
過
去
事
処
理
の
原
点
︱
︱
日
本
の
戦
後
処
理
外
交
と
韓
日
会
談
﹄︵
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
、
一
九
九
六
年
︶、
一
七
～
七
七
頁
を
参
照
。
︵
︶
﹁
コ
ン
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
言
葉
に
は
、
陪
席
し
、
記
録
を
取
っ
て
い
た
外
務
省
官
僚
が
敏
感
に
反
応
し
た
。
会
談
記
録
の
中
で
、
池
田
首
相
の
こ
の
発
言
157
の
末
尾
に
は
、﹁
注
、
総
理
は
コ
ン
ペ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
た
が
見
舞
金
又
は
慰
謝
料
の
よ
う
な
形
を
頭
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
﹂
と
い
う
注
記
が
付
け
ら
れ
た
。
︵
︶
同
会
合
に
出
席
し
た
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
の
経
緯
説
明
。
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
日
韓
請
求
権
問
題
に
関
す
る
外
務
省
、
大
蔵
省
打
合
せ
会
要
録
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
八
158
日
、
日
本
外
交
文
書
、
。
6-1174-1359
九
第
六
次
日
韓
会
談
の
開
催
と
首
席
代
表
人
選
問
題
バ
ー
ガ
ー
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
両
大
使
の
側
面
支
援
に
も
拘
わ
ら
ず
、
金
裕
澤
特
使
の
訪
日
は
何
ら
成
果
を
上
げ
る
こ
と
な
く
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
早
期
の
政
治
決
着
を
目
指
す
朴
正
熙
政
権
の
方
針
は
変
わ
ら
ず
、
自
ら
設
定
し
た
要
求
額
の
目
標
を
さ
ら
に
下
げ
、
政
治
決
着
を
急
い
だ
。
政
治
・
経
済
的
な
混
乱
な
ど
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
外
交
や
交
渉
戦
略
の
観
点
か
ら
は
、
拙
速
や
未
熟
さ
を
さ
ら
け
出
し
、
対
日
交
渉
上
の
不
利
な
立
場
を
自
ら
招
い
た
側
面
を
否
定
で
き
な
い
。
張
博
珍
の
指
摘
ど
お
り
、﹁
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
韓
国
政
府
は
、
訪
日
目
的
の
達
成
に
失
敗
し
た
金
裕
澤
院
長
の
帰
国
か
ら
二
日
後
の
九
月
一
一
日
に
は
、
新
た
な
最
終
譲
歩
案
﹂
を
検
討
し
て
(
)
い
た
。
九
月
一
一
日
付
で
ま
と
め
ら
れ
た
﹁
韓
日
各
懸
案
問
題
の
解
決
の
159
た
め
の
わ
が
方
の
最
終
譲
歩
ラ
イ
ン
﹂
は
、
金
裕
澤
特
使
の
挫
折
で
確
認
さ
れ
た
日
本
側
の
厚
い
壁
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
、
請
求
権
の
形
式
や
名
目
、
金
額
な
ど
す
べ
て
の
面
で
、
大
幅
な
譲
歩
を
想
定
し
た
内
容
と
な
(
)
っ
た
。
ま
ず
、﹁
支
払
形
式
﹂
で
は
、﹁
日
本
の
請
160
求
権
概
念
か
ら
離
れ
た
経
済
協
力
方
式
に
よ
る
妥
結
と
い
う
考
え
方
と
妥
協
す
る
た
め
、
純
弁
済
額
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
、﹃
ひ
も
﹄︵
string
︶
が
つ
い
て
い
な
い
無
償
援
助
を
考
慮
﹂
し
、﹁
さ
ら
に
、
純
弁
済
額
と
無
償
援
助
の
個
別
的
な
金
額
を
表
示
せ
ず
、
単
一
金
額
と
す
る
﹂
と
し
た
。
第
二
に
、﹁
名
目
﹂
で
は
、﹁
請
求
権
を
経
済
協
力
の
名
目
で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
請
求
権
の
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枠
内
で
最
大
限
の
柔
軟
性
を
持
っ
て
妥
協
を
図
る
﹂
と
さ
れ
た
。
最
後
に
、﹁
金
額
﹂
の
面
で
は
、﹁
日
本
の
支
払
い
能
力
、
在
韓
日
本
人
財
産
の
帰
属
、
両
国
間
の
以
後
の
借
款
・
経
済
協
力
を
考
慮
し
、
最
低
限
三
・
五
億
ド
ル
以
上
で
あ
れ
ば
、
解
決
を
決
心
す
る
﹂
と
い
う
線
が
提
示
さ
れ
た
。
形
式
や
名
目
の
面
で
は
、
日
本
側
か
ら
繰
り
返
し
提
示
さ
れ
た
経
済
協
力
方
式
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
方
針
へ
の
転
換
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
﹁
三
・
五
億
ド
ル
﹂
と
い
う
金
額
は
、﹁
対
日
清
算
勘
定
﹂︵
open
account︶
、
す
な
わ
ち
対
日
貿
易
の
焦
付
債
務
︵
合
計
四
五
七
三
万
ド
ル
︶
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
実
質
﹁
三
億
ド
ル
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
朴
正
熙
政
権
の
発
足
直
後
に
設
定
し
た
﹁
五
億
ド
ル
﹂
と
い
う
最
低
ラ
イ
ン
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
や
根
拠
に
よ
っ
て
﹁
三
億
ド
ル
﹂
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
が
伊
関
局
長
か
ら
﹁
耳
打
ち
﹂
さ
れ
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
自
ら
が
﹁
韓
国
側
が
想
定
し
て
い
る
日
本
側
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
﹂
と
し
て
言
及
し
た
﹁
三
億
ド
ル
﹂
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
推
測
す
る
し
か
な
い
。
こ
う
し
た
形
式
や
金
額
は
一
九
六
一
年
一
一
月
の
﹁
大
平
・
金
メ
モ
﹂
に
よ
る
合
意
と
酷
似
し
て
い
る
。
張
博
珍
の
指
摘
ど
お
り
、
請
求
権
問
題
決
着
の
土
台
と
な
っ
た
﹁
大
平
・
金
メ
モ
﹂
の
大
枠
は
、
す
で
に
金
裕
澤
訪
日
の
失
敗
直
後
の
六
一
年
九
月
ご
ろ
に
は
韓
国
政
府
内
で
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
こ
と
に
(
)
な
る
。
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新
し
い
﹁
最
終
譲
歩
案
﹂
と
並
行
し
て
、
再
開
さ
れ
る
日
韓
会
談
の
具
体
的
な
進
め
方
も
確
定
し
た
。
九
月
一
五
日
、
朴
正
熙
議
長
自
ら
が
主
宰
し
た
会
議
で
は
、
実
務
会
談
を
経
て
本
会
談
に
入
る
方
法
と
、
本
会
談
に
直
接
入
る
方
法
の
二
つ
の
方
式
が
検
討
さ
れ
、
後
者
に
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、﹁
実
務
会
談
で
は
法
理
論
の
展
開
﹂
が
中
心
と
な
り
、﹁
今
後
政
治
的
交
渉
を
行
う
上
で
不
利
な
結
果
が
出
る
可
能
性
﹂
が
あ
る
こ
と
や
、﹁
過
去
六
回
に
わ
た
る
会
談
経
過
を
み
る
と
、
韓
日
間
の
懸
案
問
題
解
決
は
純
粋
に
事
務
的
な
交
渉
で
は
妥
結
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
両
側
が
認
識
す
る
に
至
﹂
り
、﹁
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
政
治
的
な
妥
結
方
法
が
並
行
さ
れ
る
必
要
性
が
生
じ
て
お
り
、
本
会
談
を
開
催
す
れ
ば
、
事
務
的
検
討
を
行
う
一
方
、
必
要
に
応
じ
て
、
政
治
的
交
渉
も
で
き
る
﹂
点
な
ど
が
挙
げ
ら
(
)
れ
た
。
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ま
た
、
日
韓
会
談
の
日
程
や
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
一
月
か
ら
﹁
日
米
経
済
委
員
会
﹂
の
開
催
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
の
日
韓
訪
問
、
朴
正
熙
議
長
の
訪
米
、
池
田
首
相
の
東
南
ア
ジ
ア
訪
問
や
日
本
の
通
常
国
会
な
ど
一
連
の
政
治
・
外
交
日
程
が
続
く
点
を
指
摘
し
、
﹁
そ
の
前
後
が
韓
日
問
題
に
関
す
る
政
治
的
決
定
を
下
す
機
会
に
な
る
﹂
と
予
想
し
、﹁
そ
の
約
二
か
月
前
で
あ
る
一
〇
月
中
旬
に
会
談
を
再
開
し
、
一
か
月
以
内
に
上
記
の
政
治
的
妥
結
の
土
台
と
な
る
事
務
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
﹂
と
し
た
。
つ
ま
り
、
再
開
さ
れ
る
日
韓
会
談
︵
第
六
次
会
談
︶
は
、
年
末
の
外
交
日
程
に
合
わ
せ
た
政
治
決
着
の
た
め
の
準
備
期
間
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
一
か
月
ほ
ど
の
短
期
決
戦
が
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
う
し
た
﹁
年
内
の
短
期
決
着
﹂
の
日
程
は
、
前
述
し
た
六
一
年
五
月
の
伊
関
・
金
溶
植
会
談
で
の
了
解
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
き
、
九
月
一
八
日
、
駐
日
代
表
部
に
対
し
て
、
第
五
次
日
韓
会
談
の
議
題
や
委
員
会
構
成
な
ど
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
一
〇
月
九
日
ご
ろ
の
再
開
を
目
指
す
よ
う
指
示
す
る
訓
令
が
出
さ
(
)
れ
た
。
早
速
、
九
月
二
一
日
、
李
東
煥
公
使
は
伊
関
局
長
163
と
の
会
談
再
開
の
交
渉
に
臨
ん
だ
が
、
韓
国
側
が
も
っ
と
も
重
視
し
た
の
は
、
首
席
代
表
の
人
選
で
あ
っ
た
。
早
期
の
政
治
妥
結
を
急
ぐ
韓
国
側
に
と
っ
て
、
一
か
月
と
い
う
短
い
期
間
に
本
会
談
を
ま
と
め
る
た
め
に
も
、
政
治
的
に
影
響
力
の
あ
る
人
物
を
代
表
に
据
え
る
こ
と
が
先
決
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
韓
国
側
が
岸
信
介
元
首
相
や
石
井
光
次
郎
日
韓
問
題
懇
談
会
座
長
な
ど
、
親
韓
派
の
﹁
大
物
政
治
家
﹂
の
首
席
代
表
起
用
を
期
待
し
、
そ
の
た
め
の
布
石
と
し
て
、
過
渡
政
府
の
首
班
を
務
め
た
許
政
の
内
定
を
リ
ー
ク
し
、
日
本
側
を
圧
迫
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
金
東
祚
の
回
顧
録
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
て
(
)
い
る
。
し
か
し
、
公
開
さ
れ
た
日
本
外
交
文
書
を
見
る
164
と
、
こ
の
問
題
で
も
、
韓
国
軍
事
政
権
の
猪
突
猛
進
の
拙
速
ぶ
り
と
未
熟
さ
が
際
立
つ
。
訓
令
に
よ
る
最
初
の
非
公
式
折
衝
で
あ
っ
た
九
月
二
一
日
の
会
合
で
、
李
東
煥
公
使
は
、﹁
一
〇
月
一
〇
日
か
ら
開
始
﹂
と
い
う
会
談
日
程
に
合
意
す
る
と
、
早
速
、
首
席
代
表
の
人
選
問
題
を
切
り
出
し
た
。﹁
首
席
代
表
に
つ
い
て
は
、
韓
国
側
と
し
て
は
国
内
関
係
も
あ
り
、
大
物
を
起
用
し
た
く
、
許
政
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
、
許
政
自
身
は
、
日
本
側
が
政
界
の
大
物
を
首
席
代
表
に
出
す
な
ら
ば
こ
れ
を
受
け
よ
う
と
の
条
件
を
出
し
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
日
本
側
に
お
い
て
政
界
の
大
物
を
首
席
代
表
に
任
命
さ
れ
る
意
向
あ
り
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や
、
承
知
い
た
し
た
い
﹂
と
い
う
李
東
煥
公
使
の
直
截
的
な
発
言
は
、
本
国
の
訓
令
に
忠
実
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
外
交
的
に
は
か
な
り
リ
ス
ク
を
伴
う
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
伊
関
局
長
は
、﹁
お
話
の
点
は
頗
る
実
現
困
難
と
は
思
う
が
、
池
田
総
理
の
意
向
を
伺
っ
た
上
、
二
五
日
に
回
答
﹂
す
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
(
)
っ
た
。
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こ
う
し
た
韓
国
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
池
田
首
相
の
態
度
を
む
し
ろ
後
退
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
九
月
二
五
日
、
李
東
煥
と
の
公
式
会
談
で
、
伊
関
は
、﹁
日
本
側
首
席
代
表
に
政
界
の
大
物
を
任
命
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
池
田
総
理
よ
り
何
分
の
指
示
が
な
く
、
ま
た
小
坂
外
相
が
明
日
帰
国
す
る
の
で
、
そ
の
意
向
も
聞
く
必
要
が
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
結
論
が
で
る
ま
で
は
時
間
が
か
か
ろ
う
﹂
と
伝
え
た
。
伊
関
の
発
言
か
ら
は
、
な
か
な
か
決
定
を
下
さ
な
い
池
田
首
相
に
対
す
る
不
満
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
読
み
取
れ
る
。
現
に
、
伊
関
自
身
、
首
席
代
表
問
題
に
つ
い
て
、
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
し
て
い
る
。
九
月
三
〇
日
、
日
本
側
の
人
選
の
進
行
状
況
の
確
認
を
求
め
て
来
訪
し
た
李
東
煥
に
対
し
て
、
伊
関
は
、﹁
日
本
側
と
し
て
は
従
来
か
ら
、
大
体
財
界
か
ら
と
考
え
て
い
る
が
、
政
界
の
一
部
に
は
政
界
の
大
物
を
出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
い
要
望
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
決
定
を
み
て
い
な
い
次
第
で
あ
る
。
早
急
に
大
臣
に
き
め
て
い
た
だ
い
て
御
返
事
を
し
よ
う
﹂
と
答
え
た
。
韓
国
側
の
要
望
に
沿
っ
た
人
選
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
〇
月
三
日
の
会
談
で
は
、
李
東
煥
の
報
告
に
よ
る
と
、
伊
関
は
、﹁
最
近
は
政
治
家
の
中
か
ら
大
物
の
任
命
を
考
慮
す
る
方
向
に
傾
い
て
お
り
、
来
月
四
日
に
帰
国
す
る
岸
信
介
を
有
力
な
候
補
と
し
て
考
え
、
彼
の
帰
国
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
﹂
で
あ
り
、﹁
財
界
人
の
中
で
任
命
を
考
慮
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
快
諾
し
て
く
れ
る
人
が
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
見
方
が
政
府
内
に
は
強
い
﹂
と
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
(
)
し
た
。
ま
さ
に
、
韓
国
側
が
期
待
し
た
よ
う
な
動
き
だ
っ
た
が
、
日
本
側
会
談
記
録
に
は
、
該
当
す
る
166
記
述
が
な
く
、﹁
岸
が
有
力
候
補
﹂
と
い
う
伊
関
発
言
の
真
偽
は
客
観
的
に
は
確
認
で
き
(
)
な
い
。
自
民
党
内
の
動
き
に
つ
い
て
の
伊
関
167
の
一
般
的
な
意
見
や
情
報
を
、
李
東
煥
が
拡
大
解
釈
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
伊
関
自
身
、
日
本
政
府
内
で
は
早
期
の
政
治
妥
結
へ
の
積
極
論
者
で
あ
っ
た
点
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、﹁
大
物
政
治
家
﹂
の
起
用
と
い
う
韓
国
側
の
提
案
に
肯
定
的
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
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李
東
煥
公
使
か
ら
の
報
告
で
韓
国
側
の
期
待
感
は
高
ま
っ
た
が
、
そ
の
翌
日
の
一
〇
月
四
日
、
日
本
政
府
は
、
日
本
貿
易
振
興
会
理
事
長
の
杉
道
介
の
首
席
代
表
起
用
を
内
定
し
、
伊
関
局
長
か
ら
李
東
煥
公
使
に
通
報
し
た
。
そ
の
決
定
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
日
韓
会
談
に
関
す
る
外
務
省
内
部
用
の
歴
史
記
録
で
あ
る
﹁
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録
﹂
は
、﹃
杉
道
介
追
悼
録
﹄︵
一
九
六
五
年
一
二
月
︶
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
﹁
池
田
首
相
は
、
第
五
次
会
談
ま
で
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
、
首
席
代
表
に
は
広
く
各
界
か
ら
人
選
し
大
物
を
起
用
し
よ
う
と
方
針
を
立
て
て
い
た
。
政
府
の
一
部
に
は
韓
国
側
の
要
望
を
い
れ
、
大
物
政
治
家
を
首
席
代
表
と
す
る
意
見
が
あ
り
、
岸
や
石
井
を
有
力
な
候
補
に
あ
げ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
池
田
首
相
は
、
政
界
人
を
起
用
す
る
こ
と
は
国
内
の
政
治
情
勢
が
微
妙
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
財
界
人
を
起
用
す
る
意
向
を
固
め
、
ひ
そ
か
に
経
団
連
会
長
石
坂
泰
三
、
日
商
会
頭
足
立
正
ら
に
打
診
し
て
い
た
。
そ
し
て
韓
国
と
地
理
的
に
近
く
歴
史
的
、
経
済
的
に
関
係
の
深
い
関
西
財
界
か
ら
起
用
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
、
外
相
小
坂
善
太
郎
に
人
選
を
託
し
て
い
た
。
当
時
、
農
林
大
臣
で
あ
っ
た
河
野
一
郎
は
日
韓
会
談
の
首
席
代
表
に
関
心
を
持
ち
、
閣
議
の
日
に
小
坂
外
相
に
﹃
杉
さ
ん
が
一
番
い
い
と
思
う
﹄
と
推
薦
し
た
。
小
坂
外
相
は
、
こ
の
推
薦
に
力
を
得
て
池
田
首
相
に
杉
道
介
を
起
用
す
る
こ
と
を
進
言
、
了
承
を
得
、
た
だ
ち
に
電
話
で
大
阪
の
杉
に
首
席
代
表
に
就
任
す
る
よ
う
懇
請
し
快
諾
を
得
た
。﹂
以
上
の
記
述
か
ら
は
、
政
界
だ
け
で
な
く
、﹁
政
府
の
一
部
﹂
に
も
、
韓
国
側
の
働
き
か
け
で
、﹁
大
物
政
治
家
﹂
の
起
用
を
求
め
る
動
き
が
あ
っ
た
が
、
池
田
首
相
は
岸
や
石
井
ら
の
親
韓
派
か
ら
距
離
を
置
こ
う
と
し
た
こ
と
、
財
界
人
か
ら
の
人
選
が
難
航
す
る
中
、
河
野
の
推
薦
で
、
杉
道
介
の
意
外
な
抜
擢
に
帰
結
し
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
朴
正
熙
政
権
が
自
民
党
親
韓
派
を
中
心
に
展
開
し
た
政
界
工
作
は
功
を
奏
さ
ず
、
む
し
ろ
池
田
首
相
の
警
戒
心
を
強
め
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。
岸
信
介
の
登
用
に
期
待
を
か
け
て
い
た
韓
国
政
府
の
失
望
は
大
き
か
っ
た
。
韓
国
外
務
部
は
、
内
定
通
報
の
翌
日
の
五
日
、
日
本
政
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府
に
対
し
、
杉
の
任
命
に
抗
議
し
、
日
韓
会
談
再
開
の
延
期
を
通
告
す
る
よ
う
、
駐
日
代
表
部
に
指
示
し
た
。﹁
岸
の
よ
う
に
政
界
の
大
物
を
起
用
せ
ず
、
有
名
無
実
な
者
を
臨
時
の
方
便
と
し
て
任
命
し
た
こ
と
は
、
韓
国
の
立
場
を
軽
視
す
る
意
識
の
表
れ
﹂
で
あ
る
と
判
断
し
、﹁
強
硬
な
対
応
を
取
る
必
要
が
あ
る
と
結
論
づ
け
、
会
談
の
延
期
通
知
を
指
示
す
る
﹂
と
い
う
文
言
に
は
、
韓
国
側
の
失
望
の
大
き
さ
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
会
談
延
期
は
、
六
日
、
李
東
煥
公
使
か
ら
伊
関
局
長
に
通
告
さ
(
)
れ
た
。
168
し
か
し
、﹁
会
談
延
期
﹂
を
通
告
し
、﹁
強
硬
な
対
応
﹂
を
打
ち
出
し
た
朴
正
熙
政
権
だ
っ
た
が
、
他
に
日
本
側
を
圧
迫
す
る
手
段
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
日
韓
会
談
の
妥
結
を
急
ぐ
状
況
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
一
〇
月
一
二
日
、﹁
会
談
延
期
﹂
の
通
告
か
ら
一
週
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
李
東
煥
公
使
は
、
伊
関
局
長
に
﹁
極
秘
裏
の
会
談
﹂
を
求
め
、
裵
義
煥
首
席
代
表
の
内
定
を
伝
え
る
と
と
も
に
、﹁
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
の
会
談
再
開
﹂
を
申
し
入
れ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
一
〇
月
一
四
日
の
伊
関
・
李
東
煥
の
公
式
会
談
で
、
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
の
第
六
次
会
談
の
開
催
と
、﹁
政
治
的
交
渉
と
事
務
的
討
議
の
並
行
﹂
が
正
式
決
定
さ
れ
た
。
首
席
代
表
の
人
選
を
め
ぐ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
伊
関
局
長
は
、
外
務
省
内
の
会
合
で
、
韓
国
側
は
﹁︵
許
政
︶
に
見
合
う
大
物
と
し
て
岸
氏
か
石
井
氏
を
出
し
て
ほ
し
い
と
の
希
望
を
表
明
﹂
し
て
き
た
が
、﹁
総
理
、
外
相
の
判
断
に
よ
り
、
政
界
人
起
用
に
は
難
点
が
あ
り
、
む
し
ろ
財
界
人
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
杉
氏
を
起
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
﹂
と
述
べ
る
と
と
も
に
、﹁
し
か
る
に
、
韓
国
側
は
、
日
本
の
内
部
事
情
に
疎
く
、
ま
た
一
部
の
情
報
で
岸
氏
か
石
井
氏
が
受
諾
す
る
と
聞
い
た
ら
し
く
、
そ
の
た
め
日
本
側
の
杉
氏
決
定
の
報
に
接
し
ゴ
タ
ゴ
タ
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
一
週
間
ほ
ど
で
再
び
会
談
再
開
を
申
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
韓
国
側
が
如
何
に
会
談
妥
結
に
熱
心
で
あ
り
、
焦
っ
て
い
る
か
が
わ
か
る
﹂
と
説
明
(
)
し
た
。
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一
〇
月
一
七
日
に
開
か
れ
た
こ
の
会
合
は
、
第
六
次
日
韓
会
談
に
臨
む
日
本
側
代
表
団
の
打
ち
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
そ
の
席
上
で
、
伊
関
局
長
は
、
首
席
代
表
人
選
問
題
を
め
ぐ
る
韓
国
側
の
﹁
ゴ
タ
ゴ
タ
﹂
ぶ
り
に
つ
い
て
、﹁
日
本
の
内
部
事
情
へ
の
疎
さ
﹂
や
﹁
一
部
の
情
報
に
よ
る
誤
っ
た
判
断
﹂
を
そ
の
原
因
と
し
て
挙
げ
、
自
ら
の
判
断
や
関
わ
り
に
つ
い
て
は
曖
昧
さ
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
韓
国
側
の
混
乱
ぶ
り
を
﹁
会
談
妥
結
へ
の
熱
意
﹂
と
し
て
肯
定
的
に
解
釈
し
て
い
る
点
で
は
、
日
韓
会
談
の
積
極
推
進
論
の
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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立
場
を
覗
か
せ
て
い
る
。﹁
今
後
は
い
つ
頃
ま
で
ま
と
め
る
方
針
で
あ
る
か
﹂
と
い
う
宮
川
大
蔵
省
理
財
局
長
の
質
問
に
対
し
て
、
伊
関
は
、﹁
会
談
が
ま
と
ま
る
も
の
な
ら
、
細
部
の
字
句
の
整
理
等
は
別
と
し
て
、
大
筋
の
と
こ
ろ
は
年
内
に
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
、
そ
う
で
な
い
と
会
談
の
妥
結
は
困
難
で
あ
ろ
う
﹂
と
述
べ
、﹁
年
内
﹂
の
早
期
妥
結
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
同
席
し
た
北
東
ア
ジ
ア
課
の
卜
部
参
事
官
も
、
韓
国
出
張
の
報
告
を
土
台
に
、﹁
結
論
と
し
て
、
日
韓
国
交
の
正
常
化
は
今
が
い
ち
ば
ん
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
今
の
政
権
な
ら
日
本
か
ら
支
払
う
べ
き
金
額
も
有
効
に
使
わ
れ
る
希
望
が
あ
る
。
他
方
、
今
の
よ
う
な
緊
張
状
態
は
到
底
長
く
は
続
か
な
い
か
ら
、
い
っ
た
ん
ガ
ク
ン
と
な
っ
た
後
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
同
じ
金
を
出
す
な
ら
ば
今
の
方
が
は
る
か
に
効
果
が
大
き
い
﹂
と
、
早
期
妥
結
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
伊
関
局
長
を
中
心
に
、
外
務
省
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
局
に
は
、
日
韓
会
談
妥
結
へ
の
積
極
論
が
台
頭
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
︵
︶
張
博
珍
＊
﹃
植
民
地
関
係
清
算
は
な
ぜ
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
﹄︵
ノ
ン
ヒ
ョ
ン
、
二
〇
〇
九
年
︶、
四
〇
一
頁
。
同
書
は
、
張
博
珍
の
博
士
論
文
﹁
韓
日
関
係
に
お
け
159
る
植
民
地
関
係
清
算
研
究
﹂
が
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
。
︵
︶
﹁
韓
日
各
懸
案
問
題
の
解
決
の
た
め
の
わ
が
方
の
最
終
譲
歩
ラ
イ
ン
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
一
一
日
、﹁
第
六
次
韓
日
会
談
予
備
交
渉
、
1961、
全
二
巻
︵
160
V
.2
9-10
月
︶﹂、
韓
国
外
交
文
書
、
723.1JA
予
1961
v.2、
721、
C
1-0005-04、
0157～
0174。
︵
︶
張
博
珍
＊
﹃
植
民
地
関
係
清
算
﹄、
四
〇
二
頁
。
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︵
︶
﹁
第
六
次
韓
日
会
談
進
行
方
法
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
一
六
日
、﹁
第
六
次
韓
日
会
談
予
備
交
渉
、
1961、
全
二
巻
︵
V
.2
9-10
月
︶﹂、
韓
国
外
交
文
書
、
723.1JA
162
予
1961
v.2、
721、
C
1-0005-04、
0192～
0197。
︵
︶
外
務
部
長
官
か
ら
駐
日
公
使
﹁
韓
日
会
談
再
開
の
件
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
一
八
日
、﹁
第
六
次
韓
日
会
談
予
備
交
渉
、
1961、
全
二
巻
︵
V
.2
9-10
月
︶﹂、
韓
国
外
163
交
文
書
、
723.1JA
予
1961
v.2、
721、
C
1-0005-04、
0204～
0205。
︵
︶
金
東
祚
＊
﹃
回
想
三
〇
年
﹄、
二
二
〇
頁
。
金
東
祚
に
よ
る
と
、﹁
革
命
政
府
は
直
ち
に
駐
日
代
表
部
に
訓
令
を
送
り
、
わ
が
方
の
こ
う
し
た
態
勢
を
日
本
側
に
知
ら
164
せ
、
日
本
側
で
も
大
物
を
任
命
す
る
よ
う
、
水
面
下
の
交
渉
を
進
め
る
こ
と
を
指
示
し
た
﹂
と
い
う
。
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
、
李
東
煥
公
使
会
談
要
旨
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
二
一
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-597-359。
こ
の
会
談
の
会
談
記
録
に
は
、
日
165
韓
と
も
に
、
岸
や
石
井
な
ど
の
具
体
的
な
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
日
の
外
務
省
内
で
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
伊
関
は
、
お
そ
ら
く
李
東
煥
と
の
会
談
を
指
し
て
、﹁
韓
国
側
は
、
国
内
を
と
り
ま
と
め
る
た
め
国
民
に
信
望
の
あ
る
許
政
の
起
用
を
考
え
、
日
本
側
も
こ
れ
に
見
合
う
大
物
と
し
て
岸
氏
か
石
井
氏
を
出
し
て
ほ
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し
い
と
の
希
望
を
表
明
し
て
き
た
﹂
と
報
告
し
た
。
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
第
六
次
日
韓
会
談
に
臨
む
日
本
側
代
表
打
ち
合
わ
せ
会
議
概
要
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
一
七
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-1118-1418。
当
時
、
日
韓
会
談
の
再
開
を
め
ぐ
っ
て
は
、
伊
関
と
李
東
煥
が
交
渉
担
当
者
に
な
っ
て
お
り
、
頻
繁
に
接
触
す
る
過
程
で
、
伊
関
に
対
し
て
、﹁
岸
か
石
井
﹂
を
め
ぐ
っ
て
、
何
ら
か
の
打
診
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
︵
︶
駐
日
公
使
か
ら
外
務
部
長
官
︵
JW
-1019︶、
一
九
六
一
年
一
〇
月
三
日
、﹁
第
六
次
韓
日
会
談
予
備
交
渉
、
1961、
全
二
巻
︵
V
.2
9-10
月
︶﹂、
韓
国
外
交
文
書
、
166
723.1JA
予
1961
v.2、
721、
C
1-0005-04、
0224～
0225。
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
伊
関
・
李
東
煥
会
談
要
旨
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
三
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-597-359。
日
本
側
記
録
に
は
、
伊
関
の
関
連
発
言
と
し
て
は
、
167
一
〇
月
五
日
ま
で
の
代
表
決
定
を
求
め
る
李
東
煥
に
対
し
て
、﹁
五
日
ま
で
に
決
定
す
る
こ
と
は
実
際
問
題
と
し
て
困
難
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
努
力
す
る
﹂
と
い
う
部
分
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
︵
︶
﹁
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録
総
説
八
﹂、
六
〇
頁
。
168
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
第
六
次
日
韓
会
談
に
臨
む
日
本
側
代
表
打
合
せ
会
議
概
要
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
一
七
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-118-1418。
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一
〇
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
と
池
田
・
朴
正
熙
会
談
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
問
題
は
、
第
六
次
日
韓
会
談
の
首
席
代
表
問
題
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
浮
上
し
、
並
行
し
て
議
論
さ
れ
た
。
直
接
的
に
は
、
日
韓
会
談
の
早
期
妥
結
を
促
し
た
い
米
国
の
﹁
発
案
﹂
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
再
開
さ
れ
る
日
韓
会
談
の
帰
趨
を
左
右
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
政
治
折
衝
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
日
韓
間
で
綱
引
き
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
朴
正
熙
議
長
の
訪
米
招
請
は
、
六
一
年
六
月
一
三
日
の
米
国
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
決
定
で
、
韓
国
軍
事
政
権
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
バ
ー
ガ
ー
新
大
使
に
そ
の
判
断
の
権
限
が
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
八
月
一
二
日
、
朴
正
熙
議
長
が
二
年
後
の
六
三
年
夏
ま
で
に
は
文
民
政
府
を
樹
立
し
、
政
権
を
移
譲
す
る
意
向
を
示
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
バ
ー
ガ
ー
駐
韓
大
使
は
、
八
月
二
三
日
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
に
対
し
て
、
朴
正
熙
の
訪
米
招
請
の
実
行
を
建
議
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
軍
政
の
安
定
、
民
政
移
管
の
確
約
、
経
済
問
題
や
長
期
計
画
に
関
す
る
﹁
率
直
な
意
見
交
換
﹂
な
ど
と
並
ん
で
、﹁
韓
日
妥
結
の
必
要
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
見
解
の
表
明
﹂
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
訪
米
の
時
期
と
し
て
は
、﹁
一
一
月
中
旬
が
適
切
﹂
と
さ
れ
た
。﹁
そ
の
時
ま
で
に
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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は
、
韓
日
妥
結
の
見
込
み
を
評
価
で
き
る
﹂
か
ら
で
あ
(
)
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
と
し
て
は
、
朴
正
熙
軍
事
政
権
に
対
す
る
米
国
の
政
治
170
的
支
持
を
与
え
る
代
わ
り
に
、
民
政
移
管
、
経
済
改
革
、
日
韓
交
渉
な
ど
の
懸
案
に
つ
い
て
、
朴
正
熙
か
ら
実
行
の
約
束
を
直
接
取
り
付
け
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
従
来
、
朴
正
熙
の
訪
日
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
金
鍾
泌
や
そ
の
側
近
た
ち
の
証
言
に
基
づ
い
て
、
日
本
と
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
政
治
決
着
を
目
指
し
て
、
金
鍾
泌
が
進
言
し
、
自
ら
日
本
に
乗
り
込
ん
で
日
本
の
政
界
要
人
と
の
直
談
判
を
通
し
て
実
現
し
た
と
い
う
解
釈
が
ほ
ぼ
定
着
し
て
(
)
い
る
。
し
か
し
、
公
開
さ
れ
た
日
韓
の
外
交
文
書
を
突
き
合
わ
せ
て
分
析
す
る
と
、
こ
う
し
た
通
説
と
は
か
171
な
り
異
な
る
様
相
が
浮
か
び
上
が
る
。
金
裕
澤
特
使
が
ソ
ウ
ル
に
戻
っ
た
翌
々
日
の
九
月
一
二
日
、
米
国
務
省
に
よ
っ
て
、
朴
正
熙
議
長
の
訪
米
招
請
が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。
一
一
月
一
三
日
か
ら
一
七
日
ま
で
の
予
定
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
に
対
し
て
は
、
発
表
前
日
の
一
一
日
、
駐
日
米
国
大
使
館
か
ら
外
務
省
宛
に
事
前
通
報
が
行
わ
(
)
れ
た
。
続
い
て
、
訪
米
招
請
の
正
式
発
表
の
翌
日
、
九
月
一
三
日
に
は
、
国
務
省
の
高
官
か
ら
駐
米
日
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本
大
使
館
に
対
し
て
、
婉
曲
な
言
い
方
な
が
ら
、
朴
正
熙
の
訪
日
招
請
の
可
能
性
を
打
診
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
。
国
務
省
の
コ
ー
レ
ン
︵
H
enry
L.T
.K
oren
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
長
は
、
朴
正
熙
議
長
の
訪
米
の
背
景
な
ど
に
関
す
る
駐
米
日
本
大
使
館
員
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
中
で
、﹁
こ
れ
は
こ
の
場
限
り
の
思
い
つ
き
で
あ
る
が
と
前
置
き
し
て
、
京
城
よ
り
訪
米
の
途
上
ど
う
し
て
も
東
京
を
通
過
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
機
会
を
捕
え
て
日
韓
両
国
の
首
脳
が
会
談
す
る
こ
と
は
考
え
得
る
や
と
問
う
た
﹂。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
大
使
館
の
﹁
加
藤
﹂
は
、﹁
そ
れ
は
韓
国
側
の
意
向
次
第
な
る
べ
く
、
も
し
朴
議
長
訪
米
準
備
の
打
ち
合
わ
せ
等
に
際
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
話
題
に
な
ら
ば
知
ら
せ
て
貰
い
た
い
と
答
え
た
﹂
と
い
う
や
り
取
り
を
東
京
の
外
務
省
に
報
告
(
)
し
た
。
173コ
ー
レ
ン
は
﹁
こ
の
場
限
り
の
思
い
つ
き
﹂
と
言
っ
て
い
る
が
、
米
国
政
府
の
意
向
を
間
接
的
に
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
側
も
そ
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
前
、
李
承
晩
政
権
の
と
き
に
、
米
国
政
府
は
﹁
訪
米
の
途
上
の
訪
日
に
よ
る
立教法学 第 78号（2010)
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日
韓
首
脳
の
接
触
の
誘
導
﹂
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
試
み
た
こ
と
が
(
)
あ
る
。
174
そ
の
後
、
日
本
政
府
内
で
朴
正
熙
の
訪
日
招
請
が
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
か
を
直
接
示
す
文
書
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
日
本
側
も
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
と
首
脳
会
談
は
、
韓
国
軍
事
政
権
の
考
え
方
や
状
況
を
把
握
す
る
上
で
良
い
機
会
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
早
速
、
当
時
日
韓
会
談
の
再
開
を
め
ぐ
っ
て
、
韓
国
の
駐
日
代
表
部
と
折
衝
を
続
け
て
い
た
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
を
通
し
て
、
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
可
能
性
を
打
診
し
た
。
九
月
二
一
日
、
伊
関
は
、
李
東
煥
駐
日
公
使
に
対
し
て
、﹁
こ
れ
は
全
く
自
分
の
個
人
の
考
え
で
あ
る
﹂
と
前
置
き
し
た
上
で
、﹁
朴
正
熙
最
高
会
議
議
長
が
訪
米
の
途
次
日
本
に
立
ち
寄
り
、
池
田
総
理
と
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
が
日
韓
会
談
を
全
体
と
し
て
促
進
す
る
上
に
非
常
に
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
が
如
何
﹂
と
、
予
備
的
な
打
診
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
李
公
使
か
ら
﹁
自
分
も
個
人
と
し
て
は
非
常
に
よ
い
考
え
だ
と
思
う
﹂
と
い
う
肯
定
的
な
反
応
が
得
ら
れ
る
と
、
伊
関
は
、
早
速
﹁
本
件
に
つ
い
て
は
上
司
と
も
十
分
相
談
の
上
、
な
る
べ
く
二
五
日
に
日
本
側
の
本
件
に
関
す
る
考
え
を
お
話
で
き
る
よ
う
取
り
運
び
た
い
﹂
と
述
べ
、
す
ぐ
に
正
式
の
招
請
に
向
け
た
措
置
を
取
る
意
向
を
示
し
た
。
日
本
側
の
会
談
記
録
は
、﹁
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
二
五
日
韓
国
側
に
対
し
正
式
に
こ
の
話
を
行
な
い
、
わ
が
方
が
朴
正
熙
議
長
を
招
請
し
た
場
合
、
先
方
が
こ
れ
に
応
ず
る
か
否
か
を
打
診
す
る
こ
と
と
し
た
い
﹂
と
結
ん
で
い
る
。
予
告
ど
お
り
、
九
月
二
五
日
、
伊
関
局
長
は
、
李
東
煥
公
使
に
対
し
て
、﹁
韓
国
側
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
意
向
な
ら
ば
早
速
日
本
側
で
招
待
の
方
法
等
を
研
究
し
た
い
﹂
と
、
正
式
に
訪
日
招
請
の
打
診
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
李
東
煥
公
使
は
、﹁
本
国
か
ら
何
分
の
通
報
あ
り
次
第
連
絡
す
る
﹂
と
答
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
だ
韓
国
政
府
か
ら
の
指
示
が
な
く
、
踏
み
込
ん
だ
意
見
の
表
明
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
前
回
の
対
応
に
比
べ
て
も
消
極
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
発
言
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
日
本
政
府
内
で
は
、
訪
日
招
請
の
具
体
的
な
形
式
や
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
北
東
ア
ジ
ア
課
は
、
朴
正
熙
議
長
の
待
遇
に
つ
い
て
、
韓
国
と
は
ま
だ
正
式
の
国
交
が
な
い
点
、
朴
正
熙
議
長
が
正
式
の
国
家
元
首
で
は
な
い
が
、﹁
元
首
と
総
理
の
中
間
の
地
位
﹂
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
点
な
ど
に
鑑
み
、
正
式
招
請
の
場
合
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
の
事
例
と
同
じ
く
、﹁
準
国
賓
﹂
の
扱
い
が
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妥
当
と
し
な
が
ら
も
、﹁
諸
般
の
事
情
﹂
を
考
慮
し
、﹁
準
国
賓
よ
り
一
歩
下
が
っ
た
﹃
総
理
個
人
の
賓
客
﹄
と
い
う
形
式
を
取
る
の
が
最
も
適
切
﹂
と
結
論
づ
け
た
。﹁
諸
般
の
事
情
﹂
の
具
体
的
な
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
軍
事
政
権
の
是
非
を
め
ぐ
る
日
本
国
内
の
批
判
を
で
き
る
だ
け
避
け
た
い
と
い
う
政
治
的
判
断
が
働
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
米
国
が
﹁
state
visit﹂
で
は
な
く
、
﹁
inform
alvisit﹂
で
あ
る
と
通
報
し
て
き
た
点
も
考
慮
さ
(
)
れ
た
。
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韓
国
政
府
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
一
週
間
後
の
一
〇
月
三
日
で
あ
っ
た
。
同
日
、
伊
関
局
長
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
李
東
煥
公
使
は
、﹁
韓
国
側
と
し
て
は
米
国
訪
問
の
往
路
に
第
三
国
に
立
寄
る
の
は
米
国
側
に
失
礼
で
は
な
い
か
と
い
う
点
、
お
よ
び
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
日
程
に
ぎ
り
ぎ
り
間
に
合
う
よ
う
に
出
発
す
る
見
込
み
で
あ
る
点
か
ら
考
え
て
、
往
路
の
日
本
立
寄
り
は
難
し
﹂
く
、﹁
他
方
復
路
で
は
池
田
総
理
が
東
南
亜
訪
問
中
﹂
な
の
で
日
程
的
に
合
わ
な
い
と
い
う
理
由
を
挙
げ
、
日
本
側
の
当
初
提
案
を
事
実
上
拒
否
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
韓
国
側
が
逆
提
案
し
た
の
は
、
池
田
総
理
の
訪
韓
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、﹁
池
田
総
理
が
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
帰
路
非
公
式
に
香
港
か
ら
韓
国
に
寄
ら
れ
て
ど
う
か
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
伊
関
局
長
は
、﹁
池
田
総
理
の
韓
国
立
寄
り
は
極
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
と
答
え
た
後
、
在
京
米
大
使
館
は
朴
議
長
が
訪
米
の
途
次
、
池
田
総
理
に
会
う
と
い
う
考
え
方
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
米
国
の
圧
力
に
よ
っ
て
日
韓
の
首
脳
が
会
見
し
た
と
い
う
印
象
を
与
え
な
い
た
め
に
は
む
し
ろ
往
路
の
立
寄
り
の
方
が
好
ま
し
い
﹂
と
反
論
(
)
し
た
。
伊
関
局
長
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
は
米
国
側
の
示
唆
176
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
韓
国
側
の
拒
否
理
由
は
言
い
訳
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
の
日
本
の
国
内
政
治
状
況
を
考
え
る
と
、
池
田
総
理
の
訪
韓
は
論
外
で
あ
っ
た
。
韓
国
側
の
拒
否
理
由
は
、
朴
正
熙
議
長
の
訪
米
と
、
初
対
面
と
な
る
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
の
会
談
に
集
中
し
た
い
と
い
う
点
に
主
眼
が
あ
り
、
軍
事
政
権
の
安
定
の
た
め
に
、
米
国
政
府
の
﹁
信
任
﹂
の
確
保
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
は
、
途
中
の
日
本
訪
問
に
慎
重
に
な
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
、
と
り
あ
え
ず
の
﹁
拒
否
﹂
の
姿
勢
を
示
し
た
上
で
、
政
治
折
衝
の
カ
ー
ド
と
し
て
の
有
効
性
を
探
る
と
い
う
外
交
戦
術
上
の
思
惑
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
訪
日
か
ら
得
ら
れ
る
ベ
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ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
を
上
回
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
招
請
問
題
は
、
第
六
次
日
韓
会
談
の
再
開
お
よ
び
首
席
代
表
人
選
問
題
と
ほ
ぼ
同
時
に
並
行
し
て
協
議
さ
れ
た
。
韓
国
と
し
て
は
、
日
韓
会
談
の
再
開
に
臨
む
池
田
内
閣
の
姿
勢
を
窺
い
つ
つ
、
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
と
い
う
カ
ー
ド
の
有
効
な
切
り
方
を
模
索
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
韓
国
側
が
訪
日
招
請
を
一
旦
拒
否
す
る
と
、
米
国
政
府
は
早
速
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
舞
台
裏
の
調
停
を
試
み
た
。
一
〇
月
一
六
日
、
駐
日
大
使
館
の
書
記
官
は
外
務
省
に
対
し
て
、
韓
国
側
が
招
請
を
断
っ
た
理
由
を
﹁
解
説
﹂
す
る
と
と
も
に
、
訪
日
が
実
現
す
る
よ
う
、
日
本
側
の
再
度
の
努
力
を
促
し
た
。
同
書
記
官
に
よ
る
と
、
朴
議
長
が
訪
米
の
往
路
に
日
本
立
ち
寄
り
を
断
っ
た
理
由
は
二
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、﹁
日
韓
会
談
妥
結
の
見
通
し
が
完
全
に
立
た
な
い
時
期
に
朴
議
長
が
訪
日
し
、
何
ら
か
の
形
で
韓
国
側
の
立
場
を
コ
ミ
ッ
ト
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
韓
国
内
部
で
批
判
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
し
て
、
そ
の
後
、
会
談
が
不
調
に
終
わ
れ
ば
、
朴
議
長
の
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
を
著
し
く
損
な
う
と
考
え
た
﹂
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、﹁
朴
議
長
と
し
て
は
米
国
訪
問
の
成
果
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
往
路
に
日
本
に
立
ち
寄
っ
て
も
し
ゴ
タ
ゴ
タ
で
あ
る
と
、
米
国
側
に
与
え
る
印
象
が
薄
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
﹂
か
ら
で
あ
(
)
っ
た
。
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さ
ら
に
、
同
書
記
官
は
、﹁
再
開
日
韓
会
談
が
順
調
に
進
み
、
日
本
側
首
脳
と
会
談
す
れ
ば
、
日
韓
会
談
は
急
転
直
下
全
面
妥
結
の
方
向
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
が
か
な
り
確
実
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合
﹂
に
は
、﹁
約
一
週
間
位
の
余
裕
が
あ
れ
ば
予
定
を
変
更
し
て
訪
日
す
る
こ
と
も
可
能
﹂
で
あ
り
、﹁
そ
の
よ
う
な
場
合
、
米
側
と
し
て
は
異
存
な
い
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
賛
成
す
る
立
場
に
立
つ
﹂
と
述
べ
、
朴
正
熙
の
訪
日
を
日
韓
会
談
の
進
展
と
結
び
付
け
、
日
本
側
の
積
極
的
な
対
応
を
促
し
た
。
一
方
、
韓
国
側
の
﹁
拒
否
﹂
も
最
終
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
に
、﹁
拒
否
﹂
の
回
答
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
朴
正
熙
政
権
は
﹁
特
使
﹂
を
日
本
に
送
り
込
み
、
日
本
側
の
真
意
を
図
ろ
う
と
し
た
。
資
料
は
極
め
て
断
片
的
で
、
真
相
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
日
本
外
務
省
の
記
録
に
よ
る
と
、
韓
国
の
著
名
な
国
際
政
治
学
者
で
、﹁
韓
国
外
務
部
長
官
特
別
顧
問
﹂
の
肩
書
を
持
っ
た
李
用
熙
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
が
韓
国
政
府
の
﹁
特
使
﹂
と
し
て
、
小
坂
外
相
と
の
面
談
を
求
め
た
。
一
〇
月
五
日
、
韓
国
大
使
館
の
文
哲
淳
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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参
事
官
か
ら
宇
山
審
議
官
に
伝
え
ら
れ
た
要
請
で
あ
っ
た
が
、
文
哲
淳
の
説
明
に
よ
る
と
、
李
用
熙
は
す
で
に
二
日
前
に
来
日
し
て
お
り
、﹁
来
日
に
当
た
り
、
朴
正
熙
議
長
、
宋
尭
讃
内
閣
首
班
兼
外
務
部
長
官
と
十
分
打
ち
合
わ
せ
﹂
を
し
、﹁
宋
尭
讃
か
ら
小
坂
大
臣
宛
の
信
任
状
の
如
き
も
の
を
も
携
行
し
て
い
る
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
坂
大
臣
と
の
面
談
目
的
に
つ
い
て
は
、﹁
単
に
表
敬
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
金
裕
澤
経
済
企
画
院
長
の
場
合
の
如
く
、
数
字
を
挙
げ
た
具
体
的
な
と
こ
ろ
ま
で
話
を
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
日
韓
間
の
諸
懸
案
に
つ
い
て
broad
line
で
話
合
い
、
と
く
に
朴
正
熙
議
長
の
日
本
訪
問
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
﹂
と
付
け
加
え
ら
(
)
れ
た
。
朴
正
熙
政
権
と
し
て
は
、
官
僚
の
公
式
ル
ー
ト
で
伝
え
ら
れ
た
訪
日
招
請
に
つ
い
て
、
政
178
治
ル
ー
ト
を
通
し
て
、
日
本
側
の
真
意
を
確
か
め
つ
つ
、
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
の
開
始
が
合
意
さ
れ
た
日
韓
会
談
に
臨
む
戦
略
と
の
関
連
で
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、﹁
李
用
熙
特
使
﹂
の
扱
い
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
外
交
文
書
や
当
時
の
関
連
資
料
な
ど
が
な
く
、
確
認
で
き
な
い
。
韓
国
側
が
ど
の
程
度
の
比
重
を
置
い
た
提
案
だ
っ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
外
務
省
の
記
録
も
﹁
信
任
状
の
如
き
も
の
﹂
と
い
っ
た
表
現
を
使
っ
て
お
り
、
消
極
的
な
対
応
ぶ
り
を
窺
わ
(
)
せ
る
。
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同
時
進
行
し
て
い
た
首
席
代
表
の
人
選
で
、
韓
国
側
が
期
待
し
た
﹁
大
物
政
治
家
﹂
案
が
挫
折
し
た
後
、
韓
国
政
府
は
朴
正
熙
の
訪
日
に
対
し
て
、
積
極
姿
勢
に
傾
き
は
じ
め
た
。
趙
甲
済
に
よ
る
と
、
第
六
次
日
韓
会
談
が
始
ま
っ
た
一
〇
月
二
〇
日
、
韓
国
中
央
情
報
部
か
ら
駐
日
大
使
館
の
崔
英
澤
参
事
官
宛
て
に
、
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
に
関
す
る
事
前
協
議
の
た
め
、
金
鍾
泌
部
長
が
非
公
式
に
日
本
を
訪
れ
る
予
定
を
伝
え
、
池
田
首
相
や
小
坂
外
相
ら
日
本
政
府
の
要
人
と
の
会
談
の
準
備
を
指
示
す
る
電
文
が
送
ら
れ
た
。
崔
英
澤
は
早
速
、
伊
関
局
長
に
そ
の
旨
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
岸
や
石
井
な
ど
の
親
韓
派
政
治
家
に
も
池
田
と
の
会
談
が
実
現
す
る
よ
う
、
後
押
し
を
依
頼
(
)
し
た
。
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金
鍾
泌
を
日
本
に
送
り
込
む
ま
で
、
朴
正
熙
の
訪
日
を
め
ぐ
っ
て
、
韓
国
軍
事
政
権
の
中
で
も
多
角
的
な
検
討
が
行
わ
れ
た
。
韓
国
外
務
部
は
、
一
〇
月
二
三
日
、﹁
韓
日
高
位
級
会
談
案
﹂
の
是
非
や
得
失
を
検
討
し
た
﹁
行
政
研
究
書
﹂
を
作
成
し
、
朴
正
熙
議
長
宛
に
提
出
(
)
し
た
。﹁
一
〇
月
二
二
日
付
の
建
議
内
容
の
補
足
説
明
﹂
と
な
っ
て
お
り
、﹁
極
秘
の
特
使
派
遣
﹂
を
提
案
す
る
内
容
な
ど
か
ら
181
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判
断
す
る
と
、
実
際
の
討
議
は
金
鍾
泌
の
訪
日
決
定
以
前
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
朴
正
熙
の
訪
日
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、﹁
も
し
日
本
側
が
拒
否
し
た
場
合
、
わ
が
方
の
面
子
の
問
題
﹂、﹁
米
国
側
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
﹂
な
ど
を
あ
げ
て
お
り
、
日
本
側
か
ら
の
打
診
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
外
務
部
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
朴
正
熙
軍
事
政
権
と
し
て
は
、
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
や
決
断
に
よ
る
訪
日
決
定
と
い
う
形
を
演
出
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
現
に
、
金
鍾
泌
や
崔
英
澤
な
ど
当
時
の
関
係
者
は
そ
の
よ
う
な
回
顧
や
証
言
を
繰
り
返
し
、﹁
単
身
日
本
に
乗
り
込
み
、
池
田
首
相
ら
日
本
政
府
の
指
導
者
と
の
直
談
判
に
臨
ん
だ
金
鍾
泌
﹂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
(
)
せ
た
。
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外
務
部
の
﹁
行
政
研
究
書
﹂
は
、
官
僚
的
な
検
討
文
書
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
韓
国
側
の
考
え
方
の
一
端
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、﹁
米
国
の
圧
力
﹂
に
対
す
る
﹁
自
主
外
交
﹂
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
い
う
側
面
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
朴
正
熙
政
権
が
日
韓
会
談
の
早
期
妥
結
の
た
め
に
、
米
国
の
影
響
力
に
期
待
す
る
一
方
、
米
国
の
介
入
に
警
戒
感
を
抱
い
て
い
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。
同
文
書
は
、﹁
韓
日
会
談
で
米
国
は
﹃
関
心
の
深
い
第
三
国
﹄
で
あ
っ
て
、
法
的
に
﹃
調
停
者
﹄
で
は
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
国
は
過
去
四
～
五
年
間
、
事
実
上
活
発
な
調
停
者
の
役
割
﹂
を
果
た
し
て
き
た
と
し
た
上
で
、﹁
し
か
し
、
そ
の
助
言
は
常
に
日
本
側
案
と
酷
似
し
て
い
た
た
め
に
、
わ
が
方
と
し
て
は
受
け
入
れ
が
た
く
、
今
後
も
そ
の
よ
う
な
助
言
に
多
く
の
期
待
を
寄
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
述
べ
、
米
国
の
調
停
内
容
に
対
し
て
は
強
い
不
信
感
を
表
し
た
。
こ
の
部
分
に
は
、﹁
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
判
断
は
、
わ
れ
わ
れ
が
随
時
米
国
側
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
要
性
と
可
能
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
﹂
と
い
う
但
し
書
き
が
付
し
て
あ
り
、
韓
国
側
の
ジ
レ
ン
マ
を
も
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
前
提
の
上
で
、
同
文
書
は
、
一
一
月
の
朴
正
熙
議
長
と
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
の
会
談
を
控
え
、
一
方
で
は
、﹁
日
本
側
が
朴
議
長
の
訪
米
が
終
わ
る
ま
で
﹃
見
守
る
﹄
と
い
う
微
温
的
な
態
度
で
時
間
を
費
や
す
可
能
性
﹂
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
他
方
、
﹁
仮
に
、
そ
の
後
、
日
本
側
と
直
接
交
渉
で
妥
結
が
成
立
し
た
場
合
で
も
、
米
国
の
対
韓
圧
力
に
よ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
﹂
と
い
う
問
題
も
あ
る
。﹁
そ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
の
自
発
的
な
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、﹃
自
主
性
の
な
い
外
交
﹄
と
い
う
世
論
の
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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評
価
を
受
け
る
恐
れ
﹂
が
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
、
外
務
部
と
し
て
は
、
訪
米
前
に
池
田
首
相
と
の
会
談
に
臨
む
必
要
が
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
と
池
田
首
相
と
の
会
談
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、﹁
①
米
国
の
﹃
歓
迎
す
べ
か
ら
ぬ
関
与
﹄
を
排
除
し
、
自
主
性
あ
る
対
日
外
交
の
面
目
の
誇
示
が
可
能
、
②
ワ
シ
ン
ト
ン
会
談
で
議
題
に
上
り
、
わ
れ
わ
れ
が
困
難
な
立
場
に
陥
る
窮
地
を
未
然
に
防
げ
る
、
③
韓
日
会
談
の
成
否
を
正
確
に
予
測
し
、
失
敗
し
た
場
合
の
対
応
の
準
備
が
可
能
、
④
い
ず
れ
は
行
う
べ
き
政
治
会
談
で
あ
り
、
現
在
の
韓
日
会
談
代
表
団
だ
け
で
は
政
治
会
談
は
無
理
、
⑤
米
日
高
官
級
経
済
(
)
会
談
後
の
日
本
の
対
韓
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
183
る
﹂
な
ど
を
列
挙
し
た
。
そ
の
半
面
、
会
談
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、﹁
①
わ
れ
わ
れ
の
焦
り
の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
、
②
も
し
日
本
側
が
拒
否
し
た
場
合
、
わ
が
方
の
面
子
の
問
題
、
③
米
国
側
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
﹂
な
ど
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
検
討
を
踏
ま
え
て
、
外
務
部
の
文
書
は
、﹁︵
朴
正
熙
・
池
田
︶
会
談
実
現
の
た
め
に
、
直
ち
に
、
極
秘
の
特
使
を
派
遣
す
る
こ
と
﹂、﹁︵
特
使
の
派
遣
な
ど
の
対
日
交
渉
を
︶
極
秘
に
進
め
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
の
訪
韓
直
前
に
発
表
す
る
﹂
こ
と
な
ど
を
提
言
し
た
。
こ
の
外
務
部
の
政
策
検
討
文
書
で
は
、
米
国
の
関
与
に
対
す
る
警
戒
感
の
強
さ
が
目
を
引
く
。
日
本
と
の
﹁
極
秘
﹂
の
折
衝
を
経
て
、﹁︵
一
一
月
初
め
に
予
定
さ
れ
て
い
た
︶
ラ
ス
ク
の
訪
韓
直
前
に
発
表
す
る
﹂
こ
と
を
具
体
的
に
提
言
す
る
な
ど
、
朴
正
熙
の
訪
米
を
控
え
、
米
国
の
様
々
な
﹁
圧
力
﹂
に
対
応
す
る
カ
ー
ド
と
し
て
位
置
づ
け
る
思
惑
が
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
朴
正
熙
の
訪
日
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
米
国
の
示
唆
に
よ
る
も
の
と
い
う
事
実
は
韓
国
側
に
は
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
使
と
し
て
の
金
鍾
泌
の
訪
日
な
ど
の
動
き
が
米
国
に
対
し
て
も
﹁
極
秘
裏
﹂
に
進
め
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
時
点
で
、
朴
正
熙
訪
日
に
つ
い
て
の
米
韓
間
の
協
議
が
行
わ
れ
た
か
な
ど
を
示
す
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
当
時
弱
冠
三
五
歳
で
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
事
実
上
主
導
し
た
金
鍾
泌
大
佐
は
、
韓
国
中
央
情
報
部
部
長
の
肩
書
で
、
一
〇
月
二
四
日
に
来
日
し
、
翌
二
五
日
に
池
田
首
相
や
小
坂
外
相
と
の
会
談
に
臨
ん
だ
。
朴
正
熙
政
権
以
来
、
日
韓
関
係
の
中
心
に
存
在
し
続
け
た
金
鍾
泌
と
、
日
本
の
政
界
要
人
と
の
初
顔
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
二
五
日
午
前
一
一
時
か
ら
約
三
〇
分
間
、
国
会
内
の
総
理
大
臣
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室
で
行
わ
れ
た
池
田
首
相
と
の
面
談
に
は
、
日
本
側
か
ら
大
平
官
房
長
官
、
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
、
韓
国
側
か
ら
は
崔
英
澤
参
事
官
に
加
え
て
、
金
鍾
泌
に
随
行
し
た
中
央
情
報
部
の
石
正
善
中
佐
が
陪
席
(
)
し
た
。
184
会
談
の
冒
頭
、
金
鍾
泌
は
、﹁
自
分
は
今
回
十
分
に
責
任
を
も
っ
て
お
話
で
き
る
立
場
に
あ
る
﹂
と
前
置
き
し
た
上
で
、﹁
韓
国
と
し
て
過
去
の
こ
と
に
は
一
切
拘
泥
し
な
い
﹂、﹁
韓
国
と
し
て
は
日
韓
会
談
は
如
何
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
纏
め
た
い
決
意
で
い
る
﹂
と
述
べ
、
会
談
の
早
期
妥
結
へ
の
強
い
意
志
と
要
望
を
朴
正
熙
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
た
。
こ
れ
に
対
し
、
池
田
は
、﹁
自
分
の
方
も
全
く
同
様
に
考
え
て
お
り
、
日
韓
会
談
を
こ
の
際
是
非
と
も
纏
め
た
い
と
い
う
こ
と
に
も
同
感
で
あ
る
﹂
と
述
べ
、
積
極
的
に
応
じ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
金
鍾
泌
は
、﹁︵
朴
正
熙
議
長
の
訪
米
の
途
上
︶
日
本
に
到
着
し
、
一
泊
し
、
そ
の
際
池
田
総
理
に
お
目
に
か
か
り
、
日
韓
会
談
の
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
の
一
致
を
見
得
る
よ
う
に
取
り
運
び
た
く
、
細
か
い
問
題
は
そ
の
上
で
事
務
的
な
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
﹂
と
述
べ
、
訪
日
招
請
の
受
諾
と
、
そ
の
際
の
政
治
決
着
の
大
枠
作
り
へ
の
意
向
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
、﹁
で
き
れ
ば
、
ラ
ス
ク
米
国
務
長
官
の
訪
韓
前
に
で
も
︰
︰
︵
中
略
︶
非
公
式
に
誰
か
然
る
べ
き
方
を
総
理
の
代
理
と
し
て
韓
国
に
派
遣
﹂
し
、﹁
そ
の
あ
ら
ご
な
し
、
打
ち
合
わ
せ
の
趣
旨
﹂
の
折
衝
を
行
う
よ
う
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
池
田
は
、
原
則
的
に
同
意
し
、
具
体
的
に
誰
を
特
使
︵﹁
総
理
の
代
理
﹂︶
と
し
て
韓
国
に
派
遣
す
る
か
は
検
討
す
る
と
答
え
た
。
金
鍾
泌
の
発
言
に
は
米
国
の
関
与
に
対
す
る
警
戒
感
が
際
立
っ
て
い
た
。
池
田
首
相
が
、﹁
朴
議
長
の
来
日
問
題
に
関
連
し
、
米
国
も
非
常
に
日
韓
関
係
に
つ
き
心
配
し
て
﹂
お
り
、﹁
日
本
、
韓
国
、
米
国
の
三
者
は
緊
密
な
利
害
関
係
に
あ
る
﹂
と
述
べ
る
と
、
金
鍾
泌
は
敏
感
に
反
応
し
、﹁
日
韓
の
問
題
に
米
国
が
介
入
し
、
米
国
の
力
が
加
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
し
た
く
な
い
﹂
と
強
調
し
た
。
日
本
側
議
事
録
は
、
こ
の
金
鍾
泌
の
発
言
の
後
に
、﹁
朴
正
熙
の
訪
米
前
に
そ
の
来
日
を
考
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ラ
ス
ク
の
訪
韓
前
に
日
本
か
ら
人
が
来
る
よ
う
に
と
求
め
た
こ
と
等
に
は
、
韓
国
政
府
が
日
韓
問
題
に
で
き
る
だ
け
米
国
の
介
入
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
し
た
く
な
い
と
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
得
た
﹂
と
い
う
注
釈
が
付
い
て
い
る
。
韓
国
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外
務
部
の
検
討
文
書
に
表
れ
た
認
識
は
、
金
鍾
泌
を
は
じ
め
韓
国
軍
事
政
権
の
上
層
部
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
韓
国
へ
の
特
使
に
つ
い
て
、
当
初
、
小
坂
外
相
は
金
鍾
泌
と
の
会
談
で
、
石
井
光
次
郎
を
派
遣
す
る
考
え
を
示
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
日
韓
会
談
首
席
代
表
の
杉
道
介
が
池
田
首
相
の
親
書
を
携
え
て
韓
国
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
経
過
は
不
明
で
あ
る
が
、
や
は
り
親
韓
派
の
介
入
を
警
戒
す
る
池
田
の
意
向
が
働
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
小
坂
外
相
と
の
会
談
で
も
、
金
鍾
泌
は
、
﹁
石
井
氏
の
訪
韓
は
ど
う
か
ラ
ス
ク
長
官
の
来
訪
前
に
な
る
よ
う
改
め
て
お
願
い
し
た
い
﹂
と
念
を
押
し
、﹁
米
国
フ
ァ
ク
タ
ー
﹂
に
対
し
て
、
過
敏
と
も
言
え
る
反
応
を
示
(
)
し
た
。
185
杉
首
席
代
表
は
、
一
一
月
一
日
、
池
田
首
相
の
特
使
と
し
て
、
韓
国
を
訪
問
し
、
訪
日
を
正
式
に
招
請
す
る
池
田
首
相
の
親
書
を
朴
正
熙
議
長
に
手
渡
(
)
し
た
。
訪
韓
し
た
杉
に
対
し
て
、
金
鍾
泌
は
、
改
め
て
﹁
①
今
回
の
会
談
で
必
ず
ま
と
め
る
と
い
う
確
認
、
②
双
方
186
が
解
決
の
具
体
策
を
考
え
る
こ
と
﹂
な
ど
二
点
の
﹁
確
約
﹂
を
求
め
、
杉
代
表
が
こ
れ
を
了
承
し
た
こ
と
で
、
朴
正
熙
の
訪
日
が
最
終
的
に
決
定
さ
(
)
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
一
一
月
四
日
、
韓
国
政
府
は
朴
正
熙
議
長
の
日
本
訪
問
招
請
の
受
諾
を
正
式
に
発
表
し
、
そ
の
187
日
の
午
後
、
杉
代
表
は
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
ラ
ス
ク
米
国
務
長
官
が
金
浦
空
港
に
着
い
た
の
は
、
杉
代
表
の
出
発
か
ら
約
二
時
間
後
の
午
後
六
時
過
ぎ
で
あ
(
)
っ
た
。
188
箱
根
で
の
第
一
回
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
の
後
、
韓
国
を
訪
れ
た
ラ
ス
ク
の
主
な
目
的
は
、
朴
正
熙
軍
事
政
権
へ
の
政
治
的
承
認
と
と
も
に
、
日
韓
交
渉
の
妥
結
を
促
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
一
月
五
日
、
朴
正
熙
議
長
と
の
会
談
に
臨
ん
だ
ラ
ス
ク
は
、
池
田
首
相
と
も
日
韓
妥
結
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、﹁
池
田
首
相
も
妥
結
の
重
要
性
と
必
要
性
は
完
全
に
理
解
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
。
朴
正
熙
議
長
が
訪
米
の
途
上
、﹁
池
田
と
の
長
い
会
談
﹂
の
た
め
に
日
本
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
満
足
の
意
を
示
し
た
後
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
は
、﹁
こ
の
よ
う
に
感
情
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
問
題
の
対
処
に
は
、
直
接
対
面
の
話
し
合
い
︵
face-to-face
talks︶
や
静
か
な
外
交
︵
quiet
diplom
acy
︶
が
唯
一
の
方
法
﹂
で
あ
る
と
力
説
し
た
。
ま
た
、﹁
米
国
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
交
渉
に
調
停
者
︵
m
ediator︶
も
し
く
は
仲
介
者
︵
interm
ediary
︶
と
し
て
直
接
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
す
べ
き
で
も
な
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い
﹂
が
、﹁
も
し
役
に
立
つ
と
思
わ
れ
れ
ば
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
行
う
用
意
が
あ
る
﹂
と
付
け
加
え
、
朴
正
熙
と
池
田
の
会
談
を
契
機
に
、
早
期
妥
結
を
促
し
て
い
く
姿
勢
を
改
め
て
強
調
し
た
。
池
田
・
朴
正
熙
会
談
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
政
治
折
衝
の
場
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
側
で
は
外
務
省
を
中
心
に
焦
点
の
請
求
権
の
金
額
を
含
め
た
対
処
方
針
が
作
成
さ
れ
た
。
何
回
か
の
草
案
を
経
て
、
一
一
月
七
日
付
で
一
応
確
定
し
た
﹁
日
韓
請
求
権
問
題
解
決
要
綱
に
関
す
る
件
﹂
と
題
す
る
文
書
は
、﹁
日
韓
会
談
の
諸
懸
案
中
、
請
求
権
問
題
は
韓
国
側
が
特
に
重
視
し
て
い
る
関
係
上
、
朴
正
熙
最
高
会
議
議
長
来
日
の
機
会
に
、
先
方
は
必
ず
こ
の
問
題
を
取
上
げ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
お
お
む
ね
下
記
の
方
針
に
よ
り
対
処
し
た
い
﹂
と
し
た
上
で
、
具
体
的
な
金
額
の
提
示
案
を
示
し
た
。
請
求
権
の
金
額
に
つ
い
て
、
同
文
書
は
、
ま
ず
韓
国
側
の
要
求
と
し
て
、﹁
先
に
来
日
し
た
金
裕
澤
経
済
企
画
院
長
官
は
、
先
方
の
要
求
す
る
線
と
し
て
、
八
億
ド
ル
を
主
張
﹂
し
た
が
、﹁
最
近
は
、
五
億
ド
ル
ぐ
ら
い
考
え
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
情
報
﹂
が
あ
る
と
(
)
し
た
。
そ
の
上
で
、
日
本
側
の
提
示
す
べ
き
金
額
を
考
え
る
一
つ
の
基
準
と
し
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
賠
償
額
を
提
示
189
し
た
。﹁
わ
が
国
戦
後
の
賠
償
の
例
に
徴
す
れ
ば
ヴ
ィ
ェ
ト
ナ
ム
を
除
い
て
は
、
ビ
ル
マ
に
対
す
る
二
億
ド
ル
が
最
低
で
あ
り
、
し
か
も
現
に
こ
れ
の
増
額
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
﹂
と
い
う
記
述
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
賠
償
額
を
根
拠
に
、
韓
国
に
対
し
て
も
、
大
蔵
省
な
ど
の
消
極
論
を
抑
え
て
、
一
定
の
水
準
以
上
に
金
額
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
外
務
省
の
意
向
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
結
論
的
に
は
、﹁
従
っ
て
、
日
韓
請
求
権
問
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
両
国
間
の
過
去
、
現
在
の
特
殊
か
つ
密
接
な
関
係
に
照
ら
し
、
究
極
的
に
は
、
請
求
権
の
処
理
︵
無
償
経
済
援
助
を
含
む
︶
と
し
て
○
○
ド
ル
、
い
わ
ゆ
る
経
済
協
力
と
し
て
○
○
ド
ル
、
計
○
○
ド
ル
程
度
に
て
収
拾
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
朴
議
長
と
の
会
談
に
お
い
て
は
、
下
記
の
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
大
体
○
○
ド
ル
ぐ
ら
い
の
数
字
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
﹂︵
○
○
は
削
除
部
分
：
引
用
者
註
︶
と
い
う
提
言
と
な
っ
て
お
り
、
池
田
・
朴
会
談
で
具
体
的
な
金
額
の
提
示
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
(
)
か
る
。
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同
文
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
は
す
べ
て
非
開
示
︵﹁
墨
塗
り
﹂︶
に
な
っ
て
お
り
、
正
確
な
数
字
は
確
認
で
き
な
い
が
、﹁
ビ
ル
マ
に
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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対
す
る
二
億
ド
ル
が
最
低
﹂
で
あ
り
、﹁
そ
の
増
額
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
﹂
と
い
う
文
書
中
の
記
述
な
ど
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
総
額
三
億
ド
ル
の
線
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
朴
正
熙
議
長
の
訪
日
の
後
、
日
韓
政
治
会
談
に
備
え
て
、
一
九
六
二
年
一
月
に
ア
ジ
ア
局
が
作
成
し
た
一
連
の
政
策
文
書
は
、﹁
無
償
一
億
ド
ル
、
長
期
低
利
の
経
済
援
助
二
億
ド
ル
﹂
と
い
う
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
で
一
貫
し
て
(
)
い
る
。
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こ
う
し
た
外
務
省
の
政
策
文
書
は
池
田
・
朴
正
熙
会
談
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
金
額
を
含
め
た
提
言
を
池
田
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
朴
正
熙
と
の
会
談
で
も
、
公
開
さ
れ
た
外
交
文
書
を
見
る
限
り
、
池
田
は
具
体
的
な
金
額
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
朴
正
熙
議
長
は
、
一
一
月
一
一
日
午
後
四
時
、
大
韓
国
民
航
空
︵
Ｋ
Ｎ
Ａ
︶
の
韓
国
政
府
特
別
機
で
羽
田
空
港
に
到
着
し
た
。
空
港
に
は
池
田
首
相
、
小
坂
外
相
、
杉
首
席
代
表
ら
が
出
迎
(
)
え
た
。
正
式
の
国
家
元
首
で
は
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
﹁
国
賓
﹂
で
は
な
く
、
192
﹁
総
理
の
賓
客
﹂
と
い
う
や
や
変
則
的
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
が
、﹁
実
質
的
に
は
最
高
権
力
者
﹂
と
い
う
こ
と
か
ら
、
空
港
で
の
接
遇
や
滞
日
中
の
警
備
な
ど
で
は
﹁
国
賓
に
準
ず
る
扱
い
﹂
と
な
(
)
っ
た
。
同
日
夕
刻
、
首
相
官
邸
で
池
田
首
相
を
表
敬
訪
問
の
後
、
池
田
首
193
相
主
催
の
晩
餐
会
に
臨
み
、
白
金
迎
賓
館
に
一
泊
し
た
。
池
田
首
相
と
の
首
脳
会
談
は
、
翌
一
二
日
午
前
一
〇
時
か
ら
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
首
相
官
邸
で
行
わ
れ
た
。
日
曜
日
で
あ
っ
た
。
会
談
の
形
式
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
準
備
折
衝
の
段
階
か
ら
、
日
韓
の
間
で
思
惑
の
違
い
が
露
呈
し
た
。
韓
国
側
は
﹁
少
数
の
陪
席
者
﹂
を
要
望
し
た
が
、
日
本
側
の
強
い
要
請
で
、﹁
陪
席
者
や
通
訳
を
一
切
入
れ
な
い
単
独
会
談
﹂
の
形
を
取
り
、
池
田
と
朴
正
熙
の
二
人
だ
け
に
よ
る
、
あ
る
種
の
﹁
密
室
会
談
﹂
と
な
(
)
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
日
韓
会
談
の
諸
懸
案
に
十
分
な
知
識
や
経
験
が
な
い
朴
正
194
熙
に
と
っ
て
は
不
利
な
条
件
と
な
り
、
会
談
の
真
相
や
内
容
が
不
透
明
で
あ
る
中
、
会
談
で
の
合
意
事
項
を
め
ぐ
っ
て
、
日
韓
間
に
混
乱
が
生
じ
る
結
果
に
も
な
っ
た
。
約
二
時
間
に
わ
た
る
会
談
は
、
韓
国
側
の
要
望
を
形
式
的
に
取
り
入
れ
つ
つ
も
、
実
質
的
に
は
日
本
側
の
主
張
ど
お
り
、
池
田
・
朴
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の
単
独
会
談
に
ほ
と
ん
ど
の
時
間
が
割
か
れ
た
。
韓
国
側
議
事
録
に
は
、
午
前
一
〇
時
か
ら
一
一
時
五
〇
分
ま
で
の
会
談
全
体
の
う
ち
、
最
初
の
二
〇
分
間
は
、
出
席
者
(
)
全
員
に
よ
る
﹁
公
式
会
談
﹂
で
、﹁
韓
日
会
談
の
経
過
お
よ
び
経
済
一
般
に
関
す
る
意
見
交
換
﹂
195
が
行
わ
れ
た
後
、﹁
小
坂
外
相
の
提
議
﹂
に
よ
り
、﹁
非
公
式
会
談
﹂
と
し
て
、﹁
朴
議
長
と
池
田
首
相
に
よ
る
単
独
会
談
﹂
に
移
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
池
田
・
朴
会
談
を
﹁
非
公
式
会
談
﹂
と
位
置
付
け
て
い
る
点
も
目
を
引
く
が
、
韓
国
側
議
事
録
が
﹁
公
式
会
談
﹂
と
表
現
し
た
全
体
会
議
に
つ
い
て
、
日
本
側
議
事
録
は
、﹁
最
初
、
出
席
者
全
員
で
雑
談
を
交
わ
し
た
後
、
池
田
総
理
、
朴
議
長
以
外
は
別
室
に
退
い
た
﹂
と
だ
け
言
及
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
会
談
の
﹁
公
式
性
﹂
を
強
調
し
た
い
韓
国
側
の
考
え
が
議
事
録
の
形
式
に
も
反
映
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
池
田
・
朴
会
談
の
形
式
に
つ
い
て
も
、
会
談
後
の
公
式
発
表
で
は
通
訳
が
陪
席
し
た
と
説
明
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
、
韓
国
側
の
要
請
で
、﹁
通
訳
は
参
席
し
な
か
っ
た
が
、
発
表
の
際
に
は
、
韓
国
側
か
ら
は
崔
英
澤
参
事
官
、
日
本
側
か
ら
は
前
田
北
東
ア
ジ
ア
課
長
が
担
当
し
た
こ
と
に
す
る
﹂
こ
と
で
合
意
(
)
し
た
。
196
会
談
は
、
終
始
池
田
首
相
の
ペ
ー
ス
で
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
韓
両
国
の
議
事
録
に
は
、
多
弁
で
数
字
に
強
い
池
田
首
相
と
、
訥
弁
と
寡
黙
で
知
ら
れ
る
朴
正
熙
議
長
と
い
う
対
照
的
な
二
人
の
特
徴
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
日
本
側
議
(
)
事
録
に
よ
る
197
と
、
焦
点
の
請
求
権
問
題
を
切
り
出
し
た
の
は
朴
正
熙
で
あ
っ
た
。
朴
正
熙
議
長
が
﹁
請
求
権
と
し
て
の
大
体
の
枠
を
き
め
て
ほ
し
い
﹂
と
述
べ
る
と
、
池
田
首
相
か
ら
は
、﹁
請
求
権
問
題
は
V
esting
D
ecree
の
効
力
発
生
時
期
︵
日
本
側
は
軍
令
三
三
号
の
効
力
は
一
九
四
五
年
一
二
月
六
日
以
後
に
つ
い
て
認
め
る
と
主
張
し
て
い
る
︶
や
地
域
的
範
囲
の
問
題
︵
日
本
側
は
属
地
主
義
に
則
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
︶
、
さ
ら
に
は
、
い
わ
ゆ
る
米
国
解
釈
に
よ
る
あ
る
種
の
相
殺
観
念
︵
日
本
側
は
﹁
考
慮
す
べ
し
﹂
と
の
米
側
見
解
が
尊
重
さ
る
べ
し
と
主
張
し
て
い
る
︶
な
ど
種
々
複
雑
な
問
題
が
あ
る
事
情
﹂
に
つ
い
て
の
細
か
い
説
明
が
続
い
た
。
池
田
首
相
自
ら
の
口
述
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
日
本
側
議
事
録
に
は
、
こ
の
記
述
の
後
に
、﹁
朴
議
長
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
あ
ま
り
よ
く
承
知
し
て
い
な
い
印
象
で
あ
っ
た
﹂
と
い
う
注
釈
ま
で
付
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
詳
細
な
説
明
に
対
し
て
、
朴
正
熙
は
、﹁
要
す
る
に
法
律
上
の
根
拠
の
あ
る
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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も
の
を
認
め
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
﹂
と
答
え
る
し
か
な
か
っ
た
。
続
い
て
、
朴
正
熙
は
、
あ
る
種
の
反
論
を
試
み
る
か
の
よ
う
に
、﹁
朝
鮮
か
ら
搬
出
さ
れ
た
地
金
銀
に
対
し
て
も
請
求
権
が
あ
る
﹂
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
も
、
池
田
は
、﹁
そ
れ
は
朝
鮮
銀
行
の
業
務
と
し
て
普
通
の
売
買
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
根
拠
が
な
い
と
説
明
し
た
︵
な
お
、
大
阪
に
あ
る
銀
に
つ
い
て
も
、
日
本
側
と
し
て
は
、
上
述
の
法
律
論
に
よ
り
、
請
求
根
拠
が
な
い
と
考
え
る
旨
説
明
し
た
︶
﹂
と
い
う
。
ま
た
、
池
田
が
﹁
請
求
権
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
相
殺
思
想
が
出
て
く
る
﹂
と
述
べ
た
の
に
対
し
て
、
朴
正
熙
は
、﹁
請
求
権
と
い
わ
な
い
で
何
か
適
当
な
名
義
で
も
結
構
で
あ
る
﹂
と
答
え
た
。
以
上
の
よ
う
な
や
り
取
り
の
後
、
池
田
と
朴
は
、﹁
結
局
、
今
後
請
求
権
委
員
会
に
お
い
て
早
急
に
事
務
的
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
み
た
﹂
と
、
日
本
側
議
事
録
は
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、﹁
経
済
協
力
﹂
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
池
田
首
相
が
﹁
日
本
と
し
て
は
、
無
償
援
助
は
面
白
く
な
い
か
ら
こ
れ
を
避
け
て
、
長
期
低
利
の
経
済
援
助
を
考
慮
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
﹂
と
述
べ
る
と
、
朴
正
熙
議
長
は
、﹁
韓
国
側
と
し
て
も
dignity
の
問
題
が
あ
る
の
で
無
償
援
助
は
考
え
て
お
ら
ず
、
長
期
低
利
の
経
済
援
助
で
結
構
で
あ
る
﹂
と
答
え
、
同
意
を
示
し
た
と
い
う
。
一
方
、
朴
正
熙
の
口
述
に
よ
る
韓
国
側
議
事
録
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
日
本
側
会
談
記
録
と
は
若
干
異
な
る
や
り
取
り
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
(
)
い
る
。
ま
ず
、
請
求
権
問
題
に
つ
い
て
、
朴
正
熙
議
長
が
、﹁
日
本
国
民
は
韓
国
の
請
求
権
の
内
容
が
戦
争
賠
償
の
よ
う
な
198
性
質
の
も
の
で
、
法
的
根
拠
が
薄
弱
で
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
韓
国
側
が
求
め
て
い
る
の
は
賠
償
的
な
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
十
分
な
法
的
根
拠
が
あ
る
請
求
権
で
あ
る
﹂
と
説
明
し
、﹁
地
金
、
地
銀
、
郵
便
貯
金
、
保
険
金
、
徴
用
者
に
対
す
る
未
収
金
、
戦
死
者
に
対
す
る
補
償
金
、
年
金
な
ど
相
当
な
金
額
の
請
求
権
を
韓
国
が
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
側
が
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
云
々
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
﹂
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
池
田
首
相
は
、﹁
小
坂
外
相
が
そ
の
よ
う
に
言
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
私
自
身
の
意
図
で
は
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
趣
旨
の
発
言
を
し
た
﹂
と
い
う
。
ま
た
、﹁
地
金
﹂
問
題
に
つ
い
て
も
、﹁
池
田
首
相
は
、
自
分
が
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
代
価
を
支
払
っ
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
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発
言
し
た
﹂
の
に
対
し
て
、
朴
正
熙
は
、﹁
帳
簿
上
は
支
払
い
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
事
実
上
は
代
価
を
払
わ
ず
に
、
た
だ
で
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
た
﹂
と
反
論
し
た
。
こ
う
し
た
韓
国
側
の
議
事
録
か
ら
は
、
朴
正
熙
の
意
図
と
し
て
、﹁
法
的
根
拠
が
あ
る
も
の
﹂
だ
け
で
も
か
な
り
の
金
額
に
上
る
と
い
う
韓
国
側
の
主
張
を
提
示
し
つ
つ
、
総
額
に
関
す
る
打
診
の
き
っ
か
け
を
摑
も
う
と
し
た
様
子
が
窺
え
る
。﹁
戦
争
賠
償
で
は
な
く
、
法
的
根
拠
が
あ
る
も
の
﹂
と
い
う
論
理
や
、
具
体
的
な
請
求
権
項
目
と
し
て
列
挙
し
た
地
金
、
地
銀
、
郵
便
貯
金
な
ど
は
、
前
述
し
た
七
月
一
二
日
付
の
朴
正
熙
軍
事
政
権
の
請
求
権
基
本
方
針
の
概
要
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
朴
正
熙
の
発
言
は
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
政
府
方
針
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
、
朴
正
熙
自
身
、
具
体
的
な
知
識
や
論
理
に
裏
打
ち
さ
れ
た
主
張
は
展
開
で
き
ず
、﹁
法
的
根
拠
が
あ
る
﹂
と
い
う
一
般
論
の
表
明
に
と
ど
ま
り
、
池
田
の
詳
細
な
﹁
反
論
﹂
に
押
さ
れ
気
味
だ
っ
た
感
を
否
め
な
い
。﹁
事
実
上
は
代
価
を
払
わ
ず
、
た
だ
で
持
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
た
﹂
と
い
う
表
現
は
、
自
ら
の
論
理
や
知
識
の
弱
さ
を
認
め
る
に
等
し
い
発
言
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
韓
国
側
議
事
録
の
材
料
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
逐
語
的
な
会
談
資
料
﹁
朴
議
長
と
池
田
首
相
の
会
談
﹂
に
も
、
請
求
権
関
連
部
分
の
朴
正
熙
の
発
言
は
、﹁
私
も
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
郵
便
貯
金
、
年
金
、
徴
用
者
補
償
金
な
ど
、
韓
国
と
し
て
は
相
当
に
法
的
根
拠
の
あ
る
請
求
を
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
本
側
が
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
提
示
す
る
の
は
話
に
な
ら
な
い
﹂
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
﹁
経
済
協
力
﹂
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
、﹁
池
田
首
相
は
、
日
本
の
立
場
か
ら
は
、
請
求
権
だ
け
で
は
大
き
な
金
額
を
支
払
う
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
法
的
根
拠
が
確
実
な
項
目
に
対
し
て
の
み
請
求
権
と
し
て
支
払
い
、
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
他
の
名
目
で
支
払
う
の
が
望
ま
し
い
と
述
べ
、
他
の
名
目
で
の
支
払
い
に
際
し
て
、
無
償
援
助
が
韓
国
の
国
民
感
情
上
、
困
難
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
経
済
協
力
の
名
目
と
し
て
、
長
期
低
利
の
借
款
を
提
供
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
述
べ
た
﹂
と
い
う
、
あ
く
ま
で
池
田
首
相
の
提
案
と
し
て
の
記
述
に
と
ど
ま
り
、
朴
正
熙
自
ら
が
そ
れ
に
同
意
し
た
と
い
う
事
実
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
部
分
は
、
韓
国
側
記
録
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
金
裕
澤
特
使
の
帰
国
後
に
作
成
さ
れ
た
﹁
最
終
譲
歩
案
﹂︵
九
月
一
一
日
付
︶
で
、
請
求
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権
問
題
の
妥
協
と
し
て
﹁
無
償
援
助
﹂
の
獲
得
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
朴
正
熙
が
﹁
dignity
﹂
や
﹁
国
民
感
情
﹂
を
理
由
に
無
償
援
助
を
辞
退
し
、
長
期
低
利
借
款
に
同
意
し
た
と
は
考
え
に
(
)
く
い
。
199
会
談
の
合
意
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た
﹁
早
急
な
事
務
的
検
討
の
進
展
﹂
を
め
ぐ
っ
て
も
、
日
韓
の
議
事
録
の
表
現
に
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
日
本
側
議
事
録
に
は
、﹁
種
々
複
雑
な
問
題
﹂
が
多
い
の
で
、
当
面
は
急
い
で
事
務
的
検
討
を
進
め
る
し
か
な
い
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
の
に
対
し
て
、
韓
国
側
会
談
記
録
は
、﹁
会
談
を
急
速
に
進
展
さ
せ
、
早
急
に
実
務
的
討
議
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
﹂
と
い
う
こ
と
に
合
意
し
た
と
明
記
し
て
い
る
。
当
時
の
日
韓
の
思
惑
の
違
い
が
露
呈
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
日
韓
両
国
の
会
談
記
録
に
は
、
協
議
の
内
容
や
合
意
事
項
を
め
ぐ
っ
て
、
少
な
か
ら
ず
相
違
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
争
点
に
つ
い
て
、
朴
正
熙
が
池
田
に
対
し
て
十
分
な
主
張
や
反
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
日
本
側
の
主
張
に
沿
う
よ
う
な
言
質
を
取
ら
れ
た
と
も
い
え
る
展
開
に
な
っ
た
。﹁
法
的
根
拠
が
あ
る
も
の
に
限
る
﹂、﹁
無
償
援
助
よ
り
長
期
低
利
借
款
の
経
済
協
力
﹂、﹁
実
務
協
議
の
詰
め
﹂
な
ど
は
日
本
側
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
り
、
朴
正
熙
の
発
言
は
、
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
や
曖
昧
さ
を
伴
い
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
主
張
に
同
意
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
余
地
を
残
し
た
。
日
韓
両
国
の
会
談
記
録
を
総
合
的
に
分
析
す
る
と
、
会
談
全
体
が
池
田
首
相
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
だ
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
池
田
首
相
は
、
懸
案
に
関
す
る
詳
細
な
知
識
な
ど
を
駆
使
し
つ
つ
、
日
本
側
主
張
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
朴
正
熙
の
同
意
と
言
質
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
反
面
、
朴
正
熙
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
会
談
で
何
を
目
指
し
た
の
か
、
そ
の
戦
略
や
目
標
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
具
体
的
な
成
果
も
乏
し
か
っ
た
。
韓
国
側
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
は
請
求
権
の
金
額
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
朴
正
熙
は
池
田
を
相
手
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
折
衝
に
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
会
談
の
公
式
記
録
に
は
、
日
本
側
が
提
示
し
た
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
不
当
さ
へ
の
指
摘
と
反
論
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
会
談
後
、
池
田
首
相
が
伊
関
局
長
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
朴
正
熙
か
ら
、﹁
全
体
を
含
め
て
い
く
ら
支
払
っ
て
も
ら
え
る
か
﹂
と
い
う
﹁
質
問
﹂
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
池
田
が
﹁
請
求
権
は
も
う
少
し
事
務
折
衝
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
経
済
協
力
の
方
は
韓
国
の
五
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か
年
計
画
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
っ
た
上
で
き
め
ね
ば
な
ら
な
い
﹂
と
応
酬
し
、
金
裕
澤
特
使
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
対
応
を
繰
り
返
し
て
も
、
朴
正
熙
か
ら
そ
れ
以
上
の
踏
み
込
み
は
な
か
(
)
っ
た
。
そ
も
そ
も
本
格
的
な
金
額
の
交
渉
を
予
定
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
不
200
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
首
脳
レ
ベ
ル
で
の
大
枠
の
打
診
に
も
持
ち
込
め
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
早
期
妥
結
を
目
指
す
韓
国
側
に
と
っ
て
、
首
脳
会
談
と
し
て
は
失
敗
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
朴
正
熙
自
身
、
会
談
の
成
果
や
展
開
に
不
満
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
会
談
の
ま
と
め
に
あ
た
り
、
朴
正
熙
は
、
若
干
の
抵
抗
と
と
も
に
、
次
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
た
。
日
本
側
議
事
録
に
よ
る
と
、
池
田
・
朴
正
熙
の
単
独
会
談
が
一
旦
終
了
し
、﹁
出
席
者
全
員
入
室
し
、
新
聞
発
表
振
り
を
打
合
せ
た
﹂
が
、
そ
の
後
、﹁
朴
議
長
の
要
望
﹂
で
、
他
の
出
席
者
は
﹁
再
度
退
室
﹂
し
、
二
人
だ
け
の
会
談
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
朴
正
熙
は
三
つ
の
要
望
を
出
し
た
。
第
一
は
、
当
初
予
定
さ
れ
た
、
米
国
か
ら
の
帰
途
の
日
本
立
ち
寄
り
の
キ
ャ
ン
セ
ル
で
あ
っ
た
。﹁
一
一
月
二
四
日
午
後
六
時
米
国
よ
り
の
帰
途
羽
田
に
立
寄
る
予
定
で
あ
り
、
当
初
は
一
泊
の
後
翌
朝
帰
韓
﹂
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
変
更
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
池
田
は
、﹁
日
本
側
に
遠
慮
さ
れ
る
こ
と
な
く
一
泊
の
上
翌
朝
発
た
れ
て
は
ど
う
か
﹂
と
﹁
慰
留
﹂
し
た
が
、
朴
正
熙
は
、
日
本
側
の
警
備
上
の
負
担
を
理
由
に
、
一
泊
せ
ず
、
羽
田
か
ら
直
接
韓
国
に
帰
国
す
る
こ
と
を
告
げ
た
。
確
か
に
、
前
日
の
羽
田
到
着
時
に
、
朝
鮮
総
連
な
ど
の
抗
議
行
動
で
、
延
べ
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
警
察
が
動
員
さ
れ
る
厳
戒
態
勢
が
敷
か
れ
る
状
況
で
は
あ
(
)
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
は
、
日
本
で
の
再
会
201
談
に
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
と
い
う
判
断
が
予
定
変
更
の
背
景
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
点
は
、
岸
信
介
前
首
相
の
訪
韓
招
請
で
あ
っ
た
。
日
本
側
議
事
録
に
は
、﹁
朴
議
長
よ
り
、
近
い
将
来
岸
前
総
理
に
是
非
来
韓
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
述
べ
た
﹂
と
い
う
簡
単
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
韓
国
側
会
談
記
録
に
は
、
池
田
の
方
か
ら
、﹁
適
切
な
時
期
︵
今
年
中
︶
に
、
岸
信
介
か
石
井
光
次
郎
を
韓
国
に
招
請
し
、
政
治
会
談
を
ソ
ウ
ル
で
開
催
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
﹂
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
提
案
な
の
か
を
め
ぐ
っ
て
、
食
い
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
韓
国
側
会
談
記
録
に
は
、
そ
の
目
的
と
し
て
、﹁
実
務
的
討
議
で
の
意
見
の
違
い
を
土
台
に
、
同
政
治
会
談
で
の
政
治
折
衝
で
解
決
を
図
る
た
め
で
あ
る
﹂
と
い
う
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注
記
が
付
い
て
お
り
、
内
容
か
ら
考
え
て
も
、
朴
正
熙
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
朴
正
熙
と
し
て
は
、
池
田
と
の
会
談
は
形
式
的
か
つ
儀
礼
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
土
台
に
、
岸
ら
親
韓
派
政
治
家
と
の
実
質
的
な
政
治
折
衝
に
期
待
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
池
田
は
、
会
談
後
、
岸
や
石
井
の
訪
韓
に
対
し
て
、
ま
す
ま
す
消
極
姿
勢
に
傾
き
、
親
韓
派
の
政
治
力
に
依
存
す
る
朴
正
熙
の
戦
略
は
む
し
ろ
逆
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
も
い
(
)
え
る
。
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第
三
は
、
在
日
韓
国
人
に
よ
る
銀
行
設
置
許
可
の
要
望
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
池
田
は
、﹁
中
国
人
な
ど
第
三
国
人
関
係
で
困
難
な
点
が
あ
る
﹂
と
述
べ
、
難
色
を
示
し
た
。
朴
正
熙
と
し
て
は
、﹁
岸
か
石
井
の
訪
韓
﹂
に
よ
る
政
治
会
談
へ
の
言
質
を
取
っ
た
の
が
、
ほ
ぼ
唯
一
の
具
体
的
な
﹁
成
果
﹂
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
韓
国
側
議
事
録
に
は
、
会
談
の
最
後
に
、﹁
池
田
首
相
は
、
九
九
・
九
％
両
者
が
合
意
し
た
と
い
う
こ
と
で
発
表
す
る
よ
う
提
案
し
た
が
、
朴
議
長
は
、
大
体
の
合
意
と
い
う
こ
と
で
発
表
し
よ
う
と
答
え
た
﹂
と
い
う
や
り
取
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。﹁
成
果
﹂
を
め
ぐ
る
両
者
の
認
識
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
韓
国
側
の
逐
語
資
料
の
末
尾
に
は
、
朴
正
熙
の
発
言
と
し
て
、﹁
こ
の
会
談
が
無
意
味
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
で
韓
日
会
談
が
円
滑
に
進
む
契
機
に
も
な
り
う
る
。
池
田
首
相
が
韓
日
問
題
の
解
決
に
相
当
の
熱
意
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
資
料
の
形
式
か
ら
み
て
、
会
談
中
の
発
言
と
い
う
よ
り
、
資
料
作
成
に
あ
た
り
、
朴
正
熙
自
身
の
会
談
評
価
と
し
て
記
録
に
残
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
会
談
後
の
池
田
・
朴
正
熙
の
両
者
の
反
応
も
対
照
的
で
あ
っ
た
。
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
に
よ
る
と
、﹁
会
談
後
、
池
田
総
理
は
大
変
機
嫌
よ
く
、﹃
九
九
％
成
功
だ
﹄
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
﹂
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、﹁
話
合
い
は
大
体
わ
が
方
で
考
え
て
い
た
と
お
り
に
進
﹂
ん
だ
か
ら
で
あ
(
)
っ
た
。
そ
の
反
面
、
会
談
後
の
朴
正
熙
は
、
前
述
の
韓
国
側
会
談
記
録
の
末
尾
の
﹁
評
価
﹂
に
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も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
控
え
目
な
発
言
が
目
立
っ
た
。
朴
正
熙
は
、
東
京
の
駐
日
代
表
部
に
立
ち
寄
り
、
裵
義
煥
ら
に
対
し
て
、
会
談
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、﹁
韓
日
会
談
の
成
敗
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
こ
の
会
談
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
は
後
世
の
歴
史
が
判
断
す
べ
き
﹂
と
述
べ
た
と
(
)
い
う
。
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朴
正
熙
議
長
は
、
池
田
首
相
と
の
会
談
後
、
石
井
光
次
郎
日
韓
問
題
懇
談
会
座
長
お
よ
び
岸
信
介
元
首
相
主
催
の
午
餐
会
、
記
者
会
見
、
朴
正
熙
議
長
主
催
の
晩
餐
会
な
ど
の
行
事
を
終
え
、
同
日
午
後
一
〇
時
、
羽
田
発
の
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
機
で
米
国
に
向
か
っ
た
。
約
三
〇
時
間
の
日
本
滞
在
で
あ
っ
た
。
駐
日
代
表
部
が
懸
念
と
と
も
に
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
朴
正
熙
が
東
京
を
発
っ
た
直
後
か
ら
、
日
本
で
は
、﹁
日
本
の
従
来
の
主
張
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
た
﹂
と
す
る
報
道
が
相
次
(
)
い
だ
。﹁
日
本
側
の
一
方
的
な
﹃
宣
伝
攻
勢
﹄
に
影
響
さ
れ
、
韓
国
国
内
の
世
論
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は
懐
疑
的
﹂
に
な
る
こ
と
へ
の
憂
慮
で
あ
っ
た
。
事
実
、
韓
国
国
内
で
は
、
朴
正
熙
の
訪
日
は
何
ら
成
果
が
な
く
、
日
本
側
の
主
張
に
譲
歩
し
た
だ
け
と
い
う
批
判
が
高
ま
(
)
っ
た
。
焦
点
は
請
求
権
と
経
済
協
力
で
あ
っ
た
。﹁
法
的
根
拠
が
確
実
な
個
人
請
求
権
の
み
の
請
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求
に
両
首
脳
が
合
意
﹂、﹁
朴
議
長
の
要
請
で
、
無
償
援
助
の
代
わ
り
に
、
借
款
の
提
供
に
合
意
﹂
な
ど
の
日
本
側
報
道
が
、
池
田
首
相
ら
日
本
政
府
の
認
識
と
リ
ー
ク
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
東
京
の
駐
日
代
表
部
は
、﹁
個
人
関
係
の
請
求
権
の
み
の
支
払
い
で
合
意
し
た
と
い
う
宣
伝
報
道
は
、
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
が
自
民
党
の
日
韓
問
題
懇
談
会
な
ど
で
述
べ
た
内
容
﹂
で
あ
り
、﹁
こ
う
し
た
噂
が
、
繰
り
返
さ
れ
る
宣
伝
の
結
果
、
既
定
事
実
に
な
っ
た
印
象
が
あ
る
﹂
と
報
告
し
、
強
い
懸
念
を
示
し
た
。﹁
本
代
表
団
は
、
上
部
の
指
示
に
よ
り
、
こ
う
し
た
宣
伝
攻
勢
に
対
し
て
沈
黙
を
守
っ
て
き
た
﹂
と
す
る
駐
日
代
表
部
の
報
告
電
文
に
は
、
従
来
の
韓
国
側
の
公
式
主
張
と
は
異
な
る
内
容
が
、
首
脳
会
談
の
合
意
事
項
と
し
て
大
々
的
に
報
道
さ
れ
る
状
況
に
対
す
る
戸
惑
い
と
混
乱
ぶ
り
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
池
田
・
朴
会
談
に
も
陪
席
し
た
裵
義
煥
日
韓
会
談
首
席
代
表
は
、
回
顧
録
の
中
で
、﹁
確
実
な
根
拠
が
あ
る
も
の
だ
け
を
要
求
す
る
﹂
と
し
た
朴
正
熙
議
長
の
発
言
が
﹁
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
歪
曲
報
道
さ
れ
、
韓
日
会
談
の
進
展
に
波
乱
を
も
た
ら
し
﹂、﹁
請
求
権
の
解
決
に
お
い
て
長
い
間
障
害
と
な
っ
た
﹂
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
日
韓
間
の
行
き
違
い
と
混
乱
の
原
因
は
﹁
伊
関
局
長
の
我
田
引
水
の
解
釈
﹂
に
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
日
本
側
報
道
の
内
容
は
、
池
田
首
相
の
口
述
に
よ
る
議
事
録
の
要
点
を
ほ
ぼ
正
確
に
伝
え
て
お
り
、
伊
関
局
長
の
﹁
誤
解
﹂
や
メ
デ
ィ
ア
の
﹁
歪
曲
﹂
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
陪
席
や
通
訳
、
記
録
係
を
一
切
同
席
さ
せ
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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な
か
っ
た
、
首
脳
間
の
﹁
密
室
会
談
﹂
そ
の
も
の
の
危
う
さ
と
不
透
明
さ
の
問
題
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
池
田
首
相
の
口
述
に
よ
る
日
本
側
記
録
は
、
池
田
自
ら
の
主
張
を
中
心
に
議
論
の
経
過
と
﹁
合
意
﹂
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
客
観
性
や
正
確
さ
に
は
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
は
、
後
に
、
外
務
省
内
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
中
で
、
会
談
記
録
の
作
成
過
程
や
日
本
側
議
事
録
の
内
容
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
(
)
い
る
。
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﹁
伊
関
：
あ
と
で
池
田
さ
ん
か
ら
私
が
き
い
て
、
そ
れ
が
会
談
録
に
な
っ
て
い
る
︱
︱
﹃
こ
れ
で
い
い
で
す
か
﹄
と
い
っ
て
み
せ
た
ら
、
そ
の
時
は
直
さ
れ
て
﹃
こ
れ
で
い
い
﹄
と
い
っ
た
か
ら
会
談
録
に
し
た
の
だ
が
︱
︱
池
田
さ
ん
が
私
に
正
直
に
し
ゃ
べ
っ
た
か
ど
う
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
あ
と
で
、
こ
の
会
談
録
を
み
せ
た
ら
、
池
田
さ
ん
が
ヘ
ェ
ー
と
い
う
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
ん
だ
ね
。
そ
の
後
、
い
ろ
ん
な
話
の
時
に
こ
れ
を
引
用
す
る
と
、
池
田
さ
ん
が
時
々
忘
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
一
番
問
題
に
な
る
の
は
﹃
請
求
権
は
法
的
根
拠
の
あ
る
も
の
に
限
る
﹄
と
い
う
へ
ん
な
文
句
が
出
て
き
た
ん
だ
ね
。
こ
う
い
う
首
脳
会
談
は
あ
る
意
味
で
一
つ
の
進
歩
に
も
な
る
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
問
題
を
よ
く
知
ら
な
い
の
が
二
人
で
話
す
の
だ
か
ら
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
点
が
残
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。
池
田
さ
ん
は
池
田
さ
ん
で
﹃
ど
う
も
朴
正
熙
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
ん
ら
し
い
﹄
な
ん
て
い
っ
て
い
る
。
柳
谷
：
そ
う
で
す
ね
。﹃﹁
米
国
解
釈
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
﹂
と
い
っ
た
ら
、
朴
議
長
は
あ
ま
り
承
知
し
て
い
な
い
印
象
で
あ
っ
た
﹄
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
無
償
援
助
は
あ
ま
り
面
白
く
な
い
と
池
田
総
理
が
い
わ
れ
て
、
朴
議
長
も
そ
れ
に
応
じ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
伊
関
：
そ
の
辺
が
必
ず
し
も
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
池
田
さ
ん
自
身
が
自
分
に
都
合
の
い
い
と
こ
ろ
だ
け
を
記
憶
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
文
書
は
韓
国
側
の
そ
の
後
の
主
張
か
ら
み
る
と
お
か
し
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ね
。﹂
し
か
し
、
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
朴
正
熙
の
口
述
に
よ
る
韓
国
側
会
談
記
録
と
突
き
合
わ
せ
て
検
討
し
て
も
、
会
談
に
お
け
る
朴
正
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熙
の
発
言
に
は
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
多
く
、﹁
誤
解
﹂
を
与
え
る
余
地
が
十
分
に
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、﹁
誤
解
﹂
と
い
う
よ
り
、
従
来
の
韓
国
側
主
張
か
ら
大
き
く
譲
歩
す
る
姿
勢
を
示
唆
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
発
言
だ
け
を
言
質
と
し
て
取
ら
れ
、
請
求
権
金
額
の
折
衝
と
い
う
目
的
に
は
失
敗
し
た
、
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
外
交
交
渉
の
経
験
や
知
識
に
乏
し
い
朴
正
熙
が
十
分
な
準
備
も
な
く
、
陪
席
な
し
の
単
独
の
首
脳
会
談
に
臨
ん
だ
こ
と
自
体
、
外
交
的
に
は
計
り
知
れ
な
い
リ
ス
ク
を
伴
う
行
為
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
朴
正
熙
政
権
は
、
訪
日
お
よ
び
池
田
と
の
首
脳
会
談
で
、
何
ら
具
体
的
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
会
談
後
は
、
日
本
側
の
﹁
宣
伝
攻
勢
﹂
へ
の
釈
明
や
打
ち
消
し
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
朴
正
熙
議
長
は
、
訪
米
か
ら
の
帰
途
、
一
一
月
二
五
日
午
前
五
時
一
五
分
、
英
国
海
外
航
空
︵
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
︶
機
で
羽
田
に
着
い
た
。
当
初
は
、
飛
行
機
の
乗
り
継
ぎ
を
待
つ
間
、
空
港
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
で
杉
首
席
代
表
や
卜
部
ア
ジ
ア
局
長
代
理
ら
と
の
面
談
な
ど
の
行
事
が
準
備
さ
れ
た
。
し
か
し
、
直
前
に
な
っ
て
、
こ
う
し
た
予
定
は
す
べ
て
取
り
消
さ
れ
、
朴
正
熙
は
、
空
港
内
の
建
物
に
入
る
こ
と
な
く
、
待
機
し
て
い
た
米
国
の
第
五
空
軍
司
令
官
専
用
機
Ｃ
-五
四
に
乗
り
込
み
、
午
前
六
時
三
〇
分
、
ソ
ウ
ル
に
向
け
出
発
(
)
し
た
。
夜
明
け
前
に
羽
田
空
港
ま
で
出
迎
え
た
杉
と
208
卜
部
は
、
短
時
間
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
機
内
に
入
り
、﹁
簡
単
な
挨
拶
を
交
わ
し
た
だ
け
﹂
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
を
伝
え
た
﹃
朝
日
新
聞
﹄
は
、
﹁
飛
行
機
の
乗
り
継
ぎ
に
対
す
る
も
の
と
し
て
は
、
異
例
の
﹃
歓
送
﹄
ぶ
り
﹂
と
報
じ
た
が
、
実
際
に
は
、
冷
た
い
空
気
が
流
れ
て
(
)
い
た
。
東
京
で
の
一
泊
の
予
定
を
朴
正
熙
自
ら
が
辞
退
し
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
短
い
﹁
滞
在
﹂
と
な
っ
た
。
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同
じ
く
空
港
に
出
迎
え
た
裵
義
煥
首
席
代
表
は
、
朴
正
熙
の
態
度
と
関
連
し
て
、﹁
日
本
の
歪
曲
報
道
﹂
を
一
因
と
し
て
挙
(
)
げ
た
。
卜
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部
ア
ジ
ア
局
長
も
、﹁︵
朴
議
長
は
︶
羽
田
で
裵
首
席
や
李
公
使
か
ら
新
聞
漏
洩
の
件
を
聞
き
、
不
満
を
示
し
た
と
も
い
わ
れ
る
﹂
と
報
告
(
)
し
た
。
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朴
正
熙
は
帰
国
後
、
一
二
月
七
日
の
記
者
会
見
で
、﹁﹃
請
求
権
と
経
済
協
力
を
区
別
す
る
﹄
と
い
う
韓
国
政
府
の
態
度
に
変
わ
り
は
な
い
。
池
田
首
相
は
﹃
請
求
権
と
い
う
名
目
で
は
日
本
国
民
を
納
得
さ
せ
る
の
が
困
難
な
の
で
、
他
の
方
法
、
た
と
え
ば
長
期
低
利
借
款
の
よ
う
な
方
法
で
す
れ
ば
よ
か
ろ
う
﹄
と
語
っ
た
が
、
私
は
、
経
済
協
力
は
請
求
権
問
題
を
解
決
し
、
国
交
が
正
常
化
さ
れ
た
後
で
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
答
え
た
﹂
と
述
べ
、
日
本
側
の
主
張
に
同
意
し
た
と
い
う
報
道
を
否
定
し
た
。
さ
ら
に
、
同
日
、
韓
国
政
府
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
池
田
・
朴
会
談
の
内
容
を
発
表
し
、﹁
個
人
の
請
求
権
の
み
を
要
求
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
﹂
と
い
う
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
の
発
言
は
﹁
同
会
談
内
容
を
完
全
に
歪
曲
解
釈
し
た
も
の
﹂
で
あ
り
、﹁
韓
国
側
は
日
本
か
ら
無
償
援
助
の
代
わ
り
に
長
期
低
利
借
款
を
要
求
し
た
﹂
と
い
う
報
道
に
つ
い
て
は
、﹁
こ
れ
は
事
実
に
反
す
る
﹂
と
強
く
反
発
(
)
し
た
。
212
し
か
し
、
朴
正
熙
政
権
は
、
こ
う
し
た
表
面
上
の
反
発
と
は
裏
腹
に
、
再
開
さ
れ
た
日
韓
会
談
で
の
実
務
協
議
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
池
田
・
朴
会
談
の
唯
一
の
﹁
成
果
﹂
と
も
い
え
る
、﹁
石
井
か
岸
﹂
の
訪
韓
に
よ
る
政
治
会
談
の
実
現
に
期
待
を
つ
な
が
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
︵
︶
Seoul︵
B
erger︶
to
SecState,E
m
btel370,A
ugust
23,1961,D
D
R
S.
170
︵
︶
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
李
度
珩
＊
﹃
黒
幕
︱
︱
韓
日
交
渉
秘
話
﹄︵
朝
鮮
日
報
社
、
一
九
八
七
︶、
一
二
〇
～
一
二
一
頁
趙
甲
済
＊
﹃
朴
正
熙
︱
︱
あ
る
近
代
化
171
；
革
命
家
の
悲
壮
な
生
涯
﹄
第
五
巻
︵
趙
甲
済
ド
ッ
ト
コ
ム
、
二
〇
〇
七
︶、
八
九
～
九
四
頁
中
央
日
報
特
別
取
材
チ
ー
ム
＊
﹃
実
録
・
朴
正
熙
﹄︵
中
央
Ｍ
＆
Ｂ
、
一
；
九
九
八
︶、
二
二
六
～
二
二
七
頁
な
ど
が
あ
る
。
金
東
祚
＊
﹃
回
想
三
〇
年
︱
︱
韓
日
会
談
﹄︵
中
央
日
報
社
、
一
九
八
六
年
︶、
二
二
二
～
二
二
四
頁
に
も
類
似
し
た
記
述
が
あ
る
。
金
東
祚
は
日
韓
会
談
の
最
終
段
階
で
韓
国
側
首
席
代
表
を
務
め
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
日
韓
交
渉
に
直
接
に
関
与
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
在
京
米
大
使
館
○
○
︵
名
前
は
削
除
︶
書
記
官
の
内
話
に
関
す
る
件
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
一
一
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-1154-1792。
内
々
の
172
通
報
を
し
て
き
た
駐
日
大
使
館
の
書
記
官
は
、﹁︵
こ
れ
は
絶
対
極
秘
に
扱
わ
れ
た
い
と
前
置
し
て
︶
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
朴
正
熙
議
長
を
恐
ら
く
一
一
月
一
四
日
お
よ
び
一
五
日
の
両
日
ワ
シ
ン
ト
ン
に
招
待
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
米
国
式
に
言
っ
て
、
business
type
visit
で
あ
り
、
state
visit
で
は
な
い
。
本
件
の
今
後
の
発
展
に
つ
い
て
も
日
本
側
に
随
時
お
伝
え
し
よ
う
﹂
と
述
べ
た
。
︵
︶
朝
海
大
使
か
ら
小
坂
大
臣
宛
の
電
文
﹁
ケ
大
統
領
の
朴
中
将
招
待
に
関
す
る
件
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
一
三
日
発
︵
九
月
一
四
日
着
︶、
日
本
外
交
文
書
、
173
6-1154-1793。
同
電
文
で
は
、
コ
ー
エ
ン
の
肩
書
が
﹁
東
南
ア
ジ
ア
局
長
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
極
東
局
︵
B
ureau
of
F
ar
E
astern
A
fairs︶
北
東
ア
ジ
ア
課
長
︵
D
irector
ofthe
O
fice
ofN
ortheastA
sian
A
fairs︶
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
コ
ー
レ
ン
は
一
九
六
一
年
七
月
～
一
二
月
の
間
、
北
東
ア
ジ
ア
課
長
を
務
め
、
そ
の
後
、
東
南
ア
ジ
ア
課
長
︵
D
irector
ofthe
O
fice
ofSoutheast
A
sian
A
fairs︶
に
異
動
し
た
。
コ
ー
レ
ン
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
FR
U
S,1961-63,vol.22
の
“List
ofPersons”を
参
照
。
︵
︶
当
時
、
韓
国
外
務
部
政
務
局
長
と
し
て
日
韓
会
談
に
携
わ
っ
た
金
東
祚
に
よ
る
と
、
一
九
五
四
年
七
月
、
李
承
晩
大
統
領
の
訪
米
の
際
に
、
米
国
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
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ー
政
権
は
、
日
韓
首
脳
間
の
接
触
を
誘
導
し
、
い
わ
ゆ
る
﹁
久
保
田
発
言
﹂
で
膠
着
状
態
に
あ
っ
た
日
韓
関
係
を
打
開
す
る
契
機
を
模
索
す
る
と
い
う
意
図
も
あ
っ
て
、
日
本
経
由
の
訪
米
日
程
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
李
承
晩
は
、﹁
日
本
の
地
に
は
絶
対
に
足
を
踏
み
入
れ
な
い
﹂
と
頑
な
に
拒
否
し
、
東
京
で
は
な
く
、
シ
ア
ト
ル
経
由
の
ワ
シ
ン
ト
ン
入
り
に
な
っ
た
と
い
う
。
金
東
祚
＊
﹃
回
想
三
〇
年
﹄、
七
一
頁
。
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
朴
正
熙
議
長
日
本
招
待
の
件
﹂、
一
九
六
一
年
九
月
二
六
日
、
日
本
外
交
文
書
、
5-1088-961
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
朴
正
熙
議
長
の
米
国
に
お
け
175
；
る
取
扱
に
つ
い
て
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
七
日
、
日
本
外
交
文
書
、
5-1088-962。
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
伊
関
・
李
東
煥
会
談
要
旨
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
三
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-597-359。
176
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
朴
議
長
訪
日
問
題
に
関
す
る
○
○
︵
削
除
︶
書
記
官
の
内
話
﹂
一
九
六
一
年
一
〇
月
一
六
日
、
日
本
外
交
文
書
、
5-1088-962。
情
報
を
寄
せ
た
177
米
国
大
使
館
書
記
官
の
名
前
は
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ラ
イ
ス
テ
ィ
ー
ン
︵
W
iliam
H
.G
leysteen,Jr.︶
二
等
書
記
官
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
東
京
で
日
本
外
務
省
や
韓
国
の
駐
日
代
表
部
と
頻
繁
に
接
触
し
、
日
韓
関
係
を
担
当
し
て
い
た
の
は
グ
ラ
イ
ス
テ
ィ
ー
ン
で
あ
り
、
韓
国
側
外
交
文
書
に
は
実
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
国
北
京
生
ま
れ
の
グ
ラ
イ
ス
テ
ィ
ー
ン
は
主
と
し
て
東
ア
ジ
ア
地
域
を
担
当
し
た
キ
ャ
リ
ア
外
交
官
で
あ
り
、
カ
ー
タ
ー
政
権
期
に
駐
韓
大
使
︵
一
九
七
八
年
七
月
～
八
一
年
六
月
︶
を
務
め
た
。
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
韓
国
外
務
部
長
官
特
別
顧
問
李
用
熙
の
小
坂
大
臣
に
対
す
る
会
見
要
請
の
件
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
五
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-597-356。
178
︵
︶
李
用
熙
は
、
一
〇
月
一
〇
日
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
と
は
面
談
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
米
国
大
使
館
が
同
日
、
外
務
省
に
通
報
し
た
会
談
内
容
は
決
し
て
好
意
179
的
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
・
李
用
熙
会
談
要
旨
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
一
〇
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-1154-1792。
︵
︶
趙
甲
済
＊
﹃
朴
正
熙
﹄
第
五
巻
、
九
〇
～
九
一
頁
。
趙
甲
済
の
記
述
は
基
本
的
に
崔
英
澤
の
証
言
に
基
づ
い
て
い
る
。
趙
が
引
用
し
て
い
る
中
央
情
報
部
か
ら
の
指
180
示
電
文
は
、
公
開
外
交
文
書
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
︵
︶
外
務
部
長
官
か
ら
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
﹁
行
政
研
究
書
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
三
日
、﹁
朴
正
熙
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
の
日
本
訪
問
、
1961.11.
181
11-12﹂、
韓
国
外
交
文
書
、
724.11JA
1961、
786、
C
-0006-04、
0097～
0110。
︵
︶
中
央
日
報
の
取
材
に
よ
る
朴
正
熙
の
伝
記
は
、
朴
正
熙
の
訪
日
に
つ
い
て
、﹁
腹
心
の
崔
英
澤
か
ら
︵
日
韓
会
談
に
向
け
た
日
本
政
界
工
作
の
︶
順
調
な
進
捗
状
況
182
の
報
告
を
受
け
て
い
た
﹂
金
鍾
泌
が
、
一
一
月
の
訪
米
が
決
ま
っ
た
後
、
訪
米
途
中
の
訪
日
を
朴
正
熙
に
提
案
、
説
得
し
、
自
ら
そ
の
準
備
の
た
め
、
日
本
に
乗
り
込
ん
だ
と
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
崔
英
澤
の
回
顧
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
駐
日
代
表
部
に
お
い
て
、
崔
英
澤
参
事
官
が
軍
事
政
権
の
実
力
者
と
し
て
実
権
を
握
っ
て
お
り
、
伊
関
局
長
か
ら
李
東
煥
へ
の
朴
正
熙
訪
日
提
案
が
通
常
の
外
交
ル
ー
ト
で
は
な
く
、﹁
極
秘
裏
﹂
に
金
鍾
泌
ラ
イ
ン
に
の
み
報
告
さ
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
中
央
日
報
特
別
取
材
チ
ー
ム
＊
﹃
実
録
・
朴
正
熙
﹄、
二
二
六
～
二
二
七
頁
。
︵
︶
一
九
六
一
年
一
一
月
二
日
、
箱
根
で
開
か
れ
た
第
一
回
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
の
こ
と
を
指
す
。
183
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
池
田
総
理
、
金
鍾
泌
部
長
会
談
要
旨
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
五
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-1165-1820。
184
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
小
坂
・
金
鍾
泌
第
二
回
会
談
要
旨
﹂、
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
七
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-1165-1820。
こ
う
し
た
金
鍾
泌
の
反
応
は
、
彼
自
185
身
、
そ
も
そ
も
朴
正
熙
の
訪
日
が
米
国
の
示
唆
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
の
主
導
グ
ル
ー
プ
の
中
で
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
201
も
、
と
り
わ
け
金
鍾
泌
ら
佐
官
級
の
若
手
将
校
た
ち
は
、﹁
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
﹂
の
傾
向
が
あ
る
と
見
ら
れ
、
米
国
大
使
館
か
ら
警
戒
さ
れ
た
。
バ
ー
ガ
ー
大
使
は
、
金
鍾
泌
を
中
心
と
し
た
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
の
中
核
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、﹁﹃
権
力
へ
の
意
志
﹄
と
無
慈
悲
さ
の
傾
向
﹂
と
と
も
に
、﹁
暴
発
し
や
す
い
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
︵
touchy
ultra-nationalism
︶
と
、
覆
い
隠
し
き
れ
て
い
な
い
反
米
主
義
︵
barely
concealed
anti-A
m
ericanism
︶﹂
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
と
述
べ
、
批
判
的
な
見
解
を
本
国
政
府
に
報
告
し
て
い
る
。
G
regg
B
razinsky,N
ation
B
uilding
in
South
K
orea:K
oreans,A
m
ericans,and
the
M
aking
ofa
D
em
ocracy
︵
C
hapelH
il:T
he
U
niversity
ofN
orth
C
arolina
Press,2007︶,p.131.そ
の
他
に
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
を
は
じ
め
、
米
国
政
府
の
金
鍾
泌
に
対
す
る
警
戒
な
ど
に
つ
い
て
は
、
朴
泰
均
＊
﹃
友
邦
と
帝
国
﹄
が
詳
し
い
。
︵
︶
池
田
首
相
の
親
書
お
よ
び
朴
正
熙
議
長
の
返
書
は
、
日
本
外
交
文
書
、
5-1088-963
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
186
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
杉
首
席
代
表
訪
韓
報
告
﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
四
日
、
日
本
外
交
文
書
、
5-1088-960。
187
︵
︶
裵
義
煥
＊
﹃
麦
峠
は
越
え
た
が
﹄、
一
三
二
頁
。
188
︵
︶
﹁
五
億
ド
ル
﹂
と
い
う
﹁
情
報
﹂
が
何
を
指
す
の
か
は
、
資
料
上
は
確
認
で
き
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
九
月
五
日
、
バ
ー
ガ
ー
大
使
が
武
内
次
官
ら
に
対
し
て
、
189
韓
国
側
の
﹁
最
終
的
な
狙
い
﹂
と
し
て
﹁
解
説
﹂
し
た
﹁
五
～
六
億
ド
ル
の
辺
﹂
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
金
額
で
あ
る
。
︵
︶
﹁
日
韓
請
求
権
問
題
解
決
要
綱
に
つ
い
て
﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
七
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-1174-1366。﹁
下
記
の
ラ
イ
ン
﹂
と
は
、
請
求
権
や
無
償
援
助
、
長
190
期
低
利
の
経
済
援
助
の
金
額
や
条
件
な
ど
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
た
部
分
を
指
す
。
︵
︶
ア
ジ
ア
局
長
﹁
日
韓
会
談
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
﹂、
一
九
六
二
年
一
月
一
六
日
、
お
よ
び
ア
ジ
ア
局
﹁
日
韓
請
求
権
交
渉
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
﹂、
一
191
九
六
二
年
二
月
七
日
。
そ
れ
ぞ
れ
﹁
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録
総
説
八
﹂、
二
一
二
～
二
二
九
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
当
時
、
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
を
中
心
に
練
ら
れ
た
請
求
権
問
題
解
決
の
構
想
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
︵
︶
﹁
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録
総
説
八
﹂、
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
。
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︵
︶
外
務
大
臣
の
閣
議
口
頭
報
告
︵
案
︶﹁
朴
正
熙
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
の
訪
日
に
関
す
る
件
﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
六
日
、
日
本
外
交
文
書
、
5-1088-967
外
193
；
務
省
ア
ジ
ア
局
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
朴
正
熙
韓
国
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
一
行
訪
日
接
伴
要
綱
︵
暫
定
案
︶﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
七
日
、
日
本
外
交
文
書
、
5-1088-964。
︵
︶
会
談
形
式
を
め
ぐ
る
折
衝
の
過
程
で
、
日
本
側
は
、
①
大
平
官
房
長
官
と
小
坂
外
務
大
臣
ら
少
数
の
陪
席
者
を
入
れ
る
案
、
②
﹁
陪
席
者
と
通
訳
を
一
切
入
れ
な
い
194
朴
議
長
と
池
田
首
相
の
単
独
会
談
﹂
の
二
つ
の
案
を
提
示
し
つ
つ
、﹁
池
田
は
②
案
の
形
で
会
談
を
行
い
、
よ
り
多
く
、
ま
た
深
い
話
を
し
た
い
意
向
を
も
っ
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
韓
国
側
は
、
原
則
と
し
て
①
案
を
基
本
と
し
、
会
談
の
展
開
と
必
要
に
応
じ
て
②
案
の
形
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
①
の
少
数
陪
席
の
場
合
、
通
訳
は
韓
国
側
が
担
当
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
駐
日
代
表
部
の
報
告
電
文
は
、﹁
こ
れ
は
日
本
側
の
伊
関
局
長
の
陪
席
を
牽
制
し
、
わ
が
方
の
訓
令
案
ど
お
り
進
め
る
た
め
﹂
と
説
明
し
た
。
首
席
代
表
か
ら
外
務
部
長
官
﹁
朴
議
長
訪
日
の
件
﹂︵
JW
-11176︶、
一
九
六
一
年
一
一
月
九
日
、
﹁
朴
正
熙
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
日
本
訪
問
、
1961.11.11-12﹂、
韓
国
外
交
文
書
、
724.11JA
、
786、
C
-0006-04、
0050。
第
五
次
日
韓
会
談
か
ら
日
本
側
代
表
団
の
一
員
と
し
て
関
わ
り
、
韓
国
側
か
ら
﹁
気
難
し
い
人
﹂
と
い
う
評
価
を
得
て
い
た
と
い
う
伊
関
局
長
の
交
渉
ス
タ
イ
ル
や
専
門
知
識
な
ど
を
韓
国
側
が
警
戒
し
た
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の
か
も
知
れ
な
い
。
裵
義
煥
＊
﹃
麦
峠
は
越
え
た
が
﹄、
二
〇
〇
頁
。
前
述
の
と
お
り
、
伊
関
は
韓
国
併
合
直
前
の
一
九
〇
九
年
、
ソ
ウ
ル
で
生
ま
れ
た
が
、
韓
国
語
が
ど
の
程
度
で
き
た
か
は
確
認
で
き
な
い
。
伊
関
の
父
親
・
伊
関
重
俊
は
大
蔵
省
税
関
事
務
官
補
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
八
年
、
旧
韓
国
政
府
度
支
部
関
税
局
主
事
に
転
出
し
、
併
合
後
、
朝
鮮
総
督
府
度
支
部
、
総
督
官
房
、
高
等
土
地
調
査
委
員
会
な
ど
を
経
て
、
大
田
郡
守
︵
一
九
二
一
～
二
八
年
︶
を
歴
任
し
た
。
伊
関
重
俊
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、﹃
朝
鮮
人
事
輿
信
録
﹄︵
朝
鮮
新
聞
社
、
一
九
二
二
年
︶
お
よ
び
韓
国
の
国
史
編
纂
委
員
会
の
﹁
韓
国
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂︵
http://db.history.go.kr/︶
で
検
索
。
こ
れ
ら
の
資
料
や
情
報
の
入
手
に
は
盧
琦
霙
氏
︵
韓
国
国
家
記
録
院
︶
お
よ
び
井
上
正
也
氏
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。
伊
関
が
何
歳
ま
で
朝
鮮
で
暮
ら
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
当
時
朝
鮮
に
居
住
し
た
日
本
人
は
日
本
語
だ
け
で
生
活
す
る
場
合
が
多
く
、
必
ず
し
も
朝
鮮
語
に
堪
能
で
は
な
か
っ
た
。
柳
谷
謙
介
元
外
務
次
官
の
回
顧
に
よ
る
と
、
戦
前
、
朝
鮮
で
教
育
を
受
け
、
京
城
帝
国
大
学
卒
業
後
、
朝
鮮
総
督
府
に
勤
務
し
た
経
歴
が
あ
る
前
田
利
一
︵
一
九
六
一
年
当
時
北
東
ア
ジ
ア
課
長
、
後
に
駐
韓
大
使
︶
の
朝
鮮
語
能
力
も
十
分
で
は
な
く
、
戦
後
、
当
時
日
本
で
唯
一
の
朝
鮮
語
教
育
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
天
理
語
学
専
門
学
校
で
集
中
的
な
朝
鮮
語
研
修
︵
一
九
五
一
～
五
二
年
︶
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。﹁
柳
谷
謙
介
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
﹂
上
巻
︵
政
策
研
究
大
学
院
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
オ
ー
ラ
ル
・
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
〇
五
年
三
月
︶、
一
一
四
～
一
一
五
頁
。
︵
︶
池
田
・
朴
会
談
に
は
、
韓
国
側
か
ら
は
柳
陽
洙
国
家
再
建
最
高
会
議
外
務
国
防
委
員
長
、
崔
徳
新
外
務
部
長
官
、
裵
義
煥
首
席
代
表
、
元
忠
淵
最
高
会
議
公
報
室
195
長
、
鄭
一
永
外
務
部
長
官
諮
問
委
員
、
崔
英
澤
参
事
官
、
厳
永
達
外
務
部
亜
州
局
長
、
日
本
側
か
ら
は
、
小
坂
外
相
、
杉
首
席
代
表
、
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
、
前
田
北
東
ア
ジ
ア
課
長
が
陪
席
し
た
。
︵
︶
日
本
語
が
流
暢
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朴
正
熙
が
敢
え
て
通
訳
を
介
し
て
会
談
を
行
っ
た
と
い
う
﹁
事
実
﹂
は
、
従
来
、
韓
国
内
の
文
献
で
は
、
原
則
的
な
196
対
日
外
交
姿
勢
や
、
会
談
戦
略
上
の
有
利
な
選
択
な
ど
の
観
点
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
朴
正
熙
の
政
治
的
美
化
や
﹁
神
話
化
﹂
の
た
め
の
逸
話
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
趙
甲
済
＊
﹃
朴
正
熙
﹄
第
五
巻
、
一
一
三
～
一
一
五
頁
。
こ
の
文
献
は
、
会
談
に
陪
席
し
た
鄭
一
永
の
回
顧
に
基
づ
い
て
、
日
本
側
通
訳
の
前
田
課
長
の
韓
国
語
が
未
熟
で
、
韓
国
側
の
鄭
一
永
が
通
訳
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
日
本
語
の
堪
能
な
朴
正
熙
議
長
か
ら
訳
語
を
直
さ
れ
冷
や
汗
を
か
い
た
こ
と
、
朴
正
熙
は
鄭
と
も
相
談
し
つ
つ
、
発
言
内
容
や
言
葉
を
慎
重
に
選
び
つ
つ
対
応
し
た
こ
と
、
な
ど
を
臨
場
感
溢
れ
る
筆
致
で
伝
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
鄭
一
永
の
﹁
証
言
﹂
は
事
実
で
は
な
い
。
鄭
一
永
は
、
李
承
晩
政
権
期
か
ら
日
韓
会
談
に
関
わ
っ
た
国
際
法
学
者
で
あ
り
、
朴
正
熙
の
訪
日
に
は
外
務
部
長
官
諮
問
委
員
の
資
格
で
随
行
し
た
。
請
求
権
問
題
な
ど
に
関
す
る
法
的
議
論
に
備
え
た
人
選
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鄭
一
永
は
、
池
田
と
の
会
談
の
直
前
ま
で
、
請
求
権
問
題
の
取
り
上
げ
方
に
つ
い
て
、
朴
正
熙
が
悩
み
、
鄭
に
も
助
言
を
求
め
た
と
証
言
し
て
い
る
。
趙
甲
済
＊
﹃
朴
正
熙
﹄、
一
〇
九
～
一
一
三
頁
。
な
お
、
会
談
に
陪
席
し
た
裵
義
煥
日
韓
会
談
首
席
代
表
も
回
顧
録
で
、
通
訳
に
つ
い
て
、﹁
単
独
会
談
は
一
切
非
公
開
で
あ
り
、
厳
永
達
亜
州
課
長
が
単
独
通
訳
と
し
て
入
っ
た
﹂
と
記
述
し
て
い
る
。﹁
極
秘
﹂
と
指
定
さ
れ
た
了
解
事
項
を
忠
実
に
守
ろ
う
と
し
た
確
信
犯
的
な
事
実
の
歪
曲
と
い
え
よ
う
。
︵
︶
外
務
省
ア
ジ
ア
局
﹁
池
田
総
理
、
朴
正
熙
議
長
会
談
要
旨
﹂、
日
付
不
詳
、
日
本
外
交
文
書
、
5-1088-968。
こ
の
最
終
的
な
会
談
記
録
は
、
北
東
ア
ジ
ア
課
が
一
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一
月
一
二
日
の
会
談
直
後
に
作
成
し
た
草
案
に
、
池
田
首
相
自
ら
が
追
加
記
入
や
修
正
を
行
い
、
確
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
東
ア
ジ
ア
課
の
草
案
に
は
、﹁
総
理
了
﹂︵
一
一
月
一
四
日
︶
と
い
う
手
書
き
の
確
認
と
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
、
各
懸
案
に
関
す
る
日
本
側
の
主
張
な
ど
を
中
心
に
、
か
な
り
の
個
所
に
細
か
い
内
容
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
細
か
い
事
項
が
実
際
に
会
談
で
述
べ
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
記
録
の
た
め
に
、
事
後
的
に
加
筆
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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あ
る
。
︵
︶
﹁
朴
議
長
・
池
田
会
談
会
議
録
﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
一
二
日
、﹁
朴
正
熙
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
日
本
訪
問
、
1961.11.11-12﹂、
韓
国
外
交
文
書
、
724.11JA
198
1961、
786、
C
-0006-04、
0227～
229
﹁
朴
議
長
と
池
田
首
相
の
会
談
﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
一
二
日
、﹁
同
上
﹂、
韓
国
外
交
文
書
、
0230～
231。
こ
の
う
ち
、
；
前
者
が
よ
り
正
式
の
会
談
記
録
の
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
は
、
朴
正
熙
と
池
田
の
発
言
が
逐
語
的
に
記
録
さ
れ
、
議
事
録
作
成
の
一
つ
の
材
料
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
種
類
の
会
談
記
録
の
送
付
状
に
は
、﹁
朴
議
長
・
池
田
会
談
後
、
迎
賓
館
で
朴
議
長
が
話
さ
れ
た
内
容
を
基
礎
に
作
成
し
た
も
の
﹂
と
い
う
﹁
追
記
﹂
が
付
い
て
い
る
。
︵
︶
﹁
dignity
﹂
な
ど
英
語
交
じ
り
の
表
現
は
朴
正
熙
の
性
格
や
ス
タ
イ
ル
に
は
合
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
池
田
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
池
田
の
発
言
199
を
含
め
、
日
本
外
務
省
の
文
書
に
は
英
語
の
用
語
や
表
現
が
か
な
り
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
池
田
・
朴
会
談
後
の
事
態
に
お
け
る
日
韓
会
談
の
進
め
方
︵
伊
関
局
長
指
示
事
項
︶﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
一
三
日
、
日
本
外
交
文
書
、
200
5-1088-971。
︵
︶
﹃
朝
日
新
聞
﹄、
一
九
六
一
年
一
一
月
一
一
日
。
201
︵
︶
石
井
光
次
郎
や
岸
信
介
の
影
響
力
と
関
与
に
対
し
て
、
朴
正
熙
政
権
は
、
執
着
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
期
待
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
、
日
韓
の
外
交
文
書
か
ら
分
か
202
る
。
韓
国
側
は
、
朴
正
熙
訪
日
の
公
式
日
程
の
中
に
、
岸
お
よ
び
石
井
と
の
会
談
を
設
定
す
る
よ
う
求
め
た
が
、﹁
一
二
日
の
昼
食
会
に
二
人
と
も
出
席
す
る
の
で
、
別
途
会
談
の
必
要
は
な
い
﹂
と
す
る
日
本
側
の
消
極
姿
勢
で
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
首
席
代
表
か
ら
外
務
部
長
官
﹁
朴
議
長
訪
日
の
件
﹂︵
JW
-11176︶、
一
九
六
一
年
一
一
月
九
日
、﹁
朴
正
熙
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
日
本
訪
問
、
1961.11.11-12﹂、
韓
国
外
交
文
書
、
724.11JA
、
786、
C
-0006-04、
0051。
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
池
田
・
朴
会
談
後
の
事
態
に
お
け
る
日
韓
会
談
の
進
め
方
︵
伊
関
局
長
指
示
事
項
︶﹂
一
九
六
一
年
一
一
月
一
三
日
、
日
本
外
交
文
書
、
203
5-1088-971。
当
時
、
池
田
首
相
の
取
材
を
担
当
し
て
い
た
吉
村
克
己
は
、
自
ら
の
取
材
メ
モ
に
基
づ
い
て
書
い
た
と
い
う
池
田
政
権
に
関
す
る
著
作
の
中
で
、﹁
そ
の
夜
、
信
濃
町
の
私
邸
で
の
池
田
は
上
機
嫌
で
あ
っ
た
﹂
と
記
し
、﹁
朴
正
熙
と
い
う
の
は
い
い
男
だ
、
俺
の
こ
と
を
兄
貴
と
呼
ん
だ
よ
。
俺
は
総
理
を
辞
め
た
ら
、
韓
国
へ
行
っ
て
経
済
建
設
計
画
を
立
て
て
や
る
と
約
束
し
た
よ
﹂、﹁
韓
国
は
食
糧
自
給
が
で
き
な
い
。
経
済
建
設
は
ま
ず
農
業
の
振
興
か
ら
や
っ
た
方
が
い
い
と
言
っ
て
お
い
た
。
そ
れ
に
も
金
が
か
か
る
か
ら
、
日
本
か
ら
借
款
を
供
与
す
る
時
に
は
、
輸
銀
融
資
を
二
分
四
厘
で
借
す
、
と
言
っ
て
お
い
た
﹂
な
ど
の
池
田
の
発
言
を
引
用
し
て
い
る
。
吉
村
克
己
﹃
池
田
政
権
﹄、
一
九
三
頁
。
確
か
に
、
日
本
側
議
事
録
に
は
、
池
田
は
会
談
の
後
半
部
分
で
、
韓
国
の
農
地
改
革
、
コ
メ
作
よ
り
牧
草
生
産
の
必
要
性
、
電
力
開
発
な
ど
を
力
説
し
た
様
子
が
記
さ
れ
、
朴
正
熙
の
言
葉
と
し
て
、﹁
早
く
国
交
を
正
常
化
し
て
農
業
に
つ
い
て
も
日
本
の
指
導
を
う
け
た
い
と
語
っ
た
﹂
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
吉
村
ら
に
語
っ
た
池
田
の
言
葉
は
議
事
録
の
内
容
に
か
な
り
近
い
。
︵
︶
裵
義
煥
＊
﹃
麦
峠
は
越
え
た
が
﹄、
一
四
一
頁
。
204
︵
︶
首
席
代
表
か
ら
外
務
部
長
官
︵
JW
-11458︶、
一
九
六
一
年
一
一
月
二
五
日
、﹁
朴
正
熙
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
日
本
訪
問
、
1961.11.11-12﹂、
韓
国
外
交
文
205
書
、
724.11JA
、
786、
C
-0006-04、
0247～
0253。
︵
︶
一
一
月
一
五
日
付
の
﹃
韓
国
日
報
﹄
は
社
説
で
、﹁
韓
国
の
対
日
請
求
権
が
賃
金
、
恩
給
、
郵
便
貯
金
の
よ
う
に
純
然
た
る
個
人
的
な
も
の
に
限
ら
れ
る
と
い
う
点
206
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204
で
両
国
首
脳
が
同
意
し
た
﹂
と
い
う
東
京
か
ら
の
報
道
に
つ
い
て
、﹁
こ
れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
﹂、﹁
信
じ
が
た
い
ほ
ど
バ
カ
げ
た
性
質
の
も
の
﹂
と
述
べ
、﹁
日
韓
首
脳
会
談
の
結
果
が
こ
れ
だ
と
す
れ
ば
、
失
望
の
念
を
禁
じ
え
な
い
﹂
と
強
く
批
判
し
た
。﹃
読
売
新
聞
﹄、
一
九
六
一
年
一
一
月
一
六
日
。
︵
︶
﹁
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録
総
説
八
﹂、
一
〇
七
～
一
〇
九
頁
か
ら
再
引
用
。
207
︵
︶
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
朴
議
長
一
行
の
米
国
よ
り
帰
途
の
日
本
通
過
日
程
の
件
﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
二
〇
日
、
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
朴
正
熙
議
長
一
行
の
本
邦
通
過
予
208
定
に
関
す
る
件
﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
二
一
日
、
お
よ
び
北
東
ア
ジ
ア
課
﹁
朴
議
長
の
羽
田
立
寄
り
に
つ
い
て
﹂、
一
九
六
一
年
一
一
月
二
二
日
、
日
本
外
交
文
書
、
5-1088-964。
︵
︶
﹃
朝
日
新
聞
﹄、
一
九
六
一
年
一
一
月
二
五
日
︵
夕
刊
︶。
209
︵
︶
裵
義
煥
＊
﹃
麦
峠
は
越
え
た
が
﹄、
一
七
九
頁
。
210
︵
︶
卜
部
﹁
日
韓
会
談
の
進
捗
状
況
﹂、
一
九
六
一
年
一
二
月
一
日
、
日
本
外
交
文
書
、
6-1118-1419。
211
︵
︶
﹁
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
記
録
総
説
八
﹂、
一
一
二
～
一
一
六
頁
。
212
︹
付
記
︺
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
補
助
金
・
基
盤
研
究
︵
Ａ
︶﹁
韓
国
政
府
公
開
資
料
に
よ
る
日
韓
基
本
条
約
の
国
際
共
同
研
究
︱
︱
脱
植
民
地
化
論
理
と
冷
戦
論
理
の
交
錯
﹂︵
平
成
一
八
年
度
～
平
成
二
一
年
度
︶
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
日韓の新公開外交文書に見る日韓会談とアメリカ（3）（李 鍾元）
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